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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光路内に対して進退自
在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、
　前記撮像光学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、
　自装置の設定情報を表示することについてユーザの指示を受け付ける設定操作部と、
　前記撮像素子で生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像デ
ータおよび自装置の設定情報を表示可能な表示部と、
　前記撮像素子で生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像デ
ータを、リアルタイムで動画像として前記表示部に表示するよう制御するライブビューモ
ードを有する制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　　ライブビューモードが設定されている状態において、前記設定操作部が操作されるの
に応じて、ライブビューモードから抜けるとともに前記表示部に自装置の設定情報を表示
させるよう制御する、
　デジタルカメラ。
【請求項２】
　被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光路内に対して進退自
在に配設される可動ミラーを有し、交換レンズを着脱可能なカメラボディであって、
　前記撮像光学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、
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　自装置の設定情報を表示することについてユーザの指示を受け付ける設定操作部と、
　前記撮像素子で生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像デ
ータおよび自装置の設定情報を表示可能な表示部と、
　前記撮像素子で生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像デ
ータを、リアルタイムで動画像として前記表示部に表示するよう制御するライブビューモ
ードを有する制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　　ライブビューモードが設定されている状態において、前記設定操作部が操作されるの
に応じて、ライブビューモードから抜けるとともに前記表示部に自装置の設定情報を表示
させるよう制御する、
　カメラボディ。
【請求項３】
　請求項２に記載のカメラボディと交換レンズとからなるカメラシステム。
【請求項４】
　被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光路内に対して進退自
在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラの制御方法であって、
　前記デジタルカメラは、
　　前記撮像光学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、
　　自装置の設定情報を表示することについてユーザの指示を受け付ける設定操作部と、
　　前記撮像素子で生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像
データおよび自装置の設定情報を表示可能な表示部と、を備え、
　前記撮像光学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成し、前記生成された
画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像
として表示するよう制御するライブビューモードが設定されている状態において、
　前記設定操作部が操作されるのに応じて、ライブビューモードから抜けるとともに前記
表示部に自装置の設定情報を表示させるよう制御する、
　デジタルカメラの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラに関する。特に、可動ミラーを含むとともに被写体像を電子
ビューファインダで観察できるデジタルカメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル一眼レフカメラは、電子ビューファインダと光学式ビューファインダとを備え
るため、撮像光学系により形成された被写体像を可動ミラーで切り替えて、光学式ビュー
ファインダで観察可能である。そのため、記録画像における被写体像と光学式ビューファ
インダに表示される被写体像との間でずれが発生せず、撮像操作を良好に行うことができ
る。
【０００３】
　ところが、デジタル一眼レフカメラは、動作状態に応じて可動ミラーを切り替える必要
がある。そのため、ユーザによる手動操作を要し、それに要する時間を確保する必要があ
る。特に、撮像素子で生成されたリアルタイムの画像を表示部に表示させる「ライブビュ
ーモード」を備えるカメラでは、オートフォーカス動作、絞りの調整動作、および撮像動
作に伴って、可動ミラーを頻繁に切り替える必要がある。
【０００４】
　ライブビューモードを備えるデジタル一眼レフカメラは、例えば、特許文献１に開示さ
れている。
【特許文献１】特開２００１－２７２５９３号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら特許文献１に開示されているデジタル一眼レフカメラでは、可動ミラーの
切り替えに伴う操作性について十分に改善を行っていない。そのため、折角ライブビュー
モードを実行可能にしても、ユーザにとっては使いにくく、結局光学式ビューファインダ
で画像を観察しながら撮像することとなっていた。
【０００６】
　そこで、本発明は、可動ミラーを含むとともに被写体像を電子ビューファインダでライ
ブビュー表示する際に、その操作性を向上することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のデジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光
学系の光路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって
、前記撮像光学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、自
装置の設定情報を表示することについてユーザの指示を受け付ける設定操作部と、前記撮
像素子で生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データおよ
び自装置の設定情報を表示可能な表示部と、前記撮像素子で生成された画像データ又はそ
の画像データに所定の処理を施した画像データを、リアルタイムで動画像として前記表示
部に表示するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、前記制御部は
、ライブビューモードが設定されている状態において、前記設定操作部が操作されるのに
応じて、ライブビューモードから抜けるとともに前記表示部に自装置の設定情報を表示さ
せるよう制御する。
【０００８】
　ライブビュー画面に設定情報表示画面を重畳して表示すると、ライブビュー画面が見え
にくい。このような場合には、設定情報表示画面は表示部で観察し、ライブビュー画面は
光学式ビューファインダで観察できるように、両者を別々に表示するのが便利である。し
かし、このような場合に、設定部の操作と光学式ビューファインダモードへの手動切り替
えの両方の操作を要するのでは不便である。そこで、設定操作部が操作されるのに応じて
、ライブビューモードから抜けるとともに表示部に自装置の設定情報を表示させることで
、操作性が向上する。
【０００９】
　本発明のカメラボディは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学
系の光路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有し、交換レンズを着脱可能なカ
メラボディであって、前記撮像光学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成
する撮像素子と、自装置の設定情報を表示することについてユーザの指示を受け付ける設
定操作部と、前記撮像素子で生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施
した画像データおよび自装置の設定情報を表示可能な表示部と、前記撮像素子で生成され
た画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを、リアルタイムで動
画像として前記表示部に表示するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を
備え、前記制御部は、ライブビューモードが設定されている状態において、前記設定操作
部が操作されるのに応じて、ライブビューモードから抜けるとともに前記表示部に自装置
の設定情報を表示させるよう制御する。
【００１０】
　本発明のカメラシステムは、上記カメラボディと交換レンズとからなる。
【００１１】
　本発明のデジタルカメラの制御方法は、被写体像を光学式ビューファインダへと導くた
めに撮像光学系の光路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメ
ラの制御方法であって、前記デジタルカメラは、前記撮像光学系で形成された被写体像を
撮像して画像データを生成する撮像素子と、自装置の設定情報を表示することについてユ
ーザの指示を受け付ける設定操作部と、前記撮像素子で生成された画像データ又はその画
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像データに所定の処理を施した画像データおよび自装置の設定情報を表示可能な表示部と
、を備え、前記撮像光学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成し、前記生
成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイム
で動画像として表示するよう制御するライブビューモードが設定されている状態において
、前記設定操作部が操作されるのに応じて、ライブビューモードから抜けるとともに前記
表示部に自装置の設定情報を表示させるよう制御する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、可動ミラーを含むとともに被写体像を電子ビューファインダでライブ
ビュー表示する際に、その操作性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　〔目次〕
　　１　実施の形態１
　　　１－１　デジタルカメラの構成
　　　　１－１－１　全体構成の概要
　　　　１－１－２　カメラボディの構成
　　　　１－１－３　交換レンズの構成
　　　　１－１－４　ミラーボックスの状態
　　　　１－１－５　本実施の形態の構成と本発明の構成との対応
　　　１－２　デジタルカメラの動作
　　　　１－２－１　リアルタイム画像の表示動作
　　　　　１－２－１－１　光学式ビューファインダ使用時の動作
　　　　　１－２－１－２　液晶モニタ使用時の動作
　　　　１－２－２　絞りの調整とリアルタイム画像の表示動作
　　　　　１－２－２－１　光学式ビューファインダ使用時の動作
　　　　　１－２－２－２　液晶モニタ使用時の動作
　　　　１－２－３　記録用画像の撮像動作
　　　　　１－２－３－１　マニュアルフォーカスを使った撮像動作
　　　　　　１－２－３－１－１　光学式ビューファインダ使用時の動作
　　　　　　１－２－３－１－２　液晶モニタ使用時の動作
　　　　　１－２－３－２　シングルフォーカスを使った撮像動作
　　　　　　１－２－３－２－１　光学式ビューファインダ使用時の動作
　　　　　　１－２－３－２－２　液晶モニタ使用時の動作
　　　　　１－２－３－３　コンティニュアスフォーカスを使った撮像動作
　　　　　　１－２－３－３－１　光学式ビューファインダ使用時の動作
　　　　　　１－２－３－３－２　液晶モニタ使用時の動作
　　　　１－２－４　ライブビューモードへの移行時のオートフォーカス動作
　　　　１－２－５　測距ポイントの表示動作
　　　　１－２－６　ほこり自動除去動作
　　　　１－２－７　ライブビューモードにおけるストロボ撮像動作
　　　　　１－２－７－１　ＡＥセンサのみを用いた測光動作
　　　　　１－２－７－２　ＡＥセンサとＣＭＯＳセンサとを併用した測光動作
　　　　　１－２－７－３　ＣＭＯＳセンサのみを用いた測光動作
　　２　実施の形態２
　　　２－１　絞り調整によりライブビューモードに移行するときの動作
　　　２－２　リモコン操作によりライブビューモードに移行するときの動作
　　　２－３　三脚の固定によりライブビューモードに移行するときの動作
　　　２－４　液晶モニタの回転操作によりライブビューモードに移行するときの動作
　　　２－５　外部端子の接続によりライブビューモードに移行するときの動作
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　　　２－６　４：３以外のアスペクト比設定によりライブビューモードに移行するとき
の動作
　　　２－７　絞りリングの操作によりライブビューモードに移行するときの動作
　　３　実施の形態３
　　　３－１　メニュー釦操作によりライブビューモードを解除する動作
　　　３－２　電源ＯＦＦ操作に応じてライブビューモードを解除する動作
　　　３－３　電池蓋の開放操作に応じてライブビューモードを解除する動作
　　　３－４　ローバッテリーを検知してライブビューモードを解除する動作
　　　３－５　レンズの取り外しに応じてライブビューモードを解除する動作
　　　３－６　外部端子の接続に応じてライブビューモードを解除する動作
　　４　実施の形態４
　　　４－１　コンティニュアスフォーカスモードからシングルフォーカスモードに移行
する動作
　　　４－２　ライブビューモードからＯＶＦモードに移行する動作
　　５　実施の形態５　　マルチ画面のライブビュー表示
　　６　実施の形態６　　その他の実施の形態
【００１５】
　（実施の形態１）
　〔1-1  デジタルカメラの構成〕
　　〔1-1-1  全体構成の概要〕
　図１は、カメラ１０の概要を説明するための模式図である。カメラ１０は、カメラボデ
ィ１００と、カメラボディ１００に着脱可能な交換レンズ２００とから構成される。
【００１６】
　カメラボディ１００は、交換レンズ２００に含まれる光学系により集光された被写体像
を撮像して、画像データとして記録する。カメラボディ１００は、ミラーボックス１２０
を備える。ミラーボックス１２０は、被写体像をＣＭＯＳセンサ１３０（complementary 
metal-oxide semiconductor）又は接眼レンズ１３６のいずれかに選択的に入射させるた
めに、交換レンズ２００に含まれる光学系からの光学的信号の光路を切り換える。ミラー
ボックス１２０は、可動ミラー１２１ａ、１２１ｂと、ミラー駆動部１２２と、シャッタ
１２３と、シャッタ駆動部１２４と、焦点板１２５と、プリズム１２６とを含む構成であ
る。
【００１７】
　可動ミラー１２１ａは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために、撮像光学
系の光路内に対して進退自在に配設される。可動ミラー１２１ｂは、可動ミラー１２１ａ
とともに撮像光学系の光路内に対して進退自在に配設される。そして、可動ミラー１２１
ｂは、交換レンズ２００に含まれる光学系から入力された光学的信号の一部を反射して、
ＡＦセンサ１３２（AF：auto focus）に入射させる。ＡＦセンサ１３２は、例えば、位相
差検知式のオートフォーカスを行うための受光センサである。ＡＦセンサ１３２が位相差
検知式である場合、ＡＦセンサ１３２は、被写体像のデフォーカス量を検出する。
【００１８】
　可動ミラー１２１ａが撮像光学系の光路内に進入しているとき、交換レンズ２００に含
まれる光学系から入力された光学的信号の一部は、焦点板１２５及びプリズム１２６を介
して接眼レンズ１３６に入射される。また、可動ミラー１２１ａで反射された光学的信号
は、焦点板１２５で拡散される。そして、この拡散された光学的信号の一部は、ＡＥセン
サ１３３（AE：auto exposure）に入射する。一方、可動ミラー１２１ａ及び１２１ｂが
撮像光学系の光路内から退避しているときは、交換レンズ２００に含まれる光学系から入
力された光学的信号は、ＣＭＯＳセンサ１３０に入射する。
【００１９】
　ミラー駆動部１２２は、モータ、バネ等の機構部品を備えている。また、ミラー駆動部
１２２は、マイコン１１０の制御に基づいて、可動ミラー１２１ａ、１２１ｂを駆動する
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。
【００２０】
　シャッタ１２３は、交換レンズ２００を介して入射する光学的信号を、遮断または通過
するよう切り換えることができる。シャッタ駆動部１２４は、モータ、バネ等の機構部品
を備えている。また、シャッタ駆動部１２４は、マイコン１１０による制御により、シャ
ッタ１２３を駆動する。なお、ミラー駆動部１２２に含まれるモータと、シャッタ駆動部
１２４に含まれるモータとは、別のモータであってもよいし、１つのモータで兼用しても
よい。
【００２１】
　カメラボディ１００の背面には、液晶モニタ１５０が配置されている。液晶モニタ１５
０は、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データ、またはその画像データに所定の処
理を施した画像データを、表示可能である。
【００２２】
　交換レンズ２００に含まれる光学系は、対物レンズ２２０、ズームレンズ２３０、絞り
２４０、像ぶれ補正ユニット２５０、およびフォーカスモータ２６０を含む。ＣＰＵ２１
０は、これらの光学系を制御する。ＣＰＵ２１０は、カメラボディ１００側のマイコン１
１０と制御信号や光学系に関する情報を送受信可能である。
【００２３】
　なお、本明細書においては、リアルタイムに被写体像を液晶モニタ１５０に表示させる
機能及び表示を「ライブビュー」または「ＬＶ」という。また、そのようにライブビュー
動作をさせるときのマイコン１１０の制御モードを「ライブビューモード」または「ＬＶ
モード」という。また、交換レンズ２００を介して入射する光学的画像を接眼レンズ１３
６を通じて視認可能な機能を「ファインダービュー」または「ＯＶＦ」という。また、そ
のようにＯＶＦ機能を動作させる時のマイコン１１０の制御モードを「ＯＶＦモード」と
いう。
【００２４】
　　〔1-1-2  カメラボディの構成〕
　図２は、カメラボディ１１０の構成を示す。図２に示すように、カメラボディ１１０は
、様々な部位を有し、それらをマイコン１１０が制御する構成である。但し、本実施の形
態では、１つのマイコン１１０がカメラボディ１００全体を制御するとして説明するが、
複数の制御部によってカメラボディ１００を制御するよう構成しても、同様に動作する。
【００２５】
　レンズマウント部１３５は、交換レンズ２００を着脱する部材である。レンズマウント
部１３５は、交換レンズ２００と接続端子等を用いて電気的に接続可能であるとともに、
係止部材等のメカニカルな部材によって機械的にも接続可能である。レンズマウント部１
３５は、交換レンズ２００からの信号をマイコン１１０に出力できるとともに、マイコン
１１０からの信号を交換レンズ２００に出力できる。レンズマウント部１３５は、中空構
造となっている。そのため、交換レンズ２００に含まれる光学系から入射される光学的信
号は、レンズマウント部１３５を通過してミラーボックス１２０に到達する。
【００２６】
　ミラーボックス１２０は、レンズマウント部１３５を通過した光学的信号を、内部の状
態に応じてＣＭＯＳセンサ１３０、接眼レンズ１３６、ＡＦセンサ１３２及びＡＥセンサ
１３３に導く。ミラーボックスによる光学的信号の切り替えについては、「1-1-4  ミラ
ーボックスの状態」の項で説明する。
【００２７】
　ＣＭＯＳセンサ１３０は、ミラーボックス１２０を通って入射された光学的信号を電気
的信号に変換し、画像データを生成する。生成した画像データは、Ａ／Ｄコンバータ１３
１によってアナログ信号からデジタル信号に変換され、マイコン１１０に出力される。な
お、生成した画像データをＣＭＯＳセンサ１３０からＡ／Ｄコンバータ１３１に出力する
経路の途上、またはＡ／Ｄコンバータ１３１からマイコン１１０に出力する経路の途上で
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、所定の画像処理を施すようにしてもよい。
【００２８】
　接眼レンズ１３６は、ミラーボックス１２０を通って入射された光学的信号を通す。こ
のとき、ミラーボックス１２０内では、図１に示すように、交換レンズ２００から入射さ
れた光学的信号を可動ミラー１２１ａで反射させ、焦点板１２５に被写体像を形成してい
る。そして、プリズム１２６は、この被写体像を反射し、接眼レンズ１３６に出射する。
これにより、ユーザは、ミラーボックス１２０からの被写体像を視認できる。ここで、接
眼レンズ１３６は、単数のレンズで構成してもよいし、複数のレンズからなるレンズ群で
構成してもよい。また、接眼レンズ１３６は、固定的にカメラボディ１００に保持するよ
うにしてもよく、視度調節等のため移動可能に保持するようにしてもよい。なお、光学式
ビューファインダーは、焦点板１２５、プリズム１２６、接眼レンズ１３６から構成され
、４：３のアスペクト比を有する構図の画像を表示するのに最適な形状で構成されている
。但し、光学式ビューファインダを、他のアスペクト比を有する構図の画像を表示するの
に最適な形状で構成してもよい。例えば、１６：９のアスペクト比を有する構図の画像を
表示するのに最適な形状でもよく、３：２のアスペクト比を有する構図の画像を表示する
のに最適な形状でもよい。
【００２９】
　保護材１３８は、ＣＭＯＳセンサ１３０の表面を保護する。保護材１３８をＣＭＯＳセ
ンサ１３０の前面に配置することにより、ＣＭＯＳセンサ１３０の表面にほこり等の異物
が付着するのを防ぐことができる。保護材１３８は、ガラスやプラスチック等の透明材料
で構成できる。
【００３０】
　超音波振動発生器１３４は、マイコン１１０からの信号に応じて起動し、超音波振動を
発生する。超音波振動発生器１３４で発生した超音波振動は、保護材１３８に伝えられる
。これにより、保護材１３８は振動し、保護材１３８に付着したほこり等の異物を振り落
とすことができる。超音波振動発生器１３４は、例えば、保護材１３８に圧電素子を貼り
付けることにより実現できる。この場合、保護材１３８に貼り付けた圧電素子に交流電流
を通電する等により、圧電素子を振動させることができる。
【００３１】
　ストロボ１３７は、マイコン１１０の指示に従って、発光する。ストロボ１３７は、カ
メラボディ１００に内蔵してもよく、カメラボディ１００に着脱可能なタイプでもよい。
着脱可能なストロボであれば、カメラボディ１００にはホットシュー等のストロボ取り付
け部を設ける必要がある。
【００３２】
　レリーズ釦１４１は、オートフォーカス動作や測光動作の起動についてユーザからの指
示を受け付けるとともに、ＣＭＯＳセンサ１３０による記録用画像の撮像開始についてユ
ーザからの指示を受け付ける。レリーズ釦１４１は、半押し操作と全押し操作とを受け付
けることができる。オートフォーカスモードにおいて、ユーザによりレリーズ釦１４１が
半押し操作されると、マイコン１１０は、ＡＦセンサ１３２からの信号に基づいて、交換
レンズ２００に対してオートフォーカス動作をするように指示する。また、自動露光モー
ドにおいて、ユーザによりレリーズ釦１４１が半押し操作されると、マイコン１１０は、
ＡＥセンサ１３３からの信号に基づいて、交換レンズ２００に対して測光動作をするよう
に指示する。一方、ユーザによりレリーズ釦１４１が全押し操作されると、マイコン１１
０は、ミラーボックス１２０及びＣＭＯＳセンサ１３０等を制御して、記録用画像を撮像
する。そして、マイコン１１０は、撮像した記録用画像について、必要に応じて、ＹＣ変
換処理、解像度変換処理、または圧縮処理等を施して、記録用の画像データを生成する。
マイコン１１０は、生成した記録用の画像データを、カードスロット１５３を介してメモ
リカード３００に記録する。レリーズ釦１４１が、半押し操作に応じる機能及び全押し操
作に応じる機能を有するようにするには、例えば、レリーズ釦１４１に２つのスイッチを
内蔵することで実現することができる。この場合、一方のスイッチは半押し操作によって
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ＯＮに切り替わり、他方のスイッチは全押し操作によってＯＮに切り替わるようにする。
【００３３】
　操作部１４０は、ユーザからの各種の指示を受け付けることができる。操作部１４０で
受け付けた指示は、マイコン１１０に伝達される。図３は、カメラボディ１００の背面図
である。図３に示すように、カメラボディ１００の背面には、メニュー釦１４０ａ、十字
キー１４０ｂ、セット釦１４０ｃ、回転ダイアル１４０ｄ、ビューファインダ切替スイッ
チ１４０ｅ、フォーカスモード切替スイッチ１４０ｆ、ストロボ起動釦１４０ｈ、ＬＶプ
レビュー釦１４０ｊ、絞り込み釦１４０ｋ、ＡＶ釦１４０ｍ、および電源スイッチ１４２
を備える。カメラボディ１００の上面には、手振れ補正モード切替釦１４０ｇ及びレリー
ズ釦１４１が配置されている。
【００３４】
　メニュー釦１４０は、液晶モニタ１５０にカメラ１０の設定情報を表示させ、ユーザに
よる設定変更を可能にするための釦である。十字キー１４０ｂは、液晶モニタ１５０に表
示された各種設定、項目、または画像等を選択するためのキーであり、例えば、カーソル
等を移動させることができる。セット釦１４０ｃは、液晶モニタ１５０に表示された各種
設定、項目、または画像等を選択した後、決定するための釦である。回転ダイアル１４０
ｄは、十字キー１４０ｂと同様に、液晶モニタ１５０に表示された各種設定、項目、また
は画像等を選択するための操作部材であり、例えば、回転することにより、カーソル等を
移動させることができる。ビューファインダ切替スイッチ１４０ｅは、光学的画像を接眼
レンズ１３６に導くか、撮像して得られた電気的画像を液晶モニタ１５０に表示させるか
を選択するためのスイッチである。フォーカスモード切替スイッチ１４０ｆは、フォーカ
スモードを、マニュアルフォーカスモードとオートフォーカスモードとのいずれに設定す
るかを選択するためのスイッチである。手振れ補正モードスイッチ１４０ｇは、手振れ補
正を実行するかどうかを選択可能なスイッチである。また、手振れ補正モードスイッチ１
４０ｇは、手振れ補正の制御モードを選択することができる。絞り込み釦１４０ｋは、ラ
イブビューモードにおいて、絞りを調節するための釦である。ＬＶプレビュー釦１４０ｊ
は、ライブビューモードにおいて、絞りを調節するとともに液晶モニタ１５０に表示され
る画像の一部を拡大表示させるための釦である。ＡＶ釦１４０ｍは、ＯＶＦモードにおい
て、絞りを調節するための釦である。
【００３５】
　図２に示すように、液晶モニタ１５０は、マイコン１１０からの信号を受けて、画像ま
たは各種設定の情報を表示する。液晶モニタ１５０は、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成され
た画像データ、またはその画像データに所定の処理を施した画像データを表示可能である
。液晶モニタ１５０は、メモリカード３００に保持されている画像データを、必要に応じ
てマイコン１１０で伸張処理等所定の処理を施した後、表示可能である。液晶モニタ１５
０は、図３に示すように、カメラボディ１００の背面に配されている。液晶モニタ１５０
は、カメラボディ１００に対して回転可能に配されている。接点１５１は、液晶モニタ１
５０の回転を検出する。液晶モニタ１５０は、４：３のアスペクト比の構図を有する画像
を表示するのに最適な形状である。但し、液晶モニタ１５０は、マイコン１１０の制御に
より、他のアスペクト比（例えば、３：２や１６：９）の構図を有する画像も表示可能で
ある。
【００３６】
　外部端子１５２は、外部装置に画像データや各種設定情報を出力するための端子である
。外部端子１５２は、例えば、ＵＳＢ端子（USB：universal serial bus）やＩＥＥＥ１
３９４規格（IEEE：Institute of Electrical and Electronic Engineers）に準拠したイ
ンターフェイスのための端子等である。また、外部端子１５２は、外部装置からの接続端
子が接続されると、その旨をマイコン１１０に伝える。
【００３７】
　電源コントローラ１４６は、電池ボックス１４３に収納された電池４００からの供給電
力をマイコン１１０等カメラ１０内の部材に供給することについて制御する。電源コント
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ローラ１４６は、電源スイッチ１４２がＯＮに切り替わると、電池４００からの供給電力
をカメラ１０内の部材に供給し始める。また、電源コントローラ１４６は、スリープ機能
を備え、電源スイッチ１４２がＯＮ状態のまま所定時間操作されない状態が続くと、電源
供給を停止する（但し、カメラ１０内の一部の部材を除く）。また、電源コントローラ１
４６は、電池蓋１４４の開閉を監視する接点１４５からの信号に基づいて、マイコン１１
０に対して電池蓋１４４が開いたことを伝達する。電池蓋１４４は、電池ボックス１４３
の開口部を開閉する部材である。電源コントローラ１４６は、図２ではマイコン１１０を
通じてカメラ１０内の各部材に電力を供給する構成としているが、必要に応じて、電源コ
ントローラ１４６から直接電力を供給する構成としても同様に動作する。
【００３８】
　三脚固定部１４７は、三脚（図示省略）をカメラボディ１００に固定するための部材で
あり、ネジ等で構成される。
【００３９】
　接点１４８は、三脚が三脚固定部１４７に固定されたかどうかを監視し、その結果をマ
イコン１１０に伝える。接点１４８は、スイッチ等で構成可能である。
【００４０】
　カードスロット１５３は、メモリカード３００を装着するためのコネクタである。カー
ドスロット１５３は、メモリカード３００を装着するメカニカルな構造だけでなく、メモ
リカード３００をコントロールする制御部及び／又はソフトウェアを含む構成としてもよ
い。
【００４１】
　バッファ１１１は、マイコン１１０で信号処理を行う際に利用されるメモリである。バ
ッファ１１１に一時的に記憶される信号は、主に画像データであるが、制御信号等を記憶
するようにしてもよい。バッファ１１１は、ＤＲＡＭ（dynamic random access memory）
、ＳＲＡＭ（static random access memory）、フラッシュメモリ、または強誘電体メモ
リ等の記憶可能な手段であればよい。また、画像の記憶に特化したメモリであってもよい
。
【００４２】
　ＡＦ補助光発光部１５４は、暗い撮影場所でオートフォーカス動作をするときの補助光
を発光する部材である。ＡＦ補助光発光部１５４は、マイコン１１０の制御に基づいて発
光する。ＡＦ補助光発光部１５４は、赤色ＬＥＤ（light-emitting diode）等を含む。
【００４３】
　リモコン受信部１５５は、リモートコントローラ（図示省略）からの信号を受信して、
受信した信号をマイコン１１０に伝える受信部である。リモコン受信部１５５は、典型的
には、リモートコントローラからの赤外光を受光する受光素子を含む。
【００４４】
　　〔1-1-3  交換レンズの構成〕
　図４は、交換レンズ２００の構成を示すブロック図である。
【００４５】
　図４に示すように、交換レンズ２００は、撮像光学系を備えている。また、交換レンズ
２００は、ＣＰＵ２１０によって、撮像光学系等が制御される。
【００４６】
　ＣＰＵ２１０は、ズームモータ２３１、絞りモータ２４１、手振れ補正ユニット２５０
、およびフォーカスモータ２６１等のアクチュエータの動作を制御することによって、撮
像光学系を制御する。ＣＰＵ２１０は、撮像光学系やアクセサリ装着部２７２等の状態を
示す情報を、通信端子２７０を介して、カメラボディ１００に送信する。また、ＣＰＵ２
１０は、カメラボディ１００から制御信号等を受信し、受信した制御信号等に基づいて撮
像光学系等を制御する。
【００４７】
　対物レンズ２２０は、最も被写体側に配置されたレンズである。対物レンズ２２０は、
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光軸方向に移動可能としてもよく、固定されたものでもよい。
【００４８】
　ズームレンズ２３０は、対物レンズ２２０よりも像面側に配置される。ズームレンズ２
３０は、光軸方向に移動可能である。ズームレンズ２３０を移動することにより、被写体
像の倍率を変えることができる。ズームレンズ２３０は、ズームモータ２３１で駆動され
る。ズームモータ２３１は、ステッピングモータでもよく、サーボモータでもよく、少な
くともズームレンズ２３０を駆動するものであればよい。ＣＰＵ２１０は、ズームモータ
２３１の状態又は別の部材の状態を監視して、ズームレンズ２３０の位置を監視する。
【００４９】
　絞り２４０は、ズームレンズ２３１よりも像面側に配置される。絞り２４０は、光軸を
中心とした開口部を有する。その開口部のサイズは、絞りモータ２４１及び絞りリング２
４２によって、変更可能である。絞りモータ２４１は、絞りの開口サイズを変えるための
機構と連動し、この機構を駆動することによって、絞りの開口サイズを変更できる。絞り
リング２４２も同様に、絞りの開口サイズを変えるための機構と連動し、この機構を駆動
することによって、絞りの開口サイズを変更できる。絞りモータ２４１は、ユーザによっ
てマイコン１１０又はＣＰＵ２１０に電気的な制御信号が与えられ、この制御信号に基づ
いて駆動する。これに対して、絞りリング２４２は、ユーザからのメカニカルな操作を受
け付け、この操作を絞り２４０に伝達する。また、絞りリング２４２が操作されたかどう
かは、ＣＰＵ２１０で検出可能である。
【００５０】
　手振れ補正ユニット２５０は、絞り２４０よりも像面側に配置される。手振れ補正ユニ
ット２５０は、手振れ補正のための補正レンズ２５１、およびこれを駆動するアクチュエ
ータを含む。手振れ補正ユニット２５０に含まれるアクチュエータは、補正レンズ２５１
を光軸と直交する面内で移動可能である。ジャイロセンサ２５２は、交換レンズ２００の
角速度を計測する。図４では、便宜上、ジャイロセンサ２５２を１つのブロックで記載し
ているが、交換レンズ２００は、２つのジャイロセンサ２５２を含む。その２つのジャイ
ロセンサのうち一方のジャイロセンサは、カメラ１０の鉛直軸を中心とする角速度を計測
する。また他方のジャイロセンサは、光軸に垂直なカメラ１０の水平軸を中心とする角速
度を計測する。ＣＰＵ２１０は、ジャイロセンサ２５２からの角速度情報に基づいて、交
換レンズ２００の手振れ方向及び手振れ量を計測する。そして、ＣＰＵ２１０は、その手
振れ量を相殺する方向に補正レンズ２５１を移動するようアクチュエータを制御する。こ
れにより、交換レンズ２００の撮像光学系で形成された被写体像は、手振れが補正された
被写体像となる。
【００５１】
　フォーカスレンズ２６０は、最も像面側に配置される。フォーカスモータ２６１は、フ
ォーカスレンズ２６０を光軸方向に駆動する。これにより、被写体像のフォーカスを調整
できる。
【００５２】
　アクセサリ装着部２７２は、交換レンズ２００の先端に遮光フード等のアクセサリを装
着する部材である。アクセサリ装着部２７２は、ネジやバヨネット等のメカニカルな機構
で構成される。また、アクセサリ装着部２７２は、アクセサリが装着されたかどうかを検
出するための検出器を含む。そして、アクセサリ装着部２７２は、アクセサリが装着され
ると、ＣＰＵ２１０にその旨を伝える。
【００５３】
　　〔1-1-4  ミラーボックスの状態〕
　各動作状態におけるミラーボックス１２０内部の状態を、図１、図５及び図６を参照し
て説明する。
【００５４】
　図１は、光学式ビューファインダを用いて被写体像を観察するモードにおけるミラーボ
ックス１２０内部の状態を示す模式図である。本明細書では便宜上、この状態を「状態Ａ
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」という。この状態Ａでは、可動ミラー１２１ａ、１２１ｂは、交換レンズ２００から入
射された光学的信号の光路内に進入している。そのため、交換レンズ２００からの光学的
信号は、可動ミラー１２１ａで、一部が反射し、残りの光学的信号は透過する。反射した
光学的信号は、焦点板１２５、プリズム１２６、および接眼レンズ１３６を通過して、ユ
ーザの目に届く。また、可動ミラー１２１ａで反射した光学的信号は、焦点板１２５で反
射し、その一部がＡＥセンサ１３３に入射する。一方、可動ミラー１２１ａを透過した光
学的信号の一部は、可動ミラー１２１ｂで反射し、ＡＦセンサ１３２に届く。また、この
状態Ａでは、第１シャッタ１２３ａが閉じられている。そのため、交換レンズ２００から
の光学的信号は、ＣＭＯＳセンサ１３０まで届かない。従って、状態Ａでは、光学式ビュ
ーファインダを用いて被写体像を観察すること、ＡＦセンサ１３２を用いてオートフォー
カス動作をすること、及びＡＥセンサ１３３を用いて測光動作をすることは可能である。
しかし、液晶モニタ１５０を用いて被写体像を観察すること、ＣＭＯＳセンサ１３０で生
成した画像データを記録すること、及びＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データの
コントラストを用いてオートフォーカス動作をすることはできない。
【００５５】
　図５は、被写体像をＣＭＯＳセンサ１３０に入力するモードにおけるミラーボックス１
２０内部の状態を示す模式図である。本明細書では便宜上、この状態を「状態Ｂ」という
。この状態Ｂでは、可動ミラー１２１ａ、１２１ｂは、交換レンズ２００から入射された
光学的信号の光路内から退避している。そのため、交換レンズ２００からの光学的信号は
、焦点板１２５、プリズム１２６、および接眼レンズ１３６を通過して、ユーザの目に届
くことはなく、ＡＦセンサ１３２及びＡＥセンサ１３３に届くこともない。また、この状
態Ｂでは、第１シャッタ１２３ａ及び第２シャッタ１２３ｂが開いている。そのため、交
換レンズ２００からの光学的信号は、ＣＭＯＳセンサ１３０まで届く。従って、状態Ｂで
は、状態Ａとは反対に、液晶モニタ１５０を用いて被写体像を観察すること、ＣＭＯＳセ
ンサ１３０で生成した画像データを記録すること、及びＣＭＯＳセンサ１３０で生成され
た画像データのコントラストを用いてオートフォーカス動作をすることは可能である。し
かし、光学式ビューファインダを用いて被写体像を観察すること、ＡＦセンサ１３２を用
いてオートフォーカス動作をすること、及びＡＥセンサ１３３を用いて測光動作をするこ
とはできない。なお、可動ミラー１２１ａ、１２１ｂ及び第１シャッタ１２３ａは、バネ
等の付勢手段により、状態Ａから状態Ｂに移行する方向に付勢されている。そのため、状
態Ａから状態Ｂへは瞬時に移行できるので、露光を開始するのに好適である。
【００５６】
　図６は、ＣＭＯＳセンサ１３０への被写体像の露光を終了した直後におけるミラーボッ
クス１２０内部の状態を示す模式図である。本明細書では便宜上、この状態を「状態Ｃ」
という。この状態Ｃでは、可動ミラー１２１ａ、１２１ｂは、交換レンズ２００から入射
された光学的信号の光路内から退避している。そのため、交換レンズ２００からの光学的
信号は、焦点板１２５、プリズム１２６、および接眼レンズ１３６を通過して、ユーザの
目に届くことはなく、ＡＦセンサ１３２及びＡＥセンサ１３３に届くこともない。また、
この状態Ｃでは、第１シャッタ１２３ａが開いている一方、第２シャッタ１２３ｂが閉じ
ている。そのため、交換レンズ２００からの光学的信号は、ＣＭＯＳセンサ１３０まで届
かない。従って、状態Ｃでは、液晶モニタ１５０を用いて被写体像を観察すること、ＣＭ
ＯＳセンサ１３０で生成した画像データを記録すること、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成さ
れた画像データのコントラストを用いてオートフォーカス動作をすること、光学式ビュー
ファインダを用いて被写体像を観察すること、ＡＦセンサ１３２を用いてオートフォーカ
ス動作すること、及びＡＥセンサ１３３を用いて測光動作をすることは、いずれもできな
い。第２シャッタ１２３ｂは、閉じる方向に付勢されているので、瞬時に状態Ｂから状態
Ｃに移行させることができる。そのため、状態Ｃは、ＣＭＯＳセンサ１３０の露光を終了
させるのに好適な状態である。
【００５７】
　以上のように、状態Ａから状態Ｂへは直接移行できる。これに対して、状態Ｂから状態
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Ａへは、ミラーボックス１２０の機構の制約上、状態Ｃを介さなければ移行できない。但
し、これは、ミラーボックス１２０の機構からくるテクニカルな問題なので、状態Ｃを介
さずに、状態Ｂから状態Ａに直接移行できる機構を採用することとしてもよい。
【００５８】
　　〔1-1-5  本実施の形態の構成と本発明の構成との対応〕
　焦点板１２５、プリズム１２６及び接眼レンズ１３６を含む構成は、本発明の光学式ビ
ューファインダの一例である。対物レンズ２２０、ズームレンズ２３０、補正レンズ２５
１及びフォーカスレンズ２６０を含む光学系は、本発明の撮像光学系の一例である。可動
ミラー１２１ａ、１２１ｂは、本発明の可動ミラーの一例である。ＣＭＯＳセンサ１３０
は、本発明の撮像素子の一例である。液晶モニタ１５０は、本発明の表示部の一例である
。マイコン１１０は、本発明の制御部の一例である。この場合、制御部としてマイコン１
１０の他にＣＰＵ２１０を含んでもよい。ＬＶプレビュー釦１４０ｊは、本発明の絞り調
整指示受付部の一例である。マイコン１１０は、本発明の画像処理手段の一例である。レ
リーズ釦１４１の全押し操作受付機能は、本発明のレリーズ部の一例である。同様に、リ
モートコントローラからの記録用画像の撮像開始指示を受け付けるリモコン受信部１５５
は、本発明のレリーズ部の一例である。ＡＦセンサ１３２は、本発明の測距部の一例であ
る。マイコン１１０、ＣＰＵ２１０、フォーカスモータ２６１及びフォーカスレンズ２６
０を含む構成は、本発明のオートフォーカス部の一例である。フォーカスレンズ２６０及
びフォーカスリング２６２を含む構成は、本発明のマニュアルフォーカス手段の一例であ
る。メモリカード３００は、本発明の記録部の一例である。レリーズ釦１４１の半押し操
作受付機能は、本発明のＡＦ開始指示受付部の一例である。同様に、リモートコントロー
ラからのオートフォーカス開始指示を受け付けるリモコン受信部１５５は、本発明のＡＦ
開始指示受付部の一例である。バッファ１１１は、本発明の記憶手段の一例である。超音
波振動発生器１３４は、本発明の異物除去部の一例である。絞りリング２４２は、本発明
の絞り操作部の一例である。メニュー釦１４０ａは、本発明の設定操作部の一例である。
電池ボックス１４３は、本発明の電池収納部の一例である。電源スイッチ１４２は、本発
明の電源操作部の一例である。外部端子１５２は、本発明の出力端子の一例である。ジャ
イロセンサ２５２は、本発明の衝撃検知部の一例である。
【００５９】
　　〔1-2  カメラ１０の動作〕
　図７～図２４を参照して、実施の形態１におけるカメラ１０の動作を説明する。
【００６０】
　　〔1-2-1  リアルタイム画像の表示動作〕
　交換レンズ２００によって形成される被写体像をリアルタイムに観察するための表示動
作について説明する。この表示動作として、２つの動作が設定されている。１つ目は、光
学式ビューファインダを用いた動作であり、２つ目は、液晶モニタ１５０を用いた動作で
ある。これらの動作を以下それぞれ詳細に説明する。
【００６１】
　ライブビューは、リアルタイムに被写体像を液晶モニタ１５０に表示させるものであれ
ばよく、液晶モニタ１５０に表示させている画像データを、同時にメモリカード３００等
の記憶手段に記憶させても記憶させなくてもよい。
【００６２】
　また、ライブビューを表示しているときは、交換レンズ２００からの光学的信号をＣＭ
ＯＳセンサ１３０に到達させる必要があるため、ミラーボックス１２０の内部は図５に示
す状態Ｂに移行させる必要がある。しかし、マイコン１１０がライブビューモードに設定
されていても、撮像動作、オートフォーカス動作、または自動露光制御動作等の各状態に
応じて、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂの他に状態Ａや状態Ｃにする必要があり、
液晶モニタ１５０がライブビューを表示できない期間も生じる。
【００６３】
　また、ライブビューは、上述したように、リアルタイムに被写体像を液晶モニタ１５０
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に表示させることであるが、「リアルタイム」とは厳密な意味を有するのではなく、使用
者が常識的にリアルタイムと感じられれば、実際の被写体の動作とは多少の時間遅れがあ
ってもよい。液晶モニタ１５０は、通常は０．１秒程度の時間遅れでライブビュー表示を
すると考えられるが（この時間はカメラ１０のハード等に依存して、多少長くなったり短
くなったりする）、１秒から５秒程度遅れる場合もリアルタイムでの被写体像表示として
、ライブビュー表示の概念に含めてよい。
【００６４】
　　〔1-2-1-1  光学式ビューファインダ使用時の動作〕
　ユーザは、図３に示すビューファインダ切替スイッチ１４０ｅをスライドすることによ
って、ライブビューモードと光学式ビューファインダモード（以下、便宜上、ＯＶＦモー
ドという）とを切り替えることができる。
【００６５】
　ユーザがビューファインダ切替スイッチ１４０ｅをＯＶＦモード側にスライドさせると
、マイコン１１０はＯＶＦモードに設定される。すると、マイコン１１０は、ミラー駆動
部１２２及びシャッタ駆動部１２４を制御して、ミラーボックス１２０の内部を図１に示
す状態Ａに移行させる。これにより、接眼レンズ１３６を通して、ユーザは被写体像をリ
アルタイムで観察できる。また、この状態Ａでは、上述したように、ＡＦセンサ１３２を
用いたオートフォーカス動作、及びＡＥセンサ１３３を用いた測光動作が可能である。
【００６６】
　　〔1-2-1-2  液晶モニタ使用時の動作〕
　ＯＶＦモードにおいて、ユーザがビューファインダ切替スイッチ１４０ｅをライブビュ
ーモード側にスライドさせると、マイコン１１０はライブビューモードに設定される。す
ると、マイコン１１０は、ミラー駆動部１２２及びシャッタ駆動部１２４を制御して、ミ
ラーボックス１２０の内部を図５に示す状態Ｂに移行させる。これにより、液晶モニタ１
５０を用いて、ユーザは被写体像をリアルタイムで観察できる。
【００６７】
　　〔1-2-2  絞りの調整とリアルタイム画像の表示の動作〕
　　〔1-2-2-1  光学式ビューファインダ使用時の動作〕
　この状態Ａでは、通常、絞り２４０は開放状態となっている。そして、この状態Ａから
撮像動作を開始すると、交換レンズ２００に入射される光の量に応じて、絞り２４０が絞
られる。したがって、状態Ａでの通常状態と撮像動作時とは、絞り２４０の開口状態が異
なる。絞り２４０の開口状態が異なると、被写界深度が異なる。そのため、状態Ａの通常
状態のままだと、記録用画像を撮像する際の被写界深度を観察することができない。この
問題を解消するために、ＡＶ釦１４０ｍを備えた。ユーザは、ＡＶ釦１４０ｍを押下する
ことにより、記録用画像を撮像する際の被写界深度を、光学式ビューファインダを用いて
観察することができる。その動作を、以下図７を参照して説明する。
【００６８】
　図７は、ＯＶＦモード時にＡＶ釦１４０ｍを押下したときの動作を説明するためのフロ
ーチャートである。図７において、マイコン１１０は、当初、ＯＶＦモードに設定されて
いる。このとき、ミラーボックス１２０の内部は、図１に示す状態Ａとなっている。また
、マイコン１１０は、ＡＶ釦１４０ｍが押下されるかどうか監視している（Ｓ７０１）。
この状態で、ユーザがＡＶ釦１４０ｍを押下すると、マイコン１１０はそれを検知して、
露光量の計測を開始する（Ｓ７０２）。具体的には、マイコン１１０は、交換レンズ２０
０に入射し、可動ミラー１２１ｂで反射し、ＡＥセンサ１３３に入射している光学的信号
の光量を、ＡＥセンサ１３３に計測させる。マイコン１１０は、この計測結果と、現在の
絞り２４０の開放状態とに基づいて、記録用画像の撮像時の絞り２４０の適正開放量（絞
り値）とシャッタスピードとを算出する。マイコン１１０は、算出した絞り値をＣＰＵ２
１０に送信する。ＣＰＵ２１０は、受信した絞り値に基づいて、モータ２４１を制御する
。モータ２４１は、ＣＰＵ２１０の制御に基づいて、絞り２４０を調節する（Ｓ７０３）
。
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【００６９】
　なお、上記の動作がＡＦセンサ１３２を用いたオートフォーカスモードにおいて行われ
た場合には、ステップＳ７０２及びＳ７０３において、測光動作と共にオートフォーカス
動作も行うことが可能である。
【００７０】
　このように、ＡＶ釦１４０ｍを設けることにより、瞬時に記録用画像の撮像時の被写体
像について、その被写界深度を観察できるので、操作性が良い。
【００７１】
　　〔1-2-2-2  液晶モニタ使用時の動作〕
　ミラーボックス１２０の内部が状態Ｂになっている場合には、通常、絞り２４０は開放
状態となっている。そして、この状態Ｂから撮像動作を開始すると、交換レンズ２００に
入射される光の量に応じて、絞り２４０の開度が小さくなるように制御される。したがっ
て、状態Ｂでの通常状態と撮像動作時とは、絞り２４０の開口状態が異なる。絞り２４０
の開口状態が異なると、被写界深度が異なる。そのため、状態Ｂの通常状態のままだと、
記録用画像を撮像する際の被写界深度を観察することができない。この問題を解消するた
めに、絞込み釦１４０ｋ及びＬＶプレビュー釦１４０ｊを備えた。ユーザは、絞込み釦１
４０ｋ又はＬＶプレビュー釦１４０ｊを押下することにより、記録用画像を撮像する際の
被写界深度を、ライブビュー表示にて観察することができる。それぞれの動作を、以下図
８及び図９を参照して説明する。
【００７２】
　図８は、ライブビューモード時に絞り込み釦１４０ｋを押下したときの動作を説明する
ためのフローチャートである。図８において、マイコン１１０は、当初、ライブビューモ
ードに設定されている。このとき、ミラーボックス１２０の内部は、図５に示す状態Ｂと
なっている。また、マイコン１１０は、絞込み釦１４０ｋが押下されるかどうか監視して
いる（Ｓ８０１）。この状態で、ユーザが絞込み釦１４０ｋを押下すると、マイコン１１
０はそれを検知して、ミラーボックス１２０の状態を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移
行させる（Ｓ８０２）。状態Ａへの移行が完了すると、ＡＥセンサ１３３による計測が可
能となるので、マイコン１１０は、露光量の計測を開始する（Ｓ８０３）。具体的には、
マイコン１１０は、交換レンズ２００に入射し、可動ミラー１２１ａで反射し、焦点板１
２５で拡散され、ＡＥセンサ１３３に入射している光学的信号の光量を、ＡＥセンサ１３
３に計測させる。マイコン１１０は、この計測結果と、現在の絞り２４０の開放状態とに
基づいて、記録用画像を撮像する際の絞り２４０の適正開放量（絞り値）とシャッタスピ
ードとを算出する。マイコン１１０は、算出した絞り値をＣＰＵ２１０に送信する。ＣＰ
Ｕ２１０は、受信した絞り値に基づいて、モータ２４１を制御する。モータ２４１は、Ｃ
ＰＵ２１０の制御に基づいて、絞り２４０を調節する（Ｓ８０４）。この後、マイコン１
１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに戻して、ライブビュー動作を
再開する（Ｓ８０５）。
【００７３】
　なお、図８に示すステップＳ８０２からＳ８０４の間は、ライブビュー表示をすること
はできない。この間は、液晶モニタ１５０に何の画像も表示しない状態としてもよく（こ
の状態をブラックアウト状態という）、カメラ１０の設定情報を表示してもよく、自動露
光制御動作やオートフォーカス動作の現在の状態を示す情報を表示してもよく、直前のラ
イブビューで表示した画像データを表示してもよく、所定の画像データを表示してもよい
。直前のライブビューで表示した画像データを表示するには、マイコン１１０は、常にラ
イブビュー動作で取得した画像データをバッファ１１１に一時的に保存し、バッファ１１
１内の画像データを更新する必要がある。
【００７４】
　また、上記の動作が、ＡＦセンサ１３２を用いたオートフォーカスモードにおいて行わ
れた場合には、ステップＳ８０３及びＳ８０４において、自動露光制御動作と共にオート
フォーカス動作も行うことが可能である。
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【００７５】
　このように、絞り込み釦１４０ｋを設けることにより、記録用画像を撮像した場合には
被写体像がどのような被写界深度になるのかを瞬時に確認できるので、操作性が良い。
【００７６】
　図９は、ライブビューモード時にライブビュープレビュー釦１４０ｊを押下したときの
動作を説明するためのフローチャートである。図９において、ステップＳ９０１～ステッ
プＳ９０５に示す動作は、上述のステップＳ８０１～ステップＳ８０５に示す動作と同様
であるため、説明を省略する。ステップＳ９０５で状態Ａから状態Ｂへの移行が完了する
と、マイコン１１０は、図１０に示すように、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像デ
ータの一部の領域Ｒ２について拡大して表示させる。画面内のどの部分を拡大する領域Ｒ
２とするかは、十字キー１４０ｂ等を操作することによって変更可能である。
【００７７】
　このように、ライブビュープレビュー釦１４０ｊを備えることにより、被写界深度の確
認が必要な場所を瞬時に拡大できるので、被写界深度の確認を容易にすることができる。
【００７８】
　　〔1-2-3  記録用画像の撮像動作〕
　次に、記録用画像を撮像する際の動作を説明する。記録用画像を撮像するには、事前に
、ユーザの意図するようにフォーカスを合わせる必要がある。フォーカスを合わせる方法
には、マニュアルフォーカス方式、シングルフォーカス方式、コンティニュアスフォーカ
ス方式等がある。
【００７９】
　なお、図３に示すフォーカスモード切替スイッチ１４０ｆを操作することによって、マ
ニュアルフォーカスモードとオートフォーカスモードとを互いに切り替えることができる
。また、メニュー釦１４０ａを押下して、メニュー画面を呼び出すことにより、オートフ
ォーカスモードにおいて、シングルフォーカスモードとコンティニュアスフォーカスモー
ドのいずれにするかを選択することができる。
【００８０】
　　〔1-2-3-1  マニュアルフォーカス撮像の動作〕
　マニュアルフォーカス方式は、ユーザによるフォーカスリング２６２の操作に応じてフ
ォーカス状態を変更する方式であり、ユーザの好み通りにフォーカスを設定できる。その
反面、マニュアルフォーカス方式では、ユーザが操作に慣れていないと、フォーカスを合
わせるのに手間がかかってしまうという問題がある。以下、図１１及び図１３を参照して
、光学式ビューファインダを視認しながら撮像する場合と、液晶モニタ１５０を視認しな
がら撮像する場合とに分けて説明する。
【００８１】
　　〔1-2-3-1-1  光学式ビューファインダを用いた撮像動作〕
　図１１は、マニュアルフォーカスモードにおいて、光学式ビューファインダを用いた撮
像の際の動作を説明するためのフローチャートである。
【００８２】
　図１１において、ＯＶＦモードでの撮像の場合、ミラーボックス１２０の内部は、図１
に示す状態Ａとなっている。ユーザは、撮像前に、接眼レンズ１３６を通して被写体像を
確認しながら、フォーカスや構図を合わせる。ユーザは、フォーカスリング２６２を操作
することで、フォーカスを合わせることができる（Ｓ１１０１）。
【００８３】
　マイコン１１０は、ステップＳ１１０１と並行して、レリーズ釦１４１が全押し操作さ
れたかどうかを監視する（Ｓ１１０２）。
【００８４】
　マイコン１１０は、レリーズ釦１４１が全押し操作されたことを検知した場合、ミラー
駆動部１２２及びシャッタ駆動部１２４を制御して、ミラーボックス１２０の内部を状態
Ａから状態Ｂに移行させる（Ｓ１１０３）。
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【００８５】
　次に、マイコン１１０は、ＣＭＯＳセンサ１３０に交換レンズ２００からの光学的信号
を露光し、記録用の記録用画像を撮像させる（Ｓ１１０４）。
【００８６】
　次に、マイコン１１０は、シャッタスピードに対応する時間が経過すると、第２シャッ
タ１２３ｂを閉じるようシャッタ駆動部１２４を制御し、露光を終了させる（状態Ｃ）。
その後、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａに戻すよう制御する（
Ｓ１１０５）。
【００８７】
　マイコン１１０は、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データを受けて、バッファ
１１１に一時的に保存する。このとき保存された画像データは、例えば、ＲＧＢ成分から
構成される画像データである。マイコン１１０は、バッファ１１１に保存された画像デー
タにＹＣ変換処理、リサイズ処理、および圧縮処理等の所定の画像処理を施して、記録用
の画像データを生成する（Ｓ１１０６）。
【００８８】
　マイコン１１０は、最終的には、例えば、Ｅｘｉｆ（Exchangeable image file format
）規格に準拠した画像ファイルを生成する。マイコン１１０は、生成した画像ファイルを
、カードスロット１５３を介して、メモリカード３００に記憶させる（Ｓ１１０７）。
【００８９】
　ここで、マイコン１１０によって最終的に作成される画像ファイルについて説明する。
【００９０】
　図１２は、その画像ファイルの構造を示す模式図である。図１２に示すように、画像フ
ァイルは、ヘッダ部Ｄ１と画像データ部Ｄ２とを含む。画像データ部Ｄ２には、記録用の
画像データが格納される。ヘッダ部Ｄ１は、各種情報格納部Ｄ１１とサムネイル画像Ｄ１
２とを含む。各種情報格納部Ｄ１１は、露出条件、ホワイトバランス条件、および撮像日
時等の撮像条件をはじめとする各種の情報が格納される複数の格納部を備える。それらの
格納部の一つに、ファインダモード情報格納部Ｄ１１１が含まれている。ファインダモー
ド格納部Ｄ１１１は、「ＬＶ」か「ＯＶＦ」のいすれかを情報として格納する。マイコン
１１０は、ライブビューモードが設定されている場合に撮像動作を行うと、その結果生成
される画像ファイルのファインダモード情報格納部Ｄ１１１に、「ＬＶ」情報を格納する
。これに対して、マイコン１１０は、ＯＶＦモードが設定されている場合に撮像動作を行
うと、その結果生成される画像ファイルのファインダモード情報格納部Ｄ１１１に、「Ｏ
ＶＦ」情報を格納する。
【００９１】
　これにより、生成された画像ファイルのヘッダ部Ｄ１を解析することにより、その画像
ファイルに含まれる画像データがライブビューモードで生成されたものなのか、ＯＶＦモ
ードで生成されたものなのかを容易に把握できる。これを利用して、ユーザは、自らの撮
像画像の出来映えとファインダモードとの関係を把握することができる。これによって、
写真撮影技術の向上等に役立てることができる。
【００９２】
　なお、「ＬＶ」又は「ＯＶＦ」を選択して格納する構成としたが、「ＬＶ」及び「ＯＶ
Ｆ」のうちいずれか一方のみを用いて、それを格納するか否かによって、ライブビューモ
ードで撮像したかどうかを判別するようにしてもよい。例えば、ライブビューモードで撮
像した場合は「ＬＶ」情報を格納する一方、ＯＶＦモードで撮像した場合は何の情報も格
納しないようにしてもよい。
【００９３】
　また、ステップＳ１１０４においては、液晶モニタ１５０に様々な表示をさせることが
できる。例えば、ステップＳ１１０４の初期において、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成され
た画像データを、記録用の画像データに先行してマイコン１１０に読み出し、この読み出
した画像データを表示するようにしてもよい。また、液晶モニタ１５０を、ブラックアウ



(17) JP 4437131 B2 2010.3.24

10

20

30

40

50

ト表示にしてもよい。また、全押し操作する前に、バッファ１１１に記憶しておいたライ
ブビュー画像を表示するようにしてもよい。また、カメラ１０の設定情報や動作状態を示
す情報等を表示するようにしてもよい。
【００９４】
　また、ステップＳ１１０３やステップＳ１１０５においても、液晶モニタ１５０に様々
な表示をさせることができる。例えば、液晶モニタ１５０をブラックアウト表示にしても
よい。また、全押し操作する前に、バッファ１１１に記憶しておいたライブビュー画像を
表示するようにしてもよい。また、カメラ１０の設定情報や、動作状態を示す情報等を、
表示するようにしてもよい。
【００９５】
　また、ステップＳ１１０１及びステップＳ１１０２において、ミラーボックス１２０の
内部は状態Ａになっている。そのため、ＡＦセンサ１３２は測距可能な状態である。そこ
で、マイコン１１０は、ＡＦセンサ１３２で測定した測定結果（デフォーカス値等）、又
は測定結果に基づく情報を、液晶モニタ１５０に表示させるよう制御できる。このように
制御することにより、ユーザは、マニュアルフォーカス操作時に、画像だけでなく、液晶
モニタ１５０に表示される情報にも基づいて、フォーカスが合っているかどうかを確認で
きる。そのため、マニュアル操作であっても、確実にフォーカスを調整できる。ＡＦセン
サ１３２で測定した測定結果、又はその測定結果に基づく情報の表示方法としては、数値
による表示、棒グラフによる表示、折れ線グラフによる表示、デフォーカス値の程度を示
す記号による表示等が考えられる。
【００９６】
　　〔1-2-3-1-2  液晶モニタを用いた撮像動作〕
　図１３は、マニュアルフォーカスモードにおいて、液晶モニタ１５０を用いた撮像の際
の動作を説明するためのフローチャートである。
【００９７】
　図１３において、ライブビューモードでの撮像の場合、ミラーボックス１２０の内部は
、図５に示す状態Ｂとなっている。ユーザは、撮像前に、液晶モニタ１５０により被写体
像を確認しながら、フォーカスや構図を合わせる。ユーザは、フォーカスを合わせるため
に、フォーカスリング２６２を操作する（Ｓ１３０１）。
【００９８】
　マイコン１１０は、ステップＳ１３０１と並行して、レリーズ釦１４１が全押し操作さ
れたかどうかを監視する（Ｓ１３０２）。
【００９９】
　マイコン１１０は、レリーズ釦１４１が全押し操作されたことを検知した場合、ミラー
駆動部１２２及びシャッタ駆動部１２４を制御して、ミラーボックス１２０の内部を状態
Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行させる（Ｓ１３０３）。
【０１００】
　このようにミラーボックス１２０の内部を一旦状態Ａにするのは、ＣＭＯＳセンサ１３
０に入射される光学的信号を、一旦シャッタ１２３により遮断して、ＣＭＯＳセンサ１３
０に露光開始の準備をさせるためである。露光開始の準備としては、各画素における不要
な電荷の除去等が挙げられる。
【０１０１】
　その後のステップＳ１３０４～ステップＳ１３０６に示す動作は、図１１におけるステ
ップＳ１１０３～ステップＳ１１０５に示す動作と同様であるため、説明を省略する。
【０１０２】
　露光が終了して、ミラーボックス１２０の内部が状態Ａになると（Ｓ１３０６）、マイ
コン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を再び状態Ｂに戻して、ライブビュー表示を
再開させる（Ｓ１３０７）。
【０１０３】
　マイコン１１０は、ステップＳ１３０７と並行して、画像処理及び記録用画像の記録を
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行う（Ｓ１３０８、Ｓ１３０９）。なお、ステップＳ１３０８及びステップＳ１３０９に
示す動作は、図１１におけるステップＳ１１０６及びステップＳ１１０７に示す動作と同
様であるため、詳細説明を省略する。
【０１０４】
　ステップＳ１３０３～ステップＳ１３０９に示す動作中においては、液晶モニタ１５０
に様々な表示をさせることができる。このことは、図１１のステップＳ１１０３～ステッ
プＳ１１０７に示す動作における場合と同様であるため説明を省略する。
【０１０５】
　さらに、ステップＳ１３０８やステップＳ１３０９においても、ライブビュー表示の他
に、液晶モニタ１５０に様々な表示をさせることができる。
【０１０６】
　上述のように、ステップＳ１３０８やステップＳ１３０９では、ミラーボックス１２０
内部は状態Ｂになっているため、ライブビュー表示可能である。しかし、ステップＳ１３
０８やステップＳ１３０９において、マイコン１１０の制御能力の多くは画像処理や記録
処理に割り当てられる。そのため、ステップＳ１３０８やステップＳ１３０９において、
マイコン１１０には画像処理や記録処理以外に極力負担をかけないようにするのが好まし
い。そこで、ステップＳ１３０８やステップＳ１３０９では、ライブビュー表示をしない
ようにする。これにより、マイコン１１０は、ライブビュー表示のために処理能力を割り
当てる必要がないので、画像処理や記録処理を迅速に行うことができる。
【０１０７】
　ライブビュー表示をしない形態としては、例えば、液晶モニタ１５０をブラックアウト
表示にしてもよい。また、全押し操作する前に、バッファ１１１に記憶しておいたライブ
ビュー画像を表示するようにしてもよい。また、カメラ１０の設定情報や動作状態を示す
情報等を表示するようにしてもよい。
【０１０８】
　また、ステップＳ１３０１及びステップＳ１３０２において、ミラーボックス１２０の
内部は状態Ｂになっている。そのため、マイコン１１０は、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成
された画像データのコントラストの程度を算出可能である。コントラストの程度を算出す
る方法としては、画像データの全面又は所定の範囲内において、画像データの輝度信号の
空間周波数の内、高周波成分を積算する方法等が考えられる。そこで、マイコン１１０は
、算出した画像データのコントラストの程度、又はこれに基づく情報を、ライブビュー表
示に重畳するようにして液晶モニタ１５０に表示させるよう制御できる。このように制御
することにより、ユーザは、マニュアル操作時に画像だけでなく、液晶モニタ１５０に表
示される情報にも基づいて、フォーカスが合っているかどうかを確認できる。そのため、
マニュアル操作であっても確実にフォーカスを調整できる。算出した画像データのコント
ラストの程度、又はこれに基づく情報の表示方法としては、数値による表示、棒グラフに
よる表示、折れ線グラフによる表示、デフォーカス値の程度を示す記号による表示等が考
えられる。
【０１０９】
　　〔1-2-3-2  シングルフォーカス撮像時の動作〕
　シングルフォーカス方式は、レリーズ釦１４１の半押し操作に応じて、オートフォーカ
ス動作を行い、その結果得られたフォーカス状態を維持する方式である。このフォーカス
状態の維持を「フォーカスロック」という。フォーカスロックは、記録用画像の撮像が完
了するか、レリーズ釦１４１の半押し操作が解除されるまで持続する。ユーザは、シング
ルフォーカス方式を選択することによって、一旦フォーカスを合わせたいポイントにフォ
ーカスを合わせた後、構図を調整することによって、好みの画像を撮像できる。以下、図
１４及び図１５を参照して、光学式ビューファインダを用いて撮像する場合の動作と、液
晶モニタ１５０を用いて撮像する場合の動作とを説明する。
【０１１０】
　　〔1-2-3-2-1  光学式ビューファインダを用いた撮像動作〕
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　図１４は、シングルフォーカスモードにおいて、光学式ビューファインダを用いた撮像
の際の動作を説明するためのフローチャートである。
【０１１１】
　図１４において、ＯＶＦモードでの撮像の場合、ミラーボックス１２０の内部は、図１
に示す状態Ａとなっている。ユーザは、撮像前に、接眼レンズ１３６を通して被写体像を
確認しながら、フォーカスや構図を合わせる。マイコン１１０は、ユーザがフォーカスを
合わせるためにレリーズ釦１４１を半押し操作するかどうかを監視する（Ｓ１４０１）。
【０１１２】
　ユーザがレリーズ釦１４１を半押し操作すると、ＡＦセンサ１３２の測定結果に基づく
オートフォーカス動作を開始し、その結果得られたフォーカス状態でロックする（Ｓ１４
０２）。
【０１１３】
　一旦ロックした後も、ユーザは、フォーカスリング２６２を用いてマニュアルフォーカ
ス合わせが可能である（Ｓ１４０３）。
【０１１４】
　ステップＳ１４０３が実行されている間、マイコン１１０は、レリーズ釦１４１が全押
し操作されるかどうかを監視する（Ｓ１４０４）。
【０１１５】
　ステップＳ１４０１～ステップＳ１４０４の間で、レリーズ釦１４１の半押し操作が解
除されると、マイコン１１０は、フォーカスロックを解除し、再びオートフォーカス可能
な状態に戻す。そのため、再度レリーズ釦１４１を半押し操作すると、新たなフォーカス
状態でロックする。
【０１１６】
　以降のステップＳ１４０５～Ｓ１４０９までの動作は、図１１のステップＳ１１０３～
Ｓ１１０７までの動作と同様であるため、説明を省略する。また、ステップＳ１４０５～
Ｓ１４０９において、液晶モニタ１５０に様々な表示をさせることができるのは、図１１
のステップＳ１１０３～Ｓ１１０７における場合と同様であるため、説明を省略する。
【０１１７】
　以上のように、ステップＳ１４０２で一旦ロックした後も、フォーカスリング２６２を
用いたマニュアルフォーカス合わせを可能とすることにより（Ｓ１４０３）、微妙なフォ
ーカス合わせをすることができる。そのため、ユーザの好みに合ったフォーカス状態を設
定できる。
【０１１８】
　なお、自動露光モードが設定されている場合、自動露光制御動作は、ステップＳ１４０
４とステップＳ１４０５との間で行う。すなわち、自動露光制御動作は、レリーズ釦１４
１が全押し操作されてからミラーボックス１２０の内部が状態Ｂになるまでの間に行う。
【０１１９】
　ここで、自動露光制御動作の詳細を説明すると、ＡＥセンサ１３３で測光し、その結果
測定された測光データをマイコン１１０に送信する。マイコン１１０は、取得した測光デ
ータに基づいて絞り値とシャッタスピードとを算出する。マイコン１１０は、算出した絞
り値をＣＰＵ２１０に送信する。また、マイコン１１０は、算出したシャッタスピードと
なるようにシャッタ駆動部１２４及びＣＭＯＳセンサ１３０を制御するよう準備する。Ｃ
ＰＵ２１０は、受信した絞り値に基づいて、モータ２４１を制御する。モータ２４１は、
ＣＰＵ２１０の制御に応じて、絞り２４０の開口サイズを調整する。以上の動作を、レリ
ーズ釦１４１が全押し操作されてからミラーボックス１２０の内部が状態Ｂになるまでの
間に行う。
【０１２０】
　但し、自動露光制御動作を行うタイミングは、上記のタイミングに限らない。例えば、
ステップ１３０２において、オートフォーカス制御とともに、ＡＥセンサ１３３の測定結
果に基づく自動露光制御を行ってもよい。
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【０１２１】
　また、自動露光制御動作は、オートフォーカス制御の終了後に行ってもよい。ＡＦセン
サ１３２で測距する際には、絞り２４０を例えばＦ６．５以上に開放しておく必要がある
。これは、ＡＦセンサ１３２内のラインセンサに十分に被写体像を結像させるためである
。そこで、オートフォーカス制御の終了後に絞り２４０の開口サイズを調整することによ
って、確実にＡＦセンサ１３２での測定を完了できる。
【０１２２】
　また、ＡＦセンサ１３２での測定後、オートフォーカス制御と絞り２４０の開口サイズ
の調整とを並行して行ってもよい。これにより、オートフォーカス動作の終了を待つこと
なく絞り２４０を駆動するので、絞り２４０の設定に要する時間を短縮できる。
【０１２３】
　　〔1-2-3-2-2  液晶モニタを用いた撮像動作〕
　図１５は、シングルフォーカスモードにおいて、液晶モニタ１５０を用いた撮像の際の
動作を説明するためのフローチャートである。
【０１２４】
　図１５において、ライブビューモードでの撮像の場合、ミラーボックス１２０の内部は
、当初、図５に示す状態Ｂとなっている。ユーザは、撮像前に、液晶モニタ１５０を通し
て被写体像を確認しながら、フォーカスや構図を合わせる。マイコン１１０は、ユーザが
フォーカスを合わせるためにレリーズ釦１４１を半押し操作するかどうかを監視する（Ｓ
１５０１）。
【０１２５】
　ユーザによってリーズ釦１４１が半押し操作されると、マイコン１１０は、マイコン１
１０内部のタイマーをスタートさせる（Ｓ１５０２）。
【０１２６】
　マイコン１１０は、ステップＳ１５０２と並行して、ミラーボックス１２０の内部を状
態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行させ（Ｓ１５０３）、ＡＦセンサ１３２の測定結果に
基づくオートフォーカス動作を開始し、その結果得られたフォーカス状態でロックする（
Ｓ１５０４）。Ｓ１５０３でミラーボックス１２０の内部を状態Ａに移行させるのは、Ａ
Ｆセンサ１３２で測距するためである。
【０１２７】
　一旦、フォーカスロックした後も、フォーカスリング２６２を用いたマニュアルフォー
カス合わせは可能である（Ｓ１５０５）。
【０１２８】
　マイコン１１０は、フォーカスリング２６２が操作されている間、レリーズ釦１４１が
全押し操作されるかどうかを監視する（Ｓ１５０６）。
【０１２９】
　マイコン１１０は、レリーズ釦１４１が半押し操作されてから所定の時間が経過する前
に全押し操作されるかどうかを監視する（Ｓ１５０７）。レリーズ釦１４１が半押し操作
されてから所定の時間が経過する前に全押し操作されると、マイコン１１０はステップＳ
１５１２に移行して、すぐに撮像動作を開始する。一方、レリーズ釦１４１が全押し操作
されないまま、半押し操作されてから所定の時間が経過すると、マイコン１１０はステッ
プＳ１５０８に移行する。
【０１３０】
　マイコン１１０は、ステップＳ１５０８において、ミラーボックス１２０の内部を状態
Ａから状態Ｂに移行させる。これにより、カメラ１０はフォーカスロックした状態で被写
体像を液晶モニタ１５０に表示できる。そのため、ユーザは、フォーカスを好みの状態に
保持したまま、液晶モニタ１５０に表示される画像を見て好みの構図を決めることができ
る。
【０１３１】
　次に、マイコン１１０は、レリーズ釦１４１が全押し操作されるかどうかを監視する（
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Ｓ１５１０）。
【０１３２】
　ステップＳ１５１０が実行されている間、ステップＳ１５０４と同様に、フォーカスリ
ング２６２を用いてマニュアルでフォーカス状態を変えることができる（Ｓ１５０９）。
【０１３３】
　ステップＳ１５０１～ステップＳ１５１０の間では、図１４のステップＳ１４０１～ス
テップＳ１４０４と同様に、レリーズ釦１４１の半押し操作が解除されると、マイコン１
１０は、フォーカスロックを解除し、再びオートフォーカス可能な状態に戻す。そのため
、再度レリーズ釦１４１を半押し操作すると、新たなフォーカス状態でロックする。
【０１３４】
　以降のステップＳ１５１１～Ｓ１５１７に示す動作は、図１３のＳ１３０３～Ｓ１３０
９に示す動作と同様であるため、説明を省略する。
【０１３５】
　以上のように、レリーズ釦１４１を半押し操作するだけで、可動ミラー１２１がダウン
して測距した後、ライブビューモードに戻るよう動作する。これにより、レリーズ釦１４
１を半押し操作するという簡単な操作で、ＡＦセンサ１３２を用いたオートフォーカス動
作からライブビュー表示までを容易に行うことができる。そのため、ユーザは、簡単な操
作で、被写体にフォーカスを合わせた状態でのライブビュー表示による構図合わせを行う
ことができる。
【０１３６】
　また、ユーザは、フォーカス状態を決めてから液晶モニタ１５０を見ながら構図を変え
たい場合は、レリーズ釦１４１を半押し操作してから所定時間が経過するまで待てばよい
。一方、半押し操作してから直ぐに全押し操作した場合には、ライブビュー表示をするこ
となく、撮像を開始するので（Ｓ１５０６においてＳ１５０８～Ｓ１５１１をスキップし
ている）、半押し操作から撮像開始までの時間を短縮できる。これは、可動ミラーを不必
要にアップダウンさせることがないからである。そのため、ユーザは、シャッタタイミン
グを逃すことなく、好みの画像を撮像できる。
【０１３７】
　なお、ステップＳ１５１１～Ｓ１５１７において、液晶モニタ１５０に様々な表示をさ
せることができるのは、ステップＳ１１０３～Ｓ１１０７における場合と同様である。
【０１３８】
　また、オートフォーカス動作のとき（Ｓ１５０４）と、撮像動作のとき（Ｓ１５１３）
とは、ライブビューを表示できない。あるいは、短時間の間表示できたとしても、継続的
に表示するのは困難である。これは、オートフォーカス動作のとき（Ｓ１５０４）は、可
動ミラー１２１がダウンしているためである。また、撮像動作のとき（Ｓ１５１３）は、
ＣＭＯＳセンサ１３０が露光中で画像データを出力するのが困難なためである。そこで、
これらのときには、ライブビュー以外の画像を液晶モニタ１５０に表示することが考えら
れるが、その場合、オートフォーカス動作のとき（Ｓ１５０４）と、撮像動作のとき（Ｓ
１５１３）とで、液晶モニタ１３０に表示させる方法又は表示させない方法を異なるもの
とするのが好ましい。液晶モニタ１３０の表示が異なるため、オートフォーカス動作中な
のか撮像動作中なのかを認識しやすくなるからである。これにより、オートフォーカス動
作のときと撮像動作のときとは、共に、可動ミラー１２１がダウンしアップするので、ミ
ラーボックス１２０から発生する音のパターンが似ているため、ユーザが両動作を混同し
やすいという問題を解決できる。表示又は非表示の例は様々なものがある。例えば、オー
トフォーカス動作時には、その直前にバッファ１１１に記憶されている画像データを液晶
モニタ１５０に表示するようにする一方、撮像動作時には液晶モニタ１５０をブラックア
ウト（何も表示させない）にしてもよい。またはその逆でもよい。また、オートフォーカ
ス動作中にはそれを示す情報（例えば「オートフォーカス中です」というメッセージ）を
液晶モニタ１５０に表示させ、撮像動作中にはそれを示す情報（例えば「撮像中です」と
いうメッセージ）を液晶モニタ１５０に表示させてもよい。
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【０１３９】
　また、自動露光制御動作を行うタイミングは、様々に設定できる。この点は、「1-2-3-
2-1  光学式ビューファインダを用いた撮像」で説明したものと同様である。
【０１４０】
　また、上記では、半押し操作から所定時間が経過するかどうかで、ライブビューモード
に復帰するかどうかを決定していたが、これには限らない。例えば、全押し操作がオート
フォーカス動作の完了前か後かにより、ライブビューモードに復帰するかどうかを決定す
るようにしてもよい。すなわち、半押し操作に応じてオートフォーカス動作を開始し、オ
ートフォーカス動作が完了する前に全押し操作された場合、直接記録用画像の撮像動作に
移行する一方、オートフォーカス動作が完了する前に全押し操作されなかった場合、一旦
ライブビューモードに移行し、その後で全押し操作されたとき記録用画像の撮像動作に移
行するようにしてもよい。
【０１４１】
　　〔1-2-3-3  コンティニュアスフォーカス撮像の動作〕
　コンティニュアスフォーカス方式は、レリーズ釦１４１の半押し操作に応じて、オート
フォーカス動作を行うのであるが、半押し操作中は、継続的にオートフォーカス動作を繰
り返して、フォーカス状態を更新する方式である。フォーカス状態の更新は、記録用画像
の撮像が完了するか、レリーズ釦１４１の半押し操作が解除されるまで持続する。ユーザ
は、コンティニュアスフォーカス方式を選択することによって、特定の被写体に繰り返し
フォーカスを合わせることできる。そのため、特に、動く被写体を撮像する際に便利なフ
ォーカス方式である。
【０１４２】
　　〔1-2-3-3-1 光学式ビューファインダを用いた撮像時の動作〕
　図１６は、コンティニュアスフォーカスモードにおいて、光学式ビューファインダを用
いた撮像の際の動作を説明するためのフローチャートである。
【０１４３】
　図１６において、ＯＶＦモードでの撮像の場合、ミラーボックス１２０の内部は、図１
に示す状態Ａとなっている。ユーザは、撮像前に、接眼レンズ１３６を通して被写体像を
確認しながら、フォーカスや構図を合わせる。マイコン１１０は、ユーザがフォーカスを
合わせるためにレリーズ釦１４１を半押し操作するかどうかを監視する（Ｓ１６０１）。
【０１４４】
　ユーザがレリーズ釦１４１を半押し操作すると、ＡＦセンサ１３２の測定結果に基づく
オートフォーカス動作を開始する（Ｓ１６０２）。
【０１４５】
　そして、ユーザがレリーズ釦１４１を半押し操作している間は、ＣＰＵ２１０は、被写
体までの距離に関するＡＦセンサ１３２の測定結果に基づいてフォーカス状態を更新する
。その間、マイコン１１０は、レリーズ釦１４１が全押し操作されるかどうかを監視する
（Ｓ１６０３）。
【０１４６】
　以降のステップＳ１６０４～Ｓ１６０８までの動作は、図１１のステップＳ１１０３～
Ｓ１１０７までの動作と同様であるため、説明を省略する。また、ステップＳ１６０４～
Ｓ１６０８において、液晶モニタ１５０に様々な表示をさせることができるのは、図１１
のステップＳ１１０３～Ｓ１１０７における場合と同様であるため、説明を省略する。
【０１４７】
　なお、ユーザがレリーズ釦１４１を全押し操作する前に、半押し操作が解除されると、
ＣＰＵ２１０はＡＦセンサ１３２の測定結果に基づくオートフォーカス動作を停止する。
【０１４８】
　また、自動露光制御動作を行うタイミングは、様々に設定できる。この点は、「1-2-3-
2-1  光学式ビューファインダを用いた撮像」で説明したものと同様である。
【０１４９】
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　　〔1-2-3-3-2  液晶モニタを用いた撮像動作〕
　図１７は、コンティニュアスフォーカスモードにおいて、液晶モニタ１５０を用いた撮
像の際の動作を説明するためのフローチャートである。本動作において、オートフォーカ
ス動作は、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データを利用する方式のオートフォー
カス動作とＡＦセンサ１３２の測定結果を利用する方式のオートフォーカスとを併用する
。
【０１５０】
　ここで、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データを利用する方式のオートフォー
カス動作としては、例えば、いわゆる山登り方式のオートフォーカス動作が考えられる。
山登り方式のオートフォーカス動作とは、フォーカスレンズ２６０を微小動作させながら
ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データのコントラス値を監視し、そのコントラス
ト値の大きい方向にフォーカスレンズを位置させる方式のオートフォーカス動作である。
【０１５１】
　図１７において、ライブビューモードでの撮像の場合、ミラーボックス１２０の内部は
、当初、図５に示す状態Ｂとなっている。ユーザは、撮像前に、液晶モニタ１５０を通し
て被写体像を確認しながら、フォーカスや構図を合わせる。マイコン１１０は、ユーザが
フォーカスを合わせるためにレリーズ釦１４１を半押し操作するかどうかを監視する（Ｓ
１７０１）。
【０１５２】
　ユーザがレリーズ釦１４１を半押し操作すると、マイコン１１０は、ＣＭＯＳセンサ１
３０で生成される画像データのコントラストに基づくオートフォーカス動作を開始する（
Ｓ１７０２）。
【０１５３】
　ユーザがレリーズ釦１４１を半押し操作している間は、ＣＰＵ２１０は、上記コントラ
ストに基づいてフォーカス状態を更新する。その間、マイコン１１０は、レリーズ釦１４
１が全押し操作されるかどうかを監視する（Ｓ１７０３）。
【０１５４】
　マイコン１１０は、ステップＳ１７０３においてレリーズ釦１４１が全押し操作された
ことを検知すると、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行
させる（Ｓ１７０４）。
【０１５５】
　次に、マイコン１１０は、ＡＦセンサ１３２の測定結果に基づくオートフォーカス動作
を行うよう制御する（Ｓ１７０５）。
【０１５６】
　以降は、撮像動作から記録動作までを行うが（Ｓ１７０６～Ｓ１７１１）、これらの動
作は、図１５のステップＳ１５１２～Ｓ１５１７に示す動作と同様であるため、詳細な説
明は省略する。
【０１５７】
　以上のように、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データに基づくオートフォーカ
ス動作と、ＡＦセンサ１３２の測定結果に基づくオートフォーカス動作とを併用すること
により、可動ミラー１２１が光路内から退避しているときも光路内に進入しているときも
ともに、オートフォーカス動作を行うことができる。
【０１５８】
　また、レリーズ釦１４１の半押し操作中は、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像デ
ータに基づくオートフォーカス動作をすることにより、コンティニュアスフォーカス動作
をしつつライブビューを継続的に液晶モニタ１５０に表示できる。
【０１５９】
　また、全押し操作後、ＡＦセンサ１３２の測定結果に基づくオートフォーカス動作を行
うので、撮像直前により正確にフォーカスを合わせることができる。特に、動きの速い被
写体を撮像する場合、最後のオートフォーカス動作（Ｓ１７０５）から撮像動作（Ｓ１７
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０７）までの時間が短いので、フォーカスを合わせやすい。すなわち、ＣＭＯＳセンサ１
３０で生成された画像データに基づいてコンティニュアスフォーカス動作を行っている状
態において、ＣＭＯＳセンサ１３０での記録用画像の撮像動作に移行する際には、その撮
像動作に移行する前に、可動ミラー１２１を光路内に進入させ、ＡＦセンサ１３２の測定
結果に基づくオートフォーカス動作を行うのである。
【０１６０】
　なお、ユーザがレリーズ釦１４１を全押し操作する前に、半押し操作が解除されると、
ＣＰＵ２１０は上記コントラストに基づくオートフォーカス動作を停止する。
【０１６１】
　また、ステップＳ１７０５において、オートフォーカス動作とともに、ＡＥセンサ１３
３での測光動作を行ってもよい。
【０１６２】
　また、ステップＳ１７０６～Ｓ１７１１において液晶モニタ１５０に様々な表示をさせ
ることができるのは、ステップＳ１１０３～Ｓ１１０７における場合と同様である。
【０１６３】
　　〔1-2-4  ライブビューモードへの移行時のオートフォーカス動作〕
　実施の形態１にかかるカメラ１０は、ＯＶＦモードからライブビューモードへ切り換え
たとき、オートフォーカス動作を行う。図１８は、ライブビューモードへの移行時のオー
トフォーカス動作を示すフローチャートである。
【０１６４】
　図１８において、マイコン１１０は、ＯＶＦモードで動作しているとき、ビューファイ
ンダ切替スイッチ１４０ｅが切り替えられるかどうかを監視する（Ｓ１８０１）。
【０１６５】
　ビューファインダ切替スイッチ１４０ｅがライブビューモードに切り替えられると、マ
イコン１１０は、ＡＦセンサ１３２の測定結果に基づくオートフォーカス動作を行うよう
制御する（Ｓ１８０２）。
【０１６６】
　そのオートフォーカス動作が終了すると、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の
内部を状態Ａから状態Ｂに移行させる（Ｓ１８０３）。そして、マイコン１１０は、ライ
ブビューモードでの動作を開始する。
【０１６７】
　以上のように、ＯＶＦモードからライブビューモードへの切り替え時に、オートフォー
カス動作を行うため、ライブビュー開始直後からフォーカスが被写体に合った状態で、液
晶モニタ１５０で被写体像の観察を開始できる。そのため、ライブビュー切り替え時から
構図の設定までに要する時間を短縮できるので、ユーザにとって操作性がよい。
【０１６８】
　なお、図１８に示すフローでは、オートフォーカス動作（Ｓ１８０２）の後、可動ミラ
ー１２１をアップさせる動作としたが（Ｓ１８０３）、これに限らず、可動ミラー１２１
をアップさせた後オートフォーカス動作を行ってもよい。但し、この場合、オートフォー
カス動作としては、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成した画像データに基づくオートフォーカ
ス動作を行うのが好ましい。このオートフォーカス動作は、可動ミラー１２１をアップさ
せた状態で実行可能だからである。
【０１６９】
　また、ステップＳ１８０２において、オートフォーカス動作とともに、ＡＥセンサ１３
３での測光動作を行ってもよい。
【０１７０】
　また、図１８に示すフローでは、オートフォーカス動作が終了した後、ライブビューモ
ードに移行するとしたが、これに限らず、ＡＦセンサ１３２での測定後、直ぐにライブビ
ューモードに移行してもよい。この場合、ＡＦセンサ１３２での測距工程以降のオートフ
ォーカス動作のうち、少なくとも一部は、ライブビューモード中に動作するようにする。
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これにより、オートフォーカス動作が完了する前にライブビューモードに移行できるので
、ビューファインダ切替スイッチ１４０ｅの切り替えからライブビューモードへの突入ま
での時間を短くできる。そのため、ユーザにとって操作性がよくなる。
【０１７１】
　　〔1-2-5  測距ポイントの表示〕
　実施の形態１にかかるカメラ１０は、オートフォーカス動作のために可動ミラー１２１
を光路内に進入させるとき、又はＣＭＯＳセンサ１３０で記録用画像を撮像する準備のた
めに可動ミラー１２１を光路内に進入させるとき、図１９に示すように、フォーカスを合
わせたポイントを液晶モニタ１５０に表示する。
【０１７２】
　カメラ１０は、オートフォーカス動作中又は記録用画像の撮像動作中は、液晶モニタ１
５０にライブビューを表示できない。あるいは、短時間の間表示できたとしても、継続的
に表示するのは困難である。この点については上述の通りである。このようなときには、
ライブビュー以外の画像を液晶モニタ１５０に表示することが考えられるが、その場合、
現在画面内のどこにフォーカスが合っているのかを確認することが難しい。そこで、オー
トフォーカス動作中又は記録用画像の撮像動作中などのようにライブビュー表示できない
場合には、液晶画面上にどこにフォーカスがあっているのかを表示させる。
【０１７３】
　ＡＦセンサ１３２は、ラインセンサ、結像レンズ、コンデンサレンズ等を含む構成であ
る。図２０は、ＡＦセンサ１３２に含まれるラインセンサ１３２ａ～１３２ｇの配置を示
す模式図である。図２０に示すように、ラインセンサは、８個配置される。そして、ライ
ンセンサ１３２ａとラインセンサ１３２ｂ、ラインセンサ１３２ｃとラインセンサ１３２
ｄ、ラインセンサ１３２ｅとラインセンサ１３２ｆ、及びラインセンサ１３２ｇとライン
センサ１３２ｈの４組によって、デフォーカス量を測定する。
【０１７４】
　デフォーカス量の算出方法は、次の通りである。交換レンズ２００から入射された被写
体像を分割して、各ペアのラインセンサにそれぞれ入射する。そして、各ペア毎にライン
センサ１３２ａ～１３２ｇは、受光した被写体像のデフォーカス量を測定する。
【０１７５】
　その後、マイコン１１０は、ラインセンサ１３２ａ～１３２ｈの各ペアで測定したデフ
ォーカス量のうち最も大きいものを選択する。これは、カメラ１０から最も近い被写体を
選択することを意味する。そして、マイコン１１０は、選択したデフォーカス量をＣＰＵ
２１０に送信するとともに、選択したラインセンサのペアに対応する液晶モニタ１５０の
画面上の位置に、オートフォーカスを合わせるポイントとして選択した旨を示す情報を表
示させる。その後、ＣＰＵ２１０は、受信した距離に関する情報に基づいて、オートフォ
ーカス制御を行う。
【０１７６】
　例えば、マイコン１１０がラインセンサ１３２ａ及び１３２ｂから構成されるペアで測
定されたデフォーカス量が最も大きいと判断した場合、そのペアに対応する液晶モニタ１
５０の画面上の位置に、図１９に示すようなマークＭを表示させる。
【０１７７】
　このマークＭの表示は、可動ミラー１２１を光路内に進入させているときに行えばよい
。また、マークＭは、液晶モニタ１５０がブラックアウトしているときに表示してもよい
。また、可動ミラー１２１を光路内に進入させる前に、バッファ１１１に記憶させておい
た画像データを読み出して表示させ、その画像に上書きするようにマークＭを表示するよ
うにしてもよい。
【０１７８】
　以上のように、可動ミラー１２１を光路内に進入させているときにオートフォーカス動
作をした場合、そのフォーカスを合わせたポイントを示すマークＭを液晶モニタ１５０の
画面上に表示するため、液晶モニタ１５０にライブビュー表示していなくても、どの被写
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体にフォーカスが合っているのかを把握できる。特に、図１５のステップＳ１５０５～ス
テップＳ１５０７では、所定時間経過するまでライブビュー表示できないが、このように
ライブビュー表示できない期間にマークＭを表示させることで、カメラ１０の動作状態を
ユーザに示すことができる。
【０１７９】
　また、可動ミラー１２１を光路内に進入させる前に、バッファ１１１に記憶させておい
た画像データを読み出して表示させ、その画像に上書きするようにオートフォーカスポイ
ントを示すマークＭを表示することにより、どの被写体にフォーカスが合っているのかを
より容易に把握できる。
【０１８０】
　　〔1-2-6  ほこり自動除去の動作〕
　本実施の形態１にかかるカメラ１０は、保護材１３８に付着したほこり等の異物を超音
波振動発生器１３４で除去できる。図２１は、ほこりの自動除去動作を説明するためのフ
ローチャートである。
【０１８１】
　図２１において、マイコン１１０は、異物自動除去動作が開始されるまで、異物除去釦
１４０ｎが操作されるかどうかを監視する（Ｓ２１０１）。
【０１８２】
　ユーザは、カメラ１０の交換レンズ２００を白等の単色の被写体に向けた状態で異物除
去釦１４０ｍを押下する。すると、マイコン１１０は、ライブビューモードが設定されて
いるかどうかを把握する（Ｓ２１０２）。マイコン１１０は、ライブビューモードに既に
設定されている場合は、ステップＳ２１０４に移行する。一方、マイコン１１０は、ＯＶ
Ｆモードに設定されている場合は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに移
行させた後（Ｓ２１０３）、ステップＳ２１０４に移行する。
【０１８３】
　ステップＳ２１０４において、マイコン１１０は、ＣＭＯＳ１４０で生成された画像デ
ータ、またはその画像データに所定の処理を施した画像データを、バッファ１１１に格納
させる。そして、マイコン１１０は、バッファ１１１に格納した画像データを読み出して
、その画像データに異常があるか、それともほぼ均一の画像データであるのかを判断する
（Ｓ２１０５）。この判断は、例えば、画像データの空間的な高周波成分の積算値が所定
値を超える場合に、異常であると判断するようにしてもよい。
【０１８４】
　マイコン１１０は、ステップＳ２１０５において画像データに異常があると判断した場
合には、異物が保護材１３８に異物が付着していると判断し、超音波振動発生器１３４を
起動する（Ｓ２１０６）。超音波振動発生器１３４で発生した振動は、保護材１３８に伝
達し、多くの場合、保護材１３８から離脱する。その結果、異物が光路からずれて画像デ
ータが正常なものとなれば、超音波振動発生器１３４を停止してステップＳ２１０８に移
行する。一方、引き続き画像データが異常であれば、超音波振動発生器１３４の動作を続
ける。
【０１８５】
　ステップＳ２１０８において、マイコン１１０は、異物除去釦１４０ｎが操作される前
にライブビューモードが設定されていたかどうかを判断する（Ｓ２１０８）。ライブビュ
ーモードが設定されていた場合には、マイコン１１０は、そのままの状態で異物除去動作
を終了して、ライブビュー動作を続ける。一方、ＯＶＦモードが設定されていた場合には
、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移
行させ、ＯＶＦモードでの動作に移行し（Ｓ２１０９）、その状態で動作を続ける。
【０１８６】
　以上のように、異物除去釦１４０ｎを押下するという簡単な操作で、ライブビューモー
ドに設定され、そのときの画像データを利用して、保護材１３８に異物が付着しているか
どうかを検知する。これにより、簡単な操作で保護材１３８に付着した異物を除去可能で
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ある。
【０１８７】
　また、撮像した画像に異常があるときだけ超音波振動発生器１３４を起動するようにし
たので、ミラーボックス１２０に余計な負荷を加えることがない。ミラーボックス１２０
は精密な光学機器であるため、光学特性の維持という観点から、できるだけ振動等を加え
ない方がよい。同様に、画像データが正常に戻ると、それを検知して、超音波振動発生器
１３４を停止するようにしたので、ミラーボックス１２０に余計な負荷を加えることがな
く、ミラーボックス１２０の光学特性を良好に維持できる。
【０１８８】
　なお、上記の実施例では、画像データが正常に戻るまで超音波振動発生器１３４を動作
し続けるとしたが、これに限らない。例えば、所定時間内は上記実施例のように画像デー
タが正常になるまで超音波振動発生器１３４を動かす一方、所定時間が経過した場合は、
画像データが異常なままであっても超音波振動発生器１３４を停止させるようにしてもよ
い。これにより、超音波振動発生器１３４を動作し続けることによりミラーボックス１２
０に過度の負担が加わることを防止できる。
【０１８９】
　また、上記の実施例では、超音波振動発生器１３４を動作させた後、画像データが正常
になるかどうかを監視するとしたが、これに限らない。例えば、超音波振動発生器１３４
を動作させた後、画像データが正常になるかどうかを監視せず、所定の時間が経過するこ
とにより、超音波振動発生器１３４の動作を停止するようにしてもよい。
【０１９０】
　　〔1-2-7  ライブビューモードにおけるストロボ撮像〕
　図１において、カメラ１０は、２つの測光方式を実行することができる。その測光方式
は、ＡＥセンサ１３３を用いて測光する方式と、ＣＭＯＳセンサ１３０を用いて測光する
方式である。ＡＥセンサ１３３を用いて測光する方式については、上述した通りである。
一方、ＣＭＯＳセンサ１３０のみを用いて測光する場合には、ＡＥセンサ１３３を省くこ
とができるので、コスト低減を図ることができる。また、ＣＭＯＳセンサ１３０を用いた
場合、ミラーボックス１２０の内部が状態Ｂのときにも測光動作を行うことができる。そ
のため、ライブビュー動作中に測光を行い、絞り２４０を調節することが可能である。こ
のようなＣＭＯＳセンサ１３０を用いた絞り２４０の自動調節は、ライブビュー動作中に
継続的に実行してもよい。
【０１９１】
　ユーザは、メニュー釦１４０ａを押下して、メニュー画面から選択項目を選択すること
により、ストロボ撮像下で、ＡＥセンサ１３３のみを用いた測光を行うか、ＡＥセンサ１
３３とＣＭＯＳセンサ１３０とを併用して測光を行うか、ＣＭＯＳセンサ１３０のみを用
いた測光を行うかを選択可能である。
【０１９２】
　　〔1-2-7-1  ＡＥセンサのみを用いた測光動作〕
　図２２は、ＡＥセンサ１３３のみを用いた場合のストロボ撮像動作を説明するためのフ
ローチャートである。
【０１９３】
　図２２において、マイコン１１０は、当初、ライブビューモードに設定されているとす
る。また、フォーカスは、すでに、マニュアル操作またはオートフォーカス動作によりロ
ックされているものとする。また、ストロボ起動釦１４０ｈがユーザにより押下され、ス
トロボ１３７は予め充電された状態であるとする。また、測光方式は、ユーザによりＡＥ
センサ１３３のみを用いた測光方式に設定されているとする。
【０１９４】
　この状態で、マイコン１１０は、レリーズ釦１４１が全押し操作されるかどうかを監視
する（Ｓ２２０１）。そして、マイコン１１０は、レリーズ釦１４１が全押し操作される
と、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行させる（Ｓ２２
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０２）。
【０１９５】
　すると、交換レンズ２００から入射される光の一部は、可動ミラー１２１ａで反射し、
焦点板１２５で拡散され、その一部がＡＥセンサ１３３に入射する。ＡＥセンサ１３３は
、これを測定する。すなわち、ＡＥセンサ１３３は定常光を測定する（Ｓ２２０３）。そ
して、マイコン１１０は、ＡＥセンサ１３３による定常光での測光結果を取得する。
【０１９６】
　次に、マイコン１３３は、ストロボ１３７を制御して、プリ発光させる。ＡＥセンサ１
３３は、プリ発光期間中に測光する（Ｓ２２０４）。マイコン１１０は、プリ発光期間中
のＡＥセンサ１３３の測光結果を取得する。
【０１９７】
　マイコン１１０は、取得した定常光下での測光結果及びプリ発光下での測光結果に基づ
いて、絞り値およびシャッタスピードを決定する。これらの決定に際しては、定常光下で
の測光結果とプリ発光下での測光結果とを比較して、被写体の照明環境を把握する。例え
ば、被写体が暗い環境下にあるのか、逆光の状態にあるのか等によって、絞り値、シャッ
タスピードを決定する。マイコン１１０は、決定した絞り値をＣＰＵ２１０に送信する。
ＣＰＵ２１０は、受信した絞り値に基づいて絞り２４０を調整する。
【０１９８】
　また、マイコン１１０は、ステップＳ２２０５における絞り値及びシャッタスピードの
決定と並行して、ストロボ１３７による本発光時の発光量を決定する（Ｓ２２０６）。そ
して、マイコン１１０は、決定した本発光量をストロボ１３７に送信する。
【０１９９】
　次に、ストロボ１３７は、受信した本発光量で本発光をする（Ｓ２２０７）。本発光期
間中に、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに移行させ
て（Ｓ２２０８）、撮像動作を開始する（Ｓ２２０９）。撮像動作は、ステップＳ２２０
５で決定したシャッタスピード期間中行われる。
【０２００】
　移行のステップＳ２２１０～ステップＳ２２１３の動作は、上述のステップＳ１３０６
～ステップＳ１３０９に示す動作やステップＳ１４１４～ステップＳ１４１７に示す動作
等と同様であるため、説明を省略する。
【０２０１】
　以上のように、ライブビューモードからミラーボックス１２０の内部を一旦状態Ａにす
ることにより、ＡＥセンサ１３３での測光が可能になる。
【０２０２】
　　〔1-2-7-2  ＡＥセンサとＣＭＯＳセンサとを併用した測光動作〕
　図２３は、ＡＥセンサ１３３とＣＭＯＳセンサ１３０とを用いた場合のストロボ撮像動
作を説明するためのフローチャートである。当初の設定は上記と同様である。すなわち、
マイコン１１０は、ライブビューモードに設定されているとする。フォーカスは、すでに
、マニュアル操作またはオートフォーカス動作によりロックされているものとする。スト
ロボ起動釦１４０ｈがユーザにより押下され、ストロボ１３７は予め充電された状態であ
るとする。測光方式は、ユーザによりＡＥセンサ１３３とＣＭＯＳセンサ１３０とを用い
た測光方式に設定されているとする。
【０２０３】
　図２３において、マイコン１１０は、レリーズ釦１４１が全押し操作されるかどうかを
監視する（Ｓ２３０１）。そして、マイコン１１０は、レリーズ釦１４１が全押し操作さ
れると、ライブビューモードのままＣＭＯＳセンサ１３０に測光させる。したがって、Ｃ
ＭＯＳセンサ１３０は、定常光を測光する（Ｓ２３０２）。そして、マイコン１１０は、
ＣＭＯＳセンサ１３０による定常光での測光結果を取得する。
【０２０４】
　次に、マイコン１３０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態
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Ａに移行させる（Ｓ２３０３）。
【０２０５】
　すると、交換レンズ２００から入射される光の一部は、可動ミラー１２１ａで反射し、
焦点板１２５で拡散され、その一部がＡＥセンサ１３３に入射する。この状態で、マイコ
ン１３３は、ストロボ１３７を制御して、プリ発光させる。ＡＥセンサ１３３は、プリ発
光期間中に測光する（Ｓ２３０４）。マイコン１１０は、プリ発光期間中のＡＥセンサ１
３３の測光結果を取得する。
【０２０６】
　以降のステップＳ２３０５～ステップＳ２３１３に示す動作は、図２２のステップＳ２
２０５～Ｓ２２１３に示す動作と同様であるため、説明を省略する。
【０２０７】
　以上のように、定常光の測光はＣＭＯＳセンサ１３０で行うので、全押し操作後、直ぐ
に定常光の測光が行える。また、プリ発光の測光はＡＥセンサ１３３で行うようにしたた
め、プリ発光の測光を正確に行うことができる。プリ発光の測光を正確に行えるのは、Ａ
Ｅセンサ１３３は、ＣＭＯＳセンサ１３０に比べて、測光対象の光の量の許容範囲が広い
からである。すなわち、ＡＥセンサ１３３は、測光に特化して作製されているため、弱い
光から強い光まで正確に測定できる。これに対して、ＣＭＯＳセンサ１３０は、光量を測
定するためのものではなく、画像データを生成するための素子である。すなわち、ＣＭＯ
Ｓセンサ１３０での測光は、画像データの生成機能に伴う付随的な機能に過ぎないのであ
る。ＣＭＯＳセンサ１３０は、画像データの生成機能が主であって測光機能は副であるた
め、定常光の撮像には適しているが強い光の撮像には適していない。例えば、ＣＭＯＳセ
ンサ１３０は、強い光を入射すると、画像データが飽和して白くなってしまうことが多い
。一方、プリ発光時には、ストロボ１３７が強い光を発し、被写体からの反射光が強い場
合がある。以上から、プリ発光時には、ＣＭＯＳセンサ１３０で測光するよりもＡＦセン
サ１３３で測光する方が、正確な測光データを得られる場合が多いのである。
【０２０８】
　なお、上記実施例では、全押し操作（Ｓ２３０１）の後に、定常光の測光を行うとした
が（Ｓ２３０２）、これには限らない。例えば、全押し操作されるまで、マイコン１１０
は、ＣＭＯＳセンサ１３０を用いて継続的に測光しておき、全押し操作されると、全押し
操作直前に取得した定常光の測光データを、絞り値、シャッタスピード、本発光の発光量
の決定に用いるようにしてもよい。これにより、全押し操作から撮像動作までに要する時
間を短縮できるので、ユーザはシャッタチャンスを逃しにくくなる。また、操作性もよく
なる。
【０２０９】
　　〔1-2-7-3  ＣＭＯＳセンサのみを用いた測光動作〕
　ＣＭＯＳセンサ１３０のみを用いた場合のストロボ撮像動作を図２３を参照して説明す
る。
【０２１０】
　図２３において、ＡＥセンサ１３３とＣＭＯＳセンサ１３０とを用いた場合には、ミラ
ーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行させた後（Ｓ２３０３）
、プリ発光の測光を行う（Ｓ２３０４）。
【０２１１】
　これに対して、ＣＭＯＳセンサ１３０のみを用いた場合、プリ発光の測光を行った後に
（Ｓ２３０４）、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行す
る（Ｓ２３０３）。これにより、定常光の測光もプリ発光の測光もＣＭＯＳセンサ１３０
のみを用いて実行できる。その他の動作は、ＡＥセンサ１３３とＣＭＯＳセンサ１３０と
を用いた場合と同様であるため、説明を省略する。
【０２１２】
　以上のように、プリ発光の測光を待って、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状
態Ｃを経て状態Ａに移行させるようにしたため、ＣＭＯＳセンサ１３０のみを用いて、定
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常光もプリ発光も測光できる。これにより、ＡＥセンサ１３３を省くことができるので、
コスト低減を図ることができる。
【０２１３】
　なお、上記実施例では、全押し操作（Ｓ２３０１）の後に、定常光の測光を行うとした
が（Ｓ２３０２）、これには限らない。例えば、全押し操作されるまで、マイコン１１０
は、ＣＭＯＳセンサ１３０を用いて継続的に測光しておき、全押し操作されると、全押し
操作直前に取得した定常光の測光データを、絞り値、シャッタスピード、本発光の発光量
の決定に用いるようにしてもよい。これにより、全押し操作から撮像動作までに要する時
間を短縮できるので、ユーザはシャッタチャンスを逃しにくくなる。また、操作性もよく
なる。
【０２１４】
　　〔1-2-8  ライブビューモードのリセット動作〕
　ライブビューモードにおいて、外部からカメラ１０に衝撃が加わった場合、第２シャッ
タ１２３ｂの保持状態が解除されて、ミラーボックス１２０の内部が状態Ｂから状態Ｃに
移行する場合がある。そうなると、交換レンズ２００からの光学的信号は、第２シャッタ
１２３ｂで遮断されてしまい、ＣＭＯＳセンサ１３０に届かなくなってしまう。すると、
それまで被写体像をライブビュー表示していた液晶モニタ１５０が、衝撃により何も表示
しなくなってしまうことになる。これを見たユーザは、カメラ１０が故障したものと勘違
いしてしまう場合がある。
【０２１５】
　このような不具合を防止するためには、第２シャッタ１２３ｂの保持状態が解除される
かどうかを監視するためのセンサを設ける構成が考えられる。しかし、そのようなセンサ
を設けると、コストが増加してしまう。そこで、カメラ１０に衝撃が加わると、その衝撃
を検知して、ライブビューモードをリセットするように制御することで、上記不具合を防
止することができる。上記不具合を防止できる理由は、第２シャッタ１２３ｂの保持状態
が解除されることがあるからである。
【０２１６】
　図２４は、衝撃によりライブビューモードをリセットする際の動作を説明するためのフ
ローチャートである。
【０２１７】
　図２４において、マイコン１１０は、当初、ライブビューモードで動作しているものと
する。この状態でマイコン１１０は、カメラ１０に衝撃が加わるかどうかを監視する（Ｓ
２４０１）。衝撃印加の監視動作について、詳細に説明する。
【０２１８】
　図４において、ジャイロセンサ２５２は、継続的に角速度を測定する。ＣＰＵ２１０は
、ジャイロセンサ２５２で測定した角速度を積分して角度を求める。ＣＰＵ２１０は、求
めた角度を、手振れ補正ユニット２５０における手振れ補正制御に用いるとともに、求め
た角度の所定時間当たりの変化量を監視する。そして、ＣＰＵ２１０は、この変化量が所
定値以上に大きくなった場合、マイコン１１０に通知する。これを受けて、マイコン１１
０は、カメラ１０に衝撃が加わったと判断する。
【０２１９】
　図２４において、マイコン１１０は、衝撃を検知すると、ミラーボックス１２０の内部
を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行させる（Ｓ２４０２）。その後、マイコン１１０
は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに移行させて、ライブビューに戻る
。
【０２２０】
　以上のように、カメラ１０に加わる衝撃を検知して、ライブビューモードをリセットす
るようにしたので、衝撃によりライブビュー表示が中断された状態を自動的に回復するこ
とができる。そのため、カメラ１０が故障したものとユーザが勘違いしてしまうことを防
止できる。また、ライブビュー表示が中断した際に、手動でライブビュー表示に回復させ
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る操作をする必要がないので、操作性がよい。
【０２２１】
　また、衝撃を検知するためのセンサとして、手振れ補正用のジャイロセンサ２５２を兼
用したので、特別に衝撃検出用のセンサを設ける必要がなく、コストダウン、および機器
の小型化が可能になる。
【０２２２】
　なお、本実施例では、衝撃を検知するために、ＣＰＵ２１０が角度の所定時間当たりの
変化量を監視するとしたが、これに限らない。例えば、ＣＰＵ２１０は、ジャイロセンサ
２５２からの角速度情報を直接監視するようにしてもよい。このように監視する理由は、
角速度が大きい場合は衝撃が加わったものと判断できるからである。
【０２２３】
　また、本実施例では、衝撃を検知するためのセンサとして、手振れ補正用のジャイロセ
ンサ２５２を兼用したが、これには限らない。例えば、衝撃用のセンサを設けてもよい。
【０２２４】
　（実施の形態２）
　実施の形態１にかかるカメラ１０は、ビューファインダ切替スイッチ１４０ｅをマニュ
アル操作することにより、ＯＶＦモードからライブビューモードに切り替えることとした
。しかし、常にマニュアル操作をしなければライブビューモードに切り替えられないとす
ると、不便である。特に、ライブビューモードに切り替える必要性が高い場合に、自動的
にライブビューモードに切り替えられれば、ユーザの操作性を向上できる。そこで、実施
の形態２では、各種のイベントに応じて、自動的にライブビューモードに切り替えること
ができるカメラを実現している。
【０２２５】
　なお、実施の形態２にかかるカメラ１０の構成は、実施の形態１にかかるカメラ１０の
構成と同様であるため、説明を省略する。
【０２２６】
　　〔2-1  絞り調整によりライブビューモードに移行する動作〕
　前述の実施の形態１では、ライブビューモードにおいて記録用画像の撮像時の被写界深
度を観察するために、絞込み釦１４０ｋ及びＬＶプレビュー釦１４０ｊを設けた。これに
より、瞬時に記録用画像の撮像時の被写体像について、その被写界深度を液晶モニタ１３
０を用いて観察できるので、操作性が良い。しかし、実施の形態１では、絞込み釦１４０
ｋ及びＬＶプレビュー釦１４０ｊが有効となるのは、マイコン１１０がライブビューモー
ドに設定されているときである。そのため、ＯＶＦモードにおいて記録用画像の撮像時の
被写界深度を観察するには、一旦手動でライブビューモードに切り替えた後、絞込み釦１
４０ｋ又はＬＶプレビュー釦１４０ｊを押下する必要があった。実施の形態２に示すカメ
ラ１０は、この問題を解決するものである。
【０２２７】
　図２５は、ＯＶＦモード時にＬＶプレビュー釦１４０ｊを押下したときの動作を説明す
るためのフローチャートである。
【０２２８】
　図２５において、マイコン１１０は、当初、ＯＶＦモードに設定されている。このとき
、ミラーボックス１２０の内部は、図１に示す状態Ａとなっている。また、マイコン１１
０は、ＬＶプレビュー釦１４０ｊが押下されるかどうか監視している（Ｓ２５０１）。
【０２２９】
　この状態で、ユーザがＬＶプレビュー釦１４０ｊを押下すると、マイコン１１０はそれ
を検知して、ＡＥセンサ１３３を用いて露光量の計測を開始する（Ｓ２５０２）。
【０２３０】
　マイコン１１０は、この計測結果をＣＰＵ２１０に送信する。ＣＰＵ２１０は、受信し
た計測結果と、現在の絞り２４０の開放状態とに基づいて記録用画像の撮像時の絞り２４
０の適正開放量を算出する。そして、ＣＰＵ２１０は、その算出結果に基づいて、モータ
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２４１を制御する。モータ２４１は、ＣＰＵ２１０の制御に基づいて、絞り２４０を調節
する（Ｓ２５０３）。
【０２３１】
　次に、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに移行させ
る（Ｓ２５０４）。
【０２３２】
　次に、マイコン１１０は、図１０に示すように、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画
像データの一部の領域Ｒ２について、拡大して表示させる（Ｓ２５０５）。画面内のどの
部分を拡大領域Ｒ２とするかは、十字キー１４０ｂ等を操作することによって変更可能で
ある。
【０２３３】
　次に、マイコン１１０は、ライブビュー動作を続ける（Ｓ２５０６）。
【０２３４】
　マイコン１１０は、ライブビュー動作での動作中、ＬＶプレビュー釦１４０ｊが再び押
下されるかどうかを監視する（Ｓ２５０７）。
【０２３５】
　ＬＶプレビュー釦１４０ｊが再び押下されると、マイコン１１０は、ＣＰＵ２１０に絞
り２４０を開放させる（Ｓ２５０８）。
【０２３６】
　次に、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態
Ａに移行させる（Ｓ２５０９）。これにより、最初にＬＶプレビュー釦１４０ｊを押下す
る前の状態にカメラ１０を戻すことができる。
【０２３７】
　以上のように、カメラ１０がＯＶＦ動作中であっても、ＬＶプレビュー釦１４０ｊの操
作という簡単な操作により、カメラ１０をライブビューモードに移行して、記録用画像の
被写界深度を撮像前にライブビュー表示にて容易に確認できる。
【０２３８】
　なお、本実施の形態２では、ＯＶＦモード時にＬＶプレビュー釦１４０ｊを押下する場
合を説明したが、ＯＶＦモード時に絞込み釦１４０ｋを押下する場合も同様である。但し
、ＬＶプレビュー釦１４０ｊを押下する場合は、上述のように画像データの一部の領域Ｒ
２について拡大して表示するが、絞込み釦１４０ｋを押下する場合は、そのような拡大表
示をしない点で異なる。
【０２３９】
　　〔2-2  リモコン操作によりライブビューモードに移行動作〕
　図２に示すように、リモコン受信部１５５は、リモートコントローラ（図示省略）から
の制御信号を受信可能である。リモートコントローラ（図示省略）からの制御信号を受信
する場合、ユーザはカメラ１０から離れたところで操作をしている場合が多い。このとき
、被写体像を光学式ビューファインダを用いて観察するのでは不便であるため、ユーザは
、リモートコントローラ（図示省略）を用いて操作する場合、ビューファインダ切替スイ
ッチ１４０ｅを用いてライブビューモードに切り替える場合が多い。しかし、リモートコ
ントローラ（図示省略）で操作する際、手動でライブビューモードに切り替えるのでは不
便である。そこで、実施の形態２にかかるカメラ１０では、リモコン受信部１５５がリモ
ートコントローラからの制御信号を受信すると、マイコン１１０はライブビューモードに
移行する。
【０２４０】
　図２６は、リモコン操作によりライブビューモードに移行する際の動作を説明するため
のフローチャートである。
【０２４１】
　図２６において、マイコン１１０は、当初、ＯＶＦモードに設定されている。このとき
、ミラーボックス１２０の内部は、図１に示す状態Ａとなっている。また、マイコン１１
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０は、リモコン受信部１５５がリモートコントローラ（図示省略）からの制御信号を受信
するかどうかを監視している（Ｓ２６０１）。
【０２４２】
　この状態で、リモコン受信部１５５がリモートコントローラ（図示省略）からの制御信
号を受信すると、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに
移行させる（Ｓ２６０２）。
【０２４３】
　この後、マイコン１１０は、ライブビュー動作を続ける（Ｓ２６０３）。
【０２４４】
　マイコン１１０は、ライブビュー動作での動作中、カメラボディ１００の操作部１４０
やレリーズ釦１４１等が操作されるかどうかを監視する（Ｓ２６０４）。
【０２４５】
　ユーザがこれらのうちいずれかを操作すると、マイコン１１０は、ミラーボックス１２
０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行させる（Ｓ２６０５）。これにより、最
初にリモートコントローラの制御信号を受信する前の状態にカメラ１０を戻すことができ
る。
【０２４６】
　以上のように、カメラ１０がＯＶＦ動作中であっても、リモートコントローラの操作に
応じて、カメラ１０をライブビューモードに移行することができる。これにより、ライブ
ビューモードに手動で切り替える手間が省け、操作性が向上する。
【０２４７】
　なお、リモコン受信部１５５は、カメラボディ１００の前面と背面に設けるようにして
もよい。この場合、ＯＶＦモードにおいて、前面のリモコン受信部１５５で制御信号を受
けた場合、ライブビューモードに移行しない一方、背面のリモコン受信部１５５で制御信
号を受けた場合、ライブビューモードに移行するようにしてもよい。カメラボディ１００
の前面に配されているリモコン受信部１５５で制御信号を受ける場合には、ユーザはカメ
ラ１０の前方に位置し、液晶モニタ１５０を観察していない場合が多い。一方、カメラボ
ディ１００の背面に配されているリモコン受信部１５５で制御信号を受ける場合には、ユ
ーザはカメラ１０の後方に位置し、液晶モニタ１５０を観察している場合が多い。そのた
め、上記のように動作させると、液晶モニタ１５０を見ていない場合に余分な電力を液晶
モニタ１５０等で消費することがなくなり、低消費電力化を図ることができる。
【０２４８】
　　〔2-3  三脚の固定によりライブビューモードに移行動作〕
　図２に示すように、カメラボディ１００は、三脚固定部１４７を介して三脚（図示省略
）に固定可能である。三脚（図示省略）に固定して撮影をする場合は、光学式ビューファ
インダを用いて撮像をするより、画面サイズが大きい電子ビューファインダ（液晶モニタ
１５０）を用いて撮像した方が画像を把握しやすい。しかし、三脚に固定する際、手動で
ライブビューモードに切り替えるのでは不便である。そこで、実施の形態２にかかるカメ
ラ１０では、三脚が三脚固定部１４７に固定されると、マイコン１１０はライブビューモ
ードに移行する。
【０２４９】
　図２７は、三脚の固定によりライブビューモードに移行する際の動作を説明するための
フローチャートである。
【０２５０】
　図２７において、マイコン１１０は、当初、ＯＶＦモードに設定されている。このとき
、ミラーボックス１２０の内部は、図１に示す状態Ａとなっている。また、マイコン１１
０は、接点１４８が、三脚が三脚固定部１４７に固定されたことを示す情報を送信してく
るかどうかを監視している（Ｓ２７０１）。この状態で、接点１４８が三脚の固定を検知
すると、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに移行させ
る（Ｓ２７０２）。この後、マイコン１１０は、ライブビュー動作を続ける（Ｓ２７０３
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）。
【０２５１】
　マイコン１１０は、ライブビュー動作での動作中、接点１４８が、三脚が離脱されたこ
とを示す情報を送信してくるかどうかを監視する（Ｓ２７０４）。接点１４８が三脚の離
脱を検知すると、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを
経て状態Ａに移行させる（Ｓ２７０５）。これにより、三脚に固定する前の状態にカメラ
１０を戻すことができる。
【０２５２】
　以上のように、カメラ１０がＯＶＦ動作中であっても、三脚の固定に応じて、カメラ１
０をライブビューモードに移行することができる。これにより、ライブビューモードに手
動で切り替える手間が省け、操作性が向上する。
【０２５３】
　なお、上記では、カメラ１０を三脚に固定した後、ライブビューモードに移行するとし
たが、ライブビューへの移行と併せてオートフォーカス動作を行うようにしてもよい。こ
のオートフォーカス動作は、ＡＦセンサ１３２を用いた位相差検知方式でもよく、ＣＭＯ
Ｓセンサ１３０を用いたコントラスト方式でもよい。これにより、三脚を用いて撮像する
際に、素早く被写体にフォーカスを合わせることができる。
【０２５４】
　また、オートフォーカス動作は、三脚への固定の直後でもよく、三脚への固定から所定
時間経過後でもよい。所定時間経過後にオートフォーカス動作をすることにより、カメラ
１０が確実に静止した後、被写体にフォーカスを合わせることができる。そのため、フォ
ーカス合わせ中にカメラ１０が動いてしまい、再度フォーカス合わせを行う必要が生じる
ということを防止できる。
【０２５５】
　また、カメラ１０を三脚に固定しＯＶＦモードで動作している状態において、ライブビ
ューモードに設定すると、一旦オートフォーカス動作をし、その後ライブビューモードに
移行するとしてもよい。これにより、三脚を用いて撮像する際に素早く被写体にフォーカ
スを合わせることができる。
【０２５６】
　また、上記では、三脚に固定したときにライブビューモードに移行するとしたが、これ
とは違って、ジャイロセンサ２５２の検出結果に応じて、ライブビューモードに移行する
としてもよい。ジャイロセンサ２５２の出力が小さく、カメラ１０が静止していると判断
できる場合に、ライブビューモードに移行するのである。カメラ１０が静止していると判
断できる場合には、カメラ１０を手持ちにしているのではなく、動かない場所に置いてい
る場合が多い。このように手持ちでない場合には、ＯＶＦモードで被写体を観察するより
、ライブビューモードで被写体を観察する方が楽である。そのため、カメラ１０が静止し
ていると判断できる場合にライブビューモードに移行する。これにより、ライブビューモ
ードに手動で切り替える手間が省け、操作性が向上する。なお、ジャイロセンサ２５２は
、本発明のぶれ検出部の一例である。
【０２５７】
　この場合においても、ライブビューへの移行と併せてオートフォーカス動作を行うよう
にしてもよい。これにより、カメラ１０を静止させた際に素早く被写体にフォーカスを合
わせることができる。
【０２５８】
　また、オートフォーカス動作は、カメラ１０が静止したと判断した直後でもよく、その
判断から所定時間経過後でもよい。所定時間経過後にオートフォーカス動作をすることに
より、カメラが確実に静止した後、被写体にフォーカスを合わせることができる。そのた
め、フォーカス合わせ中にカメラ１０が動いてしまい、再度フォーカス合わせを行う必要
が生じるということを防止できる。
【０２５９】
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　また、カメラ１０を静止させＯＶＦモードで動作している状態において、ライブビュー
モードに設定すると、一旦オートフォーカス動作をし、その後ライブビューモードに移行
するとしてもよい。これにより、カメラ１０を静止させて撮像する際に素早く被写体にフ
ォーカスを合わせることができる。
【０２６０】
　　〔2-4  液晶モニタの回転操作によりライブビューモードに移行する動作〕
　液晶モニタ１５０は、上述したように、回転操作可能である。ユーザは、液晶モニタ１
５０を回転操作する場合、液晶モニタ１５０に表示される被写体像を観察する場合が多い
。しかし、液晶モニタ１５０を回転操作する際、手動でライブビューモードに切り替える
のでは不便である。そこで、実施の形態２にかかるカメラ１０では、液晶モニタ１５０が
回転操作されると、マイコン１１０はライブビューモードに移行する。
【０２６１】
　図２８は、液晶モニタ１５０の回転操作によりライブビューモードに移行する際の動作
を説明するためのフローチャートである。
【０２６２】
　図２８において、マイコン１１０は、当初、ＯＶＦモードに設定されている。また、液
晶モニタ１５０は、液晶画面をカメラボディ１００の背面に向けて収納されているか、液
晶画面の反対面をカメラボディ１００の背面に向けて収納されている。このとき、ミラー
ボックス１２０の内部は、図１に示す状態Ａとなっている。また、マイコン１１０は、接
点１５１が液晶モニタ１５０の回転操作を検知するかどうかを監視している（Ｓ２８０１
）。この状態で、接点１５１が液晶モニタ１５０の回転操作を検知すると、マイコン１１
０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに移行させる（Ｓ２８０２）。こ
の後、マイコン１１０は、ライブビュー動作を続ける（Ｓ２８０３）。
【０２６３】
　マイコン１１０は、ライブビュー動作での動作中、液晶モニタ１５０が元の状態に収納
されるかどうかを監視する（Ｓ２８０４）。液晶モニタ１５０が元の状態に収納されると
、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移
行させる（Ｓ２８０５）。これにより、液晶モニタ１５０が回転操作される前の状態にカ
メラ１０を戻すことができる。
【０２６４】
　以上のように、カメラ１０がＯＶＦ動作中であっても、液晶モニタ１５０の回転操作に
応じて、カメラ１０をライブビューモードに移行することができる。これにより、ライブ
ビューモードに手動で切り替える手間が省け、操作性が向上する。
【０２６５】
　　〔2-5  外部端子の接続によりライブビューモードに移行する動作〕
　カメラ１０は、上述したように、外部端子１５２に外部装置（図示省略）からの端子を
接続することにより、ライブビュー表示されている画像を出力可能である。ライブビュー
表示を外部装置に出力する場合、ＣＭＯＳセンサ１３０に被写体像を結像する必要がある
。すなわち、被写体像をＣＭＯＳセンサ１３０で画像データに変換する必要があるからで
ある。しかし、ライブビュー表示を外部装置に出力する際、手動でライブビューモードに
切り替えるのでは不便である。そこで、実施の形態２にかかるカメラ１０では、外部端子
１５２に外部装置（図示省略）からの端子が接続されると、マイコン１１０はライブビュ
ーモードに移行する。
【０２６６】
　図２９は、外部端子の接続によりライブビューモードに移行する際の動作を説明するた
めのフローチャートである。
【０２６７】
　図２９において、マイコン１１０は、当初、ＯＶＦモードに設定されている。このとき
、ミラーボックス１２０の内部は、図１に示す状態Ａとなっている。また、マイコン１１
０は、外部端子１５２と外部装置に接続されている端子とが接続されるかどうかを監視し
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ている（Ｓ２９０１）。この状態で、外部端子１５２と外部装置に接続されている端子と
が接続されると、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに
移行させる（Ｓ２９０２）。この後、マイコン１１０は、ライブビュー表示を外部端子１
５２を介して外部装置に出力する（Ｓ２９０３）。
【０２６８】
　マイコン１１０は、ライブビュー表示を外部装置に出力中、外部端子１５２から外部装
置の端子が抜かれたかどうかを監視している（Ｓ２９０４）。外部端子１５２から外部装
置の端子が抜かれると、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状
態Ｃを経て状態Ａに移行させる（Ｓ２９０５）。これにより、カメラ１０の状態を、外部
装置の端子が外部端子１５２に接続される前の状態に戻すことができる。
【０２６９】
　以上のように、カメラ１０がＯＶＦ動作中であっても、外部端子１５２に外部装置が接
続されているか否かに応じて、カメラ１０をライブビューモードに移行することができる
。これにより、ライブビューモードに手動で切り替える手間が省け、操作性が向上する。
【０２７０】
　なお、ステップＳ２９０３において、ライブビュー表示を外部装置に出力するとともに
、液晶モニタ１５０にも表示させるようにしてもよい。また、ライブビュー表示を、外部
装置に出力する一方、液晶モニタ１５０には表示させないようにしてもよい。
【０２７１】
　　〔2-6  ４：３以外のアスペクト比設定によりライブビューモードに移行する動作〕
　光学式ビューファインダのアスペクト比は、固定的に設定されている。したがって、そ
の設定アスペクト比以外の構図を有する画像は、全体を表示できなかったり、表示できた
としても画像が小さくなって見えにくかったりする。したがって、光学式ビューファイン
ダのアスペクト比以外の構図を有する画像は、電子ビューファインダで観察する方が見や
すい。しかし、光学式ビューファインダのアスペクト比以外の構図を有する画像を表示す
る際、手動でライブビューモードに切り替えるのでは不便である。そこで、実施の形態２
にかかるカメラ１０は、表示アスペクト比が前記光学式ビューファインダのアスペクト比
以外になるように設定された場合には、自動的にライブビューモードに移行する。
【０２７２】
　図３０は、アスペクト比の設定によりライブビューモードに移行する際の動作を説明す
るためのフローチャートである。
【０２７３】
　図３０において、マイコン１１０は、当初、ＯＶＦモードに設定されている。このとき
、ミラーボックス１２０の内部は、図１に示す状態Ａとなっている。光学式ビューファイ
ンダに表示される画像の構図は４：３に設定されている。また、マイコン１１０は、アス
ペクト比が４：３以外に設定されるかどうかを監視している（Ｓ３００１）。この状態で
、ユーザがメニュー釦１４０ａ等を操作して、表示画像の構図を４：３以外の構図（例え
ば１６：９の構図）に設定すると、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状
態Ａから状態Ｂに移行させる（Ｓ３００２）。この後、マイコン１１０は、設定された構
図で、ライブビュー表示を液晶モニタ１５０に表示させる（Ｓ３００３）。
【０２７４】
　マイコン１１０は、ライブビューモードで動作中、アスペクト比が再び４：３に設定さ
れるかどうかを監視する（Ｓ３００４）。ユーザがメニュー釦１４０ａ等を操作して表示
画像の構図を再び４：３の構図に設定すると、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０
の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行させる（Ｓ３００５）。これにより、カメ
ラ１０を、構図のアスペクト比が変更される前の状態に戻すことができる。
【０２７５】
　以上のように、カメラ１０がＯＶＦ動作中であっても、構図のアスペクト比の変更に応
じてカメラ１０をライブビューモードに移行することができる。これにより、ライブビュ
ーモードに手動で切り替える手間が省け、操作性が向上する。



(37) JP 4437131 B2 2010.3.24

10

20

30

40

50

【０２７６】
　　〔2-7  絞りリングの操作によりライブビューモードに移行する動作〕
　実施の形態１では、絞りの微調整を行うために、絞りリング２４２を備えた。ところで
、絞りリング２４２で絞りを調整する際に、画面の一部を拡大表示させて観察することが
できれば、被写体深度を観察しやすいため好ましい。しかし、光学式ビューファインダを
用いて観察していたのでは、画面の一部を拡大表示させることはできない。そこで、絞り
リング２４２を操作すると、それに伴い、ライブビューモードに移行するとともに画面の
一部を拡大表示する。
【０２７７】
　図３１は、絞りリング２４２の操作によりライブビューモードに移行する際の動作を説
明するためのフローチャートである。
【０２７８】
　図３１において、マイコン１１０は、当初、ＯＶＦモードに設定されている。このとき
、ミラーボックス１２０の内部は、図１に示す状態Ａとなっている。また、マイコン１１
０は、絞りリング２４２が操作されるかどうかを監視している（Ｓ３１０１）。この状態
で、ユーザが絞りリング２４２を操作すると、ＣＰＵ２１０は、絞りリング２４２の操作
を検知して、マイコン１１０にその旨を送信する。マイコン１１０は、これを受けて、ミ
ラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに移行させる（Ｓ３１０２）。そして、マ
イコン１１０は、図１０に示すように、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データの
一部の領域Ｒ２を、拡大して表示させる（Ｓ３１０３）。なお、画面内のどの部分を拡大
領域Ｒ２とするかは、十字キー１４０ｂ等を操作することによって変更可能である。この
後、マイコン１１０は、ライブビューモードで動作を続ける。
【０２７９】
　以上のように、カメラ１０がＯＶＦ動作中であっても、絞りリング２４２の操作に応じ
てカメラ１０をライブビューモードに移行することができる。これにより、ライブビュー
モードに手動で切り替える手間が省け、操作性が向上する。また、被写界深度の確認が必
要な場所を瞬時に拡大できるので、被写界深度の確認を容易にすることができる。
【０２８０】
　（実施の形態３）
　前述の実施の形態１にかかるカメラ１０は、ビューファインダ切替スイッチ１４０ｅを
マニュアル操作することにより、ライブビューモードを抜けてＯＶＦモードに切り替える
こととした。しかし、常にマニュアル操作をしなければライブビューモードから抜けるこ
とができない構成にすると、不便である。特に、ライブビューモードから抜ける必要性の
高い場合に、自動的にライブビューモードから抜けることができれば、ユーザの操作性を
向上できる。そこで、実施の形態３におけるカメラは、各種のイベントに応じて、自動的
にライブビューモードから抜けるように構成されている。
【０２８１】
　なお、実施の形態３にかかるカメラ１０の構成は、実施の形態１にかかるカメラ１０の
構成と同様であるため、説明を省略する。
【０２８２】
　　〔3-1  メニュー釦操作によりライブビューモードを解除する動作〕
　前述の実施の形態１では、ライブビューモードにおいてメニュー釦１４０ａが操作され
ると、ライブビュー表示にメニュー画面を重畳する構成としたが、このような表示の方法
ではライブビュー表示又はメニュー画面が見にくい。そこで、実施の形態３にかかるカメ
ラ１０は、メニュー釦１４０ａが押下されると、リアルタイム画像は光学式ビューファイ
ンダに表示させ、メニュー画面を液晶モニタ１５０に表示させる。
【０２８３】
　図３２は、メニュー釦１４０ａの操作によりライブビューモードを解除する際の動作を
説明するためのフローチャートである。
【０２８４】
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　図３２において、マイコン１１０は、当初、ライブビューモードに設定されている。こ
のとき、ミラーボックス１２０の内部は、図５に示す状態Ｂとなっている。また、マイコ
ン１１０は、メニュー釦１４０ａが操作されたかどうかを監視している（Ｓ３２０１）。
この状態で、ユーザがメニュー釦１４０ａを操作すると、マイコン１１０は、ミラーボッ
クス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行させる（Ｓ３２０２）。これに
より、可動ミラー１２１ａは、交換レンズ２００から入力される光学的信号を光学式ビュ
ーファインダに導く（Ｓ３２０３）。これにより、ユーザは、接眼レンズ１３６を通じて
被写体像を観察可能である。
【０２８５】
　マイコン１１０は、ステップＳ３２０３の処理と並行して、液晶モニタ１５０に各種設
定のためのメニュー画面を表示させる（Ｓ３２０４）。この状態で、ユーザは、液晶モニ
タ１５０に表示されたメニュー画面を利用して、各種設定を行うことができる一方、光学
式ビューファインダを用いてリアルタイムの画像を観察できる。
【０２８６】
　マイコン１１０は、ＯＶＦモードで動作中、再びメニュー釦１４０ａが押下されるかど
うかを監視する（Ｓ３２０５）。ユーザがメニュー釦１４０ａを再び押下すると、マイコ
ン１１０は、液晶モニタ１５０によるメニュー画面の表示を終了させるとともに、ミラー
ボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに移行させる（Ｓ３２０６）。これにより、カ
メラ１０を、メニュー画面表示前の状態に戻すことができる。
【０２８７】
　以上のように、カメラ１０がライブビューモード中であっても、メニュー釦１４０ａの
操作に応じてライブビューモードを自動的に抜けることができる。これにより、ＯＶＦモ
ードに手動で切り替える手間が省け、操作性が向上する。
【０２８８】
　　〔3-2  電源ＯＦＦ操作に応じてライブビューモードを解除する動作〕
　カメラ１０は、ライブビューモードで電源が切れると、可動ミラー１２１がアップした
状態のまま放置されることになる。この状態では、カメラ１０を通して被写体像を観察す
ることはできない。なぜなら、可動ミラー１２１がアップしているため、光学式ビューフ
ァインダに被写体像を導くことができず、また、液晶モニタ１５０が通電していないため
被写体像を表示できないからである。一方、カメラ１０の電源がＯＦＦの状態でも、光学
式ビューファインダで被写体像を観察できれば便利である。そこで、本構成では、カメラ
１０の電源を切る前に、ライブビューモードからＯＶＦモードに移行しておく構成とした
。そうすれば、カメラ１０の電源がＯＦＦの状態であっても、可動ミラー１２１はダウン
しているため、光学式ビューファインダで被写体像を観察できる。
【０２８９】
　しかし、手動でＯＶＦモードに切り替えるのは手間である。そこで、本構成のカメラ１
０は、ライブビューモードが設定されている状態において、電源スイッチ１４２が自装置
の電源を切る方向に操作されると、ライブビューモードから抜けて可動ミラー１２１を撮
像光学系の光路内に進入させるように構成されている。
【０２９０】
　図３３は、電源ＯＦＦ操作によりライブビューモードを解除する際の動作を説明するた
めのフローチャートである。
【０２９１】
　図３３において、マイコン１１０は、当初、ライブビューモードに設定されている。こ
のとき、ミラーボックス１２０の内部は、図５に示す状態Ｂとなっている。また、マイコ
ン１１０は、電源スイッチ１４２がＯＦＦの方向に操作されたかどうかを監視している（
Ｓ３３０１）。この状態で、ユーザが電源スイッチ１４２をＯＦＦの方向に操作すると、
マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行
させる（Ｓ３３０２）。そして、ミラーボックス１２０が状態Ａになると、電源コントロ
ーラ１４６は、カメラ１０の各部位への電源供給を停止する（Ｓ３３０３）。
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【０２９２】
　以上のように、カメラ１０は、電源がＯＦＦにされる前に、ＯＶＦモードに移行して可
動ミラー１２１をダウンさせるので、その後、電源ＯＦＦ状態になっても、光学式ビュー
ファインダで被写体像を観察できる。また、手動でＯＶＦモードに切り替える必要がない
ので、操作性がよくなる。
【０２９３】
　なお、カメラ１０の電源がＯＦＦにされた後、再び電源をＯＮにした場合、マイコン１
１０が電源ＯＦＦ前の状態を覚えていて、その状態に復帰するようにしてもよい。具体的
には、ライブビューモードでカメラ１０の電源を切ると、ＯＶＦモードに移行した後に実
際に電源がＯＦＦになる。その後、再びカメラ１０の電源が投入されると、マイコン１１
０はライブビューモードに設定された後、動作を続ける。これにより、電源を切る前の状
態に自動的に復帰するので、ユーザにとって便利である。
【０２９４】
　また、上記実施例では、ユーザが電源スイッチ１４２を用いて電源を切る場合について
述べたが、同様の動作はスリープ機能についても適用可能である。すなわち、カメラ１０
が、所定時間以上操作されない状態が続いた場合、電源コントローラ１４６は、電源を切
る旨を示す予告をマイコン１１０に通知する。マイコン１１０は、予告通知を受けると、
ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａにする。その後、電源コン
トローラ１４６は、所定の部位を除く各部位への電源の供給を停止する。その後、カメラ
１０が、何らかの操作を受けると、電源コントローラ１４６はその操作を検知して、電源
供給を停止していた各部位への電源供給を再開する。そして、マイコン１１０は、ミラー
ボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂにして、ライブビューモードでの動作を再開す
る。これにより、スリープ状態になる前にＯＶＦモードに移行して可動ミラー１２１をダ
ウンさせるので、その後、スリープ状態になっても、光学式ビューファインダで被写体像
を観察できる。また、手動でＯＶＦモードに切り替える必要がないので、操作性がよくな
る。また、スリープ前後で同じモードに設定されるので、スリープ期間終了後、ユーザは
操作に手間取ることがない。
【０２９５】
　　〔3-3  電池蓋の開放操作に応じてライブビューモードを解除する動作〕
　カメラ１０は、ライブビューモードで電池４００が抜かれると、可動ミラー１２１がア
ップした状態で電源が切れることになる。ライブビューモードでカメラ１０の電源が切れ
ると、可動ミラー１２１がアップした状態のまま放置されることになる。この状態では、
カメラ１０を通して被写体像を観察することはできない。なぜなら、可動ミラー１２１が
アップしているため、光学式ビューファインダに被写体像を導くことができず、また、液
晶モニタ１５０は通電していないため被写体像を表示できないからである。一方、カメラ
１０の電源がＯＦＦの状態でも、光学式ビューファインダで被写体像を観察できれば便利
である。そこで、本構成では、電池４００を抜く前に、ライブビューモードからＯＶＦモ
ードに移行しておく構成とした。そうすれば、カメラ１０の電源がＯＦＦの状態であって
も、可動ミラー１２１はダウンしているため、光学式ビューファインダで被写体像を観察
できる。
【０２９６】
　しかし、手動でＯＶＦモードに切り替えるのは手間である。そこで、ライブビューモー
ドが設定されている状態において、電池蓋１４４が開放操作されると、ライブビューモー
ドから抜けて可動ミラー１２１を撮像光学系の光路内に進入させる。
【０２９７】
　図３４は、電池蓋４００の開放操作によりライブビューモードを解除する際の動作を説
明するためのフローチャートである。
【０２９８】
　図３４において、マイコン１１０は、当初、ライブビューモードに設定されている。こ
のとき、ミラーボックス１２０の内部は、図５に示す状態Ｂとなっている。また、マイコ
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ン１１０は、接点１４５が電池蓋１４４の開放を検知するかどうかを監視している（Ｓ３
４０１）。この状態で、ユーザが電池蓋１４４を開放すると、マイコン１１０は、ミラー
ボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行させる（Ｓ３４０２）。
【０２９９】
　なお、電池４００は、電池蓋１４４とは別の部材により電池ボックス１４３内に係止さ
れている。そのため、電池蓋１４４が開放されても直ぐに電源が切れることはない。
【０３００】
　以上のように、カメラ１０から電池４００を抜き取る前に、ＯＶＦモードに移行して可
動ミラー１２１をダウンさせるので、その後、カメラ１０の電源がＯＦＦの状態になって
も、光学式ビューファインダで被写体像を観察できる。また、手動でＯＶＦモードに切り
替える必要がないので、操作性がよくなる。
【０３０１】
　　〔3-4  ローバッテリーを検知してライブビューモードを解除する動作〕
　カメラ１０は、撮像中の電源切れを防止するために、電池の電圧が所定以下になると自
ら電源を切って動作を停止する。ライブビューモードでカメラ１０の電源が切れると、可
動ミラー１２１がアップした状態のまま放置されることになる。この状態では、カメラ１
０を通して被写体像を観察することはできない。なぜなら、可動ミラー１２１がアップし
ているため、光学式ビューファインダに被写体像を導くことができず、また、液晶モニタ
１５０は通電していないため被写体像を表示できないからである。一方、カメラ１０の電
源がＯＦＦの状態でも、光学式ビューファインダで被写体像を観察できれば便利である。
そこで、本構成では、電池４００の電圧が低下すると、ライブビューモードからＯＶＦモ
ードに移行しておく構成とした。そうすれば、電源電圧の低下に伴いカメラ１０の電源が
ＯＦＦになっても、可動ミラー１２１はダウンしているため、光学式ビューファインダで
被写体像を観察できる。
【０３０２】
　しかし、手動でＯＶＦモードに切り替えるのは手間である。そこで、ライブビューモー
ドが設定されている状態において、電池４００の電圧が低下すると、ライブビューモード
から抜けて可動ミラー１２１を撮像光学系の光路内に進入させる。
【０３０３】
　図３５は、電源電圧の低下によりライブビューモードを解除する際の動作を説明するた
めのフローチャートである。
【０３０４】
　図３５において、マイコン１１０は、当初、ライブビューモードに設定されている。こ
のとき、ミラーボックス１２０の内部は、図５に示す状態Ｂとなっている。また、マイコ
ン１１０は、電源コントローラ１４６が電池４００の電圧が所定値より低いことを検知し
たかどうかを監視している（Ｓ３５０１）。この状態で、電源コントローラ１４６は、電
池４００の電圧が所定値より低いことを検知すると、その旨をマイコン１１０に通知する
。これを受けて、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを
経て状態Ａに移行させる（Ｓ３５０２）。電源コントローラ１４６は、ミラーボックス１
２０の内部が状態Ａになった後、カメラ１０内の電源を切る（Ｓ３５０３）。
【０３０５】
　以上のように、電池４００の電圧低下により電源が切れる前に可動ミラー１２１をダウ
ンさせることができるので、その後、電源ＯＦＦ状態になっても、光学式ビューファイン
ダを用いて被写体像を観察できる。また、手動でＯＶＦモードに切り替える必要がないの
で、操作性がよくなる。
【０３０６】
　　〔3-5  レンズの取り外しに応じてライブビューモードを解除する動作〕
　カメラ１０は、ライブビューモードにおいて、カメラボディ１００から交換レンズ２０
０が取り外されると、保護材１３８がむき出しになり、ほこり等が付着しやすくなる。こ
れを防ぐためには、交換レンズ２００を取り外す前に、ライブビューモードからＯＶＦモ
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ードに移行しておく必要があるが、手動でＯＶＦモードに切り替えるのは手間である。そ
こで、本構成では、ライブビューモードが設定されている状態において、カメラボディ１
００に装着されている交換レンズ２００を取り外すと、ライブビューモードから抜けて可
動ミラー１２１を撮像光学系の光路内に進入させる。
【０３０７】
　図３６は、電源電圧の低下によりライブビューモードを解除する際の動作を説明するた
めのフローチャートである。
【０３０８】
　図３６において、マイコン１１０は、当初、ライブビューモードに設定されている。こ
のとき、ミラーボックス１２０の内部は、図５に示す状態Ｂとなっている。また、マイコ
ン１１０は、レンズマウント部１３５から交換レンズ２００が取り外されたかどうかを監
視している（Ｓ３６０１）。この状態で、レンズマウント部１３５から交換レンズ２００
が取り外されると、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃ
を経て状態Ａに移行させる（Ｓ３６０２）。
【０３０９】
　以上のように、カメラボディ１００から交換レンズ２００を取り外すと、可動ミラー１
２１をダウンさせることができるので、保護材１３８にほこり等の異物が付着するのを防
ぐことができる。また、手動でＯＶＦモードに切り替える必要がないので、操作性がよく
なる。
【０３１０】
　　〔3-6  外部端子の接続に応じてライブビューモードを解除する動作〕
　前述の実施の形態２にかかるカメラ１０は、外部端子１５２に外部装置からの端子を接
続すると、ライブビューモードに自動的に移行して、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された
画像データを外部装置に出力する構成とした。これに対して、実施の形態３にかかるカメ
ラ１０は、ライブビューモードにおいて外部端子１５２に外部装置からの端子を接続する
と、自動的にライブビューモードから抜けて、メモリカード３００に保存された画像デー
タを外部装置に出力する構成とした。
【０３１１】
　カメラ１０に、外部装置に接続されている端子が接続された場合、ユーザは、カメラ１
０内又はカメラ１０に装着されたメモリカード３００に保存された画像データを、外部装
置に表示させようとしている場合が多い。このような場合に、外部装置に画像データを送
りつつ、液晶モニタ１５０にライブビュー表示をする構成では、マイコン１１０の負担が
大きくなってしまう。そのため、外部装置に画像データを送る場合、ライブビューモード
を抜けるのが好ましいが、外部装置に接続する際、手動でライブビューモードから抜ける
のでは手間がかかる。そこで、外部端子１５２に、外部装置に接続されている端子が接続
されると、可動ミラー１２１を撮像光学系の光路内に進入させるとともに、メモリカード
３００に記憶されている画像データを外部端子１５２を介して外部装置に出力させるよう
制御する。
【０３１２】
　図３７は、外部端子１５２の接続によりライブビューモードを解除する際の動作を説明
するためのフローチャートである。
【０３１３】
　図３７において、マイコン１１０は、当初、ライブビューモードに設定されている。こ
のとき、ミラーボックス１２０の内部は、図５に示す状態Ｂとなっている。また、マイコ
ン１１０は、外部端子１５２に外部装置の端子が接続するかどうかを監視している（Ｓ３
７０１）。この状態で、外部端子１５２に外部装置の端子が接続されると、マイコン１１
０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行させる（Ｓ３
７０２）。これにより、可動ミラー１２１ａは、交換レンズ２００からの光学的信号を光
学式ビューファインダに導く。それとともに、マイコン１１０は、メモリカード３００内
に保存された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを、外部端
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子１５２を介して外部装置に出力する（Ｓ３７０４）。外部装置は、カメラ１０から送ら
れてくる画像データに基づく画像を表示する。
【０３１４】
　この状態で、マイコン１１０は、外部端子１５２に接続された端子が取り外されるかど
うかを監視する（Ｓ３７０５）。外部端子１５２に接続された端子が取り外されると、マ
イコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに移行させる（Ｓ３７
０６）。この後、マイコン１１０は、ライブビューモードにより動作を続ける。
【０３１５】
　以上のように、カメラ１０を外部装置に接続する際に、自動的にライブビューモードか
ら抜けることができるので、操作性がよい。また、それと同時に、カメラ１０がＯＶＦモ
ードに移行するので、光学式ビューファインダを用いてリアルタイム画像を観察すること
も可能である。
【０３１６】
　（実施の形態４）
　前述の実施の形態１にかかるカメラ１０は、ライブビューモードにおいて、コンティニ
ュアスフォーカスモードでの撮像を行う場合、ライブビュー表示中（状態Ｂ）は、ＣＭＯ
Ｓセンサ１３０で生成された画像データを用いてオートフォーカス動作を行う。それとと
もに、撮像直前（状態Ａ）には、ＡＦセンサ１３２の測定結果を用いたオートフォーカス
動作を行う。これに対して、実施の形態４にかかるカメラ１０は、ライブビューモード及
びコンティニュアスフォーカスモードの両方が設定された状態になると、コンティニュア
スフォーカスモードからシングルフォーカスモードに、又はライブビューモードからＯＶ
Ｆモードに自動的に移行する。
【０３１７】
　　〔4-1  コンティニュアスフォーカスモードからシングルフォーカスモードに移行す
る動作〕
　図３８は、ライブビューモードの移行に伴うシングルフォーカスモードへの移行動作を
説明するためのフローチャートである。
【０３１８】
　図３８において、マイコン１１０は、当初、ＯＶＦモードに設定されている。このとき
、ミラーボックス１２０の内部は、図１に示す状態Ａとなっている。マイコン１１０は、
コンティニュアスフォーカスモードで動作している。したがって、マイコン１１０は、Ａ
Ｆセンサ１３２の測定結果を継続的にＣＰＵ２１０に送信する。そして、ＣＰＵ２１０は
、マイコン１１０から受信したＡＦセンサ１３２の測定結果に基づいてオートフォーカス
動作を行う。この状態において、マイコン１１０は、ビューファインダ切替スイッチ１４
０ｅがライブビューモードに切り替えられるかどうかを監視する（Ｓ３８０１）。
【０３１９】
　ビューファインダ切替スイッチ１４０ｅがライブビューモードに切り替えられると、マ
イコン１１０は、ＡＦセンサ１３２に測距させ、その測定結果をＣＰＵ２１０に送信する
。ＣＰＵ２１０は、マイコン１１０から受信したＡＦセンサ１３２の測定結果に基づいて
オートフォーカス動作を行う（Ｓ３８０２）。このようにＯＶＦモードに突入する直前に
オートフォーカス動作を行うことにより、極力被写体にフォーカスがあった画像を液晶モ
ニタ１５０に表示できる。
【０３２０】
　次に、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに移行させ
る（Ｓ３８０３）。
【０３２１】
　マイコン１１０は、ライブビューモードでの動作を続ける（Ｓ３８０４）。この間、マ
イコン１１０は、レリーズ釦１４１が半押し操作されるまで、オートフォーカス動作を指
示しない。
【０３２２】
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　この状態で、マイコン１１０は、ビューファインダ切替スイッチ１４０ｅがＯＶＦモー
ドに切り替えられるかどうかを監視する（Ｓ３８０５）。
【０３２３】
　ビューファインダ切替スイッチ１４０ｅがＯＶＦモードに切り替えられると、マイコン
１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行させる（
Ｓ３８０６）。そして、マイコン１１０は、コンティニュアスフォーカスモードでの動作
に戻る。
【０３２４】
　以上のように、カメラ１０は、ライブビューモード及びコンティニュアスフォーカスモ
ードの両方が設定された状態になると、コンティニュアスフォーカスモードからシングル
フォーカスモードに自動的に移行する。そのため、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画
像データを用いずに、ＡＦセンサ１３２を用いたオートフォーカス動作のみでオートフォ
ーカス動作を実現できる。また、コンティニュアスフォーカスモードからシングルフォー
カスモードへの移行を自動的に行うことができるので、操作性がよい。
【０３２５】
　　〔4-2  ライブビューモードからＯＶＦモードに移行する動作〕
　図３９は、コンティニュアスフォーカスモードの移行に伴うＯＶＦモードへの移行動作
を説明するためのフローチャートである。
【０３２６】
　図３９において、マイコン１１０は、当初、ライブビューモードに設定されている。こ
のとき、ミラーボックス１２０の内部は、図５に示す状態Ｂとなっている。マイコン１１
０は、シングルフォーカスモードで動作している。したがって、マイコン１１０は、レリ
ーズ釦１４１が半押し操作されるまで、オートフォーカス動作を指示しない。この状態に
おいて、マイコン１１０は、フォーカスモード切替スイッチ１４０ｆがコンティニュアス
フォーカスモードに切り替えられるかどうかを監視する（Ｓ３９０１）。
【０３２７】
　フォーカスモード切替スイッチ１４０ｆがコンティニュアスフォーカスモードに切り替
えられると、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ｂから状態Ｃを経て
状態Ａに移行させる（Ｓ３９０２）。そして、マイコン１１０は、ＯＶＦモードでの動作
を続ける。この間、マイコン１１０は、コンティニュアスフォーカスモードで動作する（
Ｓ３９０３）。
【０３２８】
　この状態で、マイコン１１０は、フォーカスモード切替スイッチ１４０ｆがシングルフ
ォーカスモードに切り替えられるかどうかを監視する（Ｓ３９０４）。フォーカスモード
切替スイッチ１４０ｆがシングルフォーカスモードに切り替えられると、マイコン１１０
は、ＡＦセンサ１３２の測定結果に基づいたオートフォーカス動作を指示する（Ｓ３９０
５）。マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに移行させる
（Ｓ３９０６）。そして、マイコン１１０は、ライブビューモードでの動作に戻る。
【０３２９】
　以上のように、実施の形態４にかかるカメラ１０は、ライブビューモード及びコンティ
ニュアスフォーカスモードの両方が設定された状態になると、ライブビューモードからＯ
ＶＦモードに自動的に移行する。そのため、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像デー
タを用いずに、ＡＦセンサ１３２を用いたオートフォーカス動作のみでオートフォーカス
動作を実現できる。また、ライブビューモードからＯＶＦモードへの移行を自動的に行う
ことができるので、操作性がよい。
【０３３０】
　（実施の形態５）
　前述の実施の形態１にかかるカメラ１０は、リアルタイムの画像を光学式ビューファイ
ンダ又は液晶モニタ１５０の全面に表示させる構成であった。これに対して、実施の形態
５にかかるカメラ１０は、マルチ表示釦１４０ｐを押下することにより、図４０に示すよ
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うに、複数枚のリアルタイム画像を液晶モニタ１５０に表示する構成である。このとき、
表示する複数の画像の明るさは、電子的に調整することによって、画像毎に異なるものと
する。また、その明るさの違いを示す情報を、各縮小画像の上部に表示する。
【０３３１】
　図４１は、ライブビューのマルチ表示動作を説明するためのフローチャートである。
【０３３２】
　図４１において、マイコン１１０は、マルチ表示釦１４０ｐが押下されるかどうかを監
視する（Ｓ４１０１）。
【０３３３】
　マイコン１１０は、マルチ表示釦１４０ｐが押下されると、現在設定されているモード
がライブビューモードかどうかを検知する（Ｓ４１０２）。マイコン１１０は、現在設定
されているモードがライブビューモードであれば、ステップＳ４１０４に移行する。
【０３３４】
　一方、現在設定されているモードがＯＶＦモード等のライブビューモードでない場合に
は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａから状態Ｂに移行させた後（Ｓ４１０３）、ス
テップＳ４１０４に移行する。
【０３３５】
　ステップＳ４１０４において、ＣＭＯＳセンサ１３０は、被写体像を撮像して画像デー
タを生成する。Ａ／Ｄコンバータ１３１は、生成された画像データをアナログデータから
デジタルデータに変換する。マイコン１１０は、Ａ／Ｄコンバータ１３１から取得した画
像データをＹＣ変換処理し、さらに、リサイズ処理して縮小画像を生成する（Ｓ４１０５
）。
【０３３６】
　マイコン１１０は、生成した縮小画像を複製して、３枚分の縮小画像をバッファ１１１
に記憶させる（Ｓ４１０６）。マイコン１１０は、バッファ１１１に記憶された３枚の縮
小画像について輝度を変更する。輝度の変更は、１枚目についてＥＶ－１になるように変
更し、２枚目についてＥＶ０になるように変更し、３枚目についてＥＶ＋１になるように
変更する。
【０３３７】
　次に、マイコン１１０は、これらの縮小画像をバッファ１１１内の記憶空間に、適切に
配置されるようにして記憶させる（Ｓ４１０８）。
【０３３８】
　最後に、マイコン１１０は、バッファ１１１内に記憶された画像データを液晶モニタ１
５０に表示させる（Ｓ４１０９）。
【０３３９】
　以上のステップＳ４１０４～ステップＳ４１０９の動作を繰り返すことにより、マルチ
画面のライブビュー表示を実現できる。
【０３４０】
　なお、各縮小画像のＥＶ値はメニュー釦１４０ａを押下してメニュー画面を表示させる
ことにより選択可能である。
【０３４１】
　以上のように、複数の縮小画像をライブビュー画面として表示したので、各縮小画像の
比較が容易にできる。特に、撮像条件の違いを電子的に実現することにより、記録用画像
を撮像した際の画像を容易に把握できる。
【０３４２】
　なお、実施の形態５では、電子的処理によって、ＥＶ値の異なる画像を模擬的に作製し
て表示したが、これには限らない。例えば、画像データの色差成分を電子的に変更するこ
とにより、ホワイトバランスの異なる画像を模擬的に作製して表示してもよい。
【０３４３】
　（実施の形態６）
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　本発明を実施するための形態として、実施の形態１～５を例示した。しかし、本発明を
実施するための形態は、これらに限らない。そこで、本発明のその他の実施の形態を、実
施の形態６として、以下にまとめて説明する。
【０３４４】
　実施の形態１～５では、本発明の光学式ビューファインダとして、焦点板１２５、プリ
ズム１２６及び接眼レンズ１３６を含む構成を例示した。しかし、これには限らない。例
えば、プリズム１２６の代わりに反射鏡を用いてもよい。また、プリズム１２６を用いず
、被写体像をカメラボディ１００の上面に出力するようにしてもよい。また、焦点板１２
５の代わりに撮像素子を用い、接眼レンズ１３６の代わりに電子ビューファインダを用い
てもよい。この場合、電子ビューファインダを２つ備えたカメラボディとなる。このよう
に光学式電子ビューファインダの代わりに電子ビューファインダを用いた場合、本明細書
で開示する発明の中には実施できないものも含まれることになるが、依然として実施可能
な発明も含まれる。特に、可動ミラーを有することを主眼とする発明は実施可能である。
【０３４５】
　実施の形態１～５では、撮像光学系として、４群レンズの撮像光学系を例示したが、こ
れには限らない。例えば、ズームレンズ２３０は必須の部材ではなく、交換レンズ２００
を単焦点レンズとして構成してもよい。また、補正レンズ２５１ユニット２５０およびジ
ャイロセンサ２５２は、必須の部材ではなく、交換レンズ２００を手振れ補正機能を備え
ない交換レンズとして構成してもよい。
【０３４６】
　また、撮像光学系に含まれる各部材の配置は、適宜変更可能である。例えば、撮像光学
系は、絞り２４０と手振れ補正ユニット２５０とを入れ替えて配置してもよい。また、撮
像光学系は、手振れ補正ユニット２５０とフォーカスレンズ２６０とを入れ替えて配置し
てもよい。また、撮像光学系は、手振れ補正ユニット２５０とフォーカスレンズ２６０と
を兼用するレンズ群を含む構成であってもよい。
【０３４７】
　また、対物レンズ２２０、ズームレンズ２３０、補正レンズ２５１、およびフォーカス
レンズ２６０は、それぞれ単一のレンズで構成してもよく、複数のレンズを組み合わせた
レンズ群として構成してもよい。
【０３４８】
　また、撮像光学系を構成する一部の部材を、カメラボディ１００に備える構成としても
よい。さらに、交換レンズ方式ではなく、カメラボディ１００にレンズが固定されている
カメラ１０であってもよい。
【０３４９】
　実施の形態１～５では、ズームレンズ２３０、絞り２４０、およびフォーカスレンズ２
６０は、それぞれズームモータ２３１、モータ２４１、およびフォーカスモータ２６１に
よって駆動可能であるとともに、ズームリング２３２、絞りリング２４２、およびフォー
カスリング２６２と機構的に連動し、メカニカルに操作可能であるが、これに限らない。
例えば、ズームモータ２３１、モータ２４１、およびフォーカスモータ２６１を備えず、
ズームリング２３２、絞りリング２４２、およびフォーカスリング２６２によるメカニカ
ルな操作のみを可能とする構成としてもよい。但し、フォーカスモータ２６１を備えない
場合、オートフォーカス動作は困難である。また、モータ２４１を備えない場合、ＬＶプ
レビュー釦１４０ｊ、絞り込み釦１４０ｋ、またはＡＶ釦１４０ｍを押下することによる
、絞り２４０の自動調節は困難になる。他には、例えば、ズームリング２３２、絞りリン
グ２４２、およびフォーカスリング２６２を備えず、ズームモータ２３１、モータ２４１
、およびフォーカスモータ２６１による駆動のみとしてもよい。また、他には、例えば、
ズームリング２３２、絞りリング２４２、およびフォーカスリング２６２を備えるが、こ
れらの動きを電気信号に変換し、その電気信号をＣＰＵ２１０に伝える構成としてもよい
。その場合、ＣＰＵ２１０は電気信号に応じて、ズームモータ２３１、モータ２４１、お
よびフォーカスモータ２６１を駆動するようにしてもよい。
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【０３５０】
　実施の形態１～５では、撮像素子はＣＭＯＳセンサ１３０を例示した。しかし、これに
は限らず、被写体像を撮像して画像データを生成する手段であればよい。例えば、ＣＣＤ
イメージセンサで実現することもできる。
【０３５１】
　実施の形態１～５では、表示部は液晶モニタ１５０を例示した。しかし、これには限ら
ず、画像を表示する手段であればよい。また、画像の表示の他に各種の情報を表示する手
段であってもよい。例えば、表示部を有機ＥＬディスプレイで実現してもよい。
【０３５２】
　実施の形態１～５では、制御部はマイコン１１０を例示した。しかし、これには限らず
、カメラ１０を制御する手段であればよい。また、制御部は、複数の半導体装置を含む構
成としてもよい。また、制御部は、半導体装置ではない抵抗器やコンデンサ等の電子部品
を含む構成としてもよい。また、制御部は、必要に応じて、メモリを含む構成としてもよ
い。また、制御部は、ソフトウェアを含む構成としてもよく、ハードウェアのみで構成す
るものとしてもよい。また、制御部は、内蔵するプログラムを変更可能なものであっても
よく、変更不可に固定されたものであってもよい。また、制御部は、電池制御をできるも
のであってもよい。
【０３５３】
　また、実施の形態１～５では、カメラボディ１００をマイコン１１０が制御し、交換レ
ンズ２００をＣＰＵ２１０が制御するとしたが、これには限らない。例えば、カメラボデ
ィ１１０側に設けられた制御部がカメラボディ１００も交換レンズ２００も両方制御する
ようにしてもよい。この場合、交換レンズ２００には制御部を設けなくてもよい。
【０３５４】
　実施の形態１～５では、絞り調整指示受付部はＬＶプレビュー釦１４０ｊを例示した。
しかし、これには限らず、絞り調整をカメラ１０に対して指示する際に用いる手段であれ
ばよい。例えば、絞り調整指示受付部は、スライド式やタッチ式のスイッチで実現しても
よい。また、絞り調整指示受付部は、メニュー画面から絞り調整を指示するための操作キ
ー等で実現してもよい。また、絞り調整指示受付部は、リモートコントローラから制御信
号を受け付けるリモコン受信部１５５で実現してもよい。
【０３５５】
　実施の形態１～５では、画像処理手段は、マイコン１１０を例示した。しかし、これに
限らず、ＹＣ変換処理等の画像処理を行うことができる手段であればよい。例えば、ＤＳ
Ｐ（digital signal processor）等のハードウェアで構成してもよい。また、画像処理手
段は、１つの半導体装置で構成してもよく、複数の半導体装置を含む構成としてもよい。
また、画像処理手段は、半導体装置ではない抵抗器やコンデンサ等の電子部品を含む構成
としてもよい。また、画像処理手段は、内蔵するプログラムを変更可能なものであっても
よく、変更不可に固定されたものであってもよい。また、画像処理手段と制御部とは、１
つの半導体装置で構成してもよく、別々の半導体装置で構成してもよい。また、画像処理
手段は、必要に応じて、メモリを含む構成としてもよい。
【０３５６】
　実施の形態１～５では、レリーズ部は、レリーズ釦１４１を例示した。しかし、これに
は限らず、記録用画像の撮像開始を指示するための手段であればよい。例えば、レリーズ
部は、スライド式やタッチ式のスイッチで実現してもよい。また、レリーズ部は、メニュ
ー画面から絞り調整を指示するための操作キー等で実現してもよい。また、レリーズ部は
、リモートコントローラから制御信号を受け付けるリモコン受信部１５５で実現してもよ
い。また、レリーズ部は、タッチ画面で構成してもよい。また、レリーズ部は、音を受信
するマイクで実現してもよい。この場合、ユーザは記録用画像の撮像開始の指示を音声に
より行う。また、レリーズ部によるレリーズ動作は、セルフタイマーモードによるレリー
ズ動作も含む。
【０３５７】
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　実施の形態１～５では、測距部は、ＡＦセンサ１３２を例示した。しかし、これには限
らず、カメラ１０から被写体までの距離に関する情報を取得する手段であればよい。例え
ば、測距部は、アクティブ方式のオートフォーカスに用いるセンサで実現してもよい。こ
こで、本発明において、被写体から自装置までの距離に関する情報とは、被写体像のデフ
ォーカス量を含む概念である。
【０３５８】
　実施の形態１～５では、記録部は、メモリカード３００を例示した。しかし、これには
限らず、記録用画像を記録する手段であればよい。例えば、記録部は、カメラ１０に対し
て着脱可能とせず、カメラ１０に内蔵されたメモリで実現してもよい。また、記録部は、
フラッシュメモリ、強誘電体メモリ、電源付きのＤＲＡＭやＳＲＡＭ等で実現してもよい
。また、記録部は、ハードディスクや光ディスクで実現してもよい記録部。また、記録部
は、磁気テープや磁気ディスク記録部で実現してもよい。
【０３５９】
　実施の形態１～５では、ＡＦ開始指示受付部は、レリーズ釦１４１を例示した。しかし
、これには限らず、オートフォーカス動作の開始を指示するための手段であればよい。例
えば、ＡＦ開始指示受付部は、スライド式やタッチ式のスイッチで実現してもよい。また
、ＡＦ開始指示受付部は、メニュー画面からオートフォーカス動作開始を指示するための
操作キー等で実現してもよい。また、ＡＦ開始指示受付部は、リモートコントローラから
制御信号を受け付けるリモコン受信部１５５で実現してもよい。また、ＡＦ開始指示受付
部をタッチ画面で実現してもよい。また、ＡＦ開始指示受付部は、音を受信するマイクで
実現してもよい。この場合、ユーザはＡＦ動作開始の指示を音声により行う。
【０３６０】
　実施の形態１～５では、ＡＦセンサ１３２を備えたが、ＡＦセンサ１３２は必須ではな
い。ＡＦセンサ１３２を備えない場合、例えば、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像
データのコントラスト値を用いてオートフォーカス動作を行う。
【０３６１】
　実施の形態１～５では、ＡＥセンサ１３３を備えたが、ＡＥセンサ１３３は必須ではな
い。ＡＥセンサ１３３を備えない場合、例えば、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像
データを用いて測光動作を行う。
【０３６２】
　実施の形態１～５では、測光方式は、ＡＥセンサ１３３のみを用いるか、ＣＭＯＳセン
サ１３０のみを用いるか、ＡＥセンサ１３３とＣＭＯＳセンサ１３０とを併用するかは、
メニュー画面から選択可能であるとした。しかし、これには限らない。例えば、上記の測
光方式のうちいずれか１つのみを常に用いるようにしてもよく、いずれか２つについて選
択可能にしてもよい。また、他の測光方式と選択可能にしてもよい。
【０３６３】
　実施の形態１～５では、異物除去部は、超音波振動発生器１３４を例示した。しかし、
これには限らず、保護材１３８又はミラーボックス１３０の内部に混入した異物を除去す
るための手段であればよい。例えば、異物除去部は、空気を吹き付ける手段で実現しても
よい。また、異物除去部は、ブラシ等で異物を除去する手段で実現してもよい。また、異
物除去部は、静電気を利用して異物を移動させる手段で実現してもよい。
【０３６４】
　実施の形態１～５では、絞り操作部は、絞りリング２４２を例示した。しかし、これに
は限らず、絞り２４０をパワー駆動するための操作手段であってもよい。また、絞り操作
部は、カメラボディ１００側に備えてもよい。
【０３６５】
　実施の形態１～５では、設定操作部は、メニュー釦１４０ａを例示した。しかし、これ
には限らず、メニュー画面を液晶モニタ１５０に表示させるための手段であればよい。例
えば、設定操作部は、スライド式やタッチ式のスイッチで実現してもよい。また、設定操
作部は、リモートコントローラから制御信号を受け付けるリモコン受信部１５５で実現し
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てもよい。また、設定操作部をタッチ画面で実現してもよい。また、設定操作部は、音を
受信するマイクで実現してもよい。この場合、ユーザはメニュー画面を表示する旨の指示
を音声により行う。
【０３６６】
　実施の形態１～５では、電源操作部は、電源スイッチ１４２を例示した。しかし、これ
には限らず、カメラ１０の電源を入り切りするための手段であればよい。例えば、電源操
作部は、押し釦やタッチ式のスイッチで実現してもよい。また、電源操作部は、リモート
コントローラから制御信号を受け付けるリモコン受信部１５５で実現してもよい。また、
電源操作部をタッチ画面で構成してもよい。また、電源操作部は、音を受信するマイクで
実現してもよい。この場合、ユーザは電源を入り切りする旨の指示を音声により行う。
【０３６７】
　実施の形態１では、ライブビューモードにおいて、シングルフォーカスモードを用いて
撮像する場合、半押し操作されてから所定の時間が経過する前に全押し操作されたとき、
一旦ライブビュー表示動作に戻ることなく、撮像動作に移行するとした。しかし、これに
は限らない。例えば、所定時間の経過の如何に関わらず、半押し操作後、一旦ライブビュ
ー表示動作に戻るとしてもよい。
【０３６８】
　実施の形態１～５では、記録用画像は、Ｅｘｉｆ規格に準拠した画像ファイルを例示し
た。しかし、これには限らない。例えば、ＴＩＦＦ（tagged image file format）形式の
画像ファイルであってもよいし、ＲＧＢ信号のままの画像ファイルであってもよいし、Ｍ
ＰＥＧ（Motion Picture Expert Group）規格に準拠した画像ファイルであってもよいし
、Ｍｏｔｉｏｎ－ＪＰＥＧ（JPEG:Joint Photographic Expert Group）規格に準拠した画
像ファイルであってもよい。
【０３６９】
　　〔付記１〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、撮像光
学系で形成する被写体像の光量を調節する絞りと、生成された画像データ又はその画像デ
ータに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示するよ
う制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、ライブビューモー
ド時には、撮像素子に入射される被写体像の明るさが記録用画像の撮像時と同等の明るさ
になるように絞りの開放サイズを制御する。
【０３７０】
　これにより、ライブビュー時に記録用画像の撮像時と同様の絞りの設定を行うため、記
録用画像の被写界深度を撮像前にライブビュー表示にて容易に確認できる。従って、ユー
ザは好みの画像を簡単な操作で容易に得ることができる。
【０３７１】
　　〔付記２〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、撮像光
学系で形成する被写体像の光量を調節する絞りと、撮像素子に入射される被写体像の明る
さが記録用画像の撮像時と同等の明るさになるように絞りの開放サイズを調節することに
ついてユーザの指示を受け付ける絞り調整指示受付部と、生成された画像データ又はその
画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示
するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、ライブビュ
ーモード時には、撮像素子に入射される被写体像の明るさが記録用画像の撮像時とは異な
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るように絞りを開放する一方、絞り調整指示受付部が操作されると、撮像素子に入射され
る被写体像の明るさが記録用画像の撮像時と同等の明るさになるように絞りの開放サイズ
を調節するとともに、表示部に表示される画像データの一部を拡大して表示するよう制御
する。
【０３７２】
　これにより、絞り調整指示受付部を操作するという簡単な操作により、記録用画像の被
写界深度を撮像前にライブビュー表示にて容易に確認できるとともに、表示画像の一部を
拡大することにより被写界深度をより詳細に確認できる。
【０３７３】
　　〔付記３〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、撮像素
子で生成した画像データに基づいて、ヘッダ部を含む画像ファイルを生成する画像処理手
段と、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データをリア
ルタイムで動画像として表示部に表示するよう制御するライブビューモードを有する制御
部と、を備え、画像処理手段は、ライブビューモードにおいて生成された画像データに基
づいて画像ファイルを生成する場合、生成すべき画像ファイルに含まれるヘッダ部には、
ライブビューモードにおいて画像データを生成した旨を示す情報を格納する。
【０３７４】
　これにより、生成された画像ファイルのヘッダ部を解析することにより、その画像ファ
イルに含まれる画像データがライブビューモードで生成されたものなのか、ＯＶＦモード
で生成されたものなのかを容易に把握できる。これを利用して、ユーザは、自らの撮像画
像の出来映えとファインダモードとの関係を把握することができる。これによって、写真
撮影技術の向上等に役立てることができる。
【０３７５】
　　〔付記４〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、可動ミ
ラーが光路内に進入した状態において、被写体像を受光して被写体から自装置までの距離
に関する情報を測定する測距部と、ユーザの操作に応じて撮像光学系を調節して被写体像
のフォーカスを変更するマニュアルフォーカス手段と、生成された画像データ又はその画
像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示す
るよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、可動ミラーが被写体像を
光学式ビューファインダへと導いている状態において、マニュアルフォーカス手段が操作
されている場合、制御部は、測距部による測定結果、またはこの結果に基づく情報を表示
部に表示させるよう制御する。
【０３７６】
　これにより、ユーザは、マニュアルフォーカス操作時に、画像だけでなく、表示部に表
示される情報にも基づいて、フォーカスが合っているかどうかを確認できる。そのため、
マニュアルフォーカス操作であっても確実にフォーカスを調整できる。
【０３７７】
　　〔付記５〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、撮像素
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子で生成した画像データについて、所定の画像処理を行う画像処理手段と、画像処理手段
で処理された画像データを記録する記録部と、生成された画像データ又はその画像データ
に所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示するよう制
御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、画像処理手段による画
像処理が行われている期間又は／及び記録部により記録用画像データが記録されている期
間、ライブビューモードを停止するよう制御する。
【０３７８】
　これにより、画像処理や記録処理の期間中、制御部や画像処理手段はライブビュー表示
のために処理能力を割く必要がないので、画像処理や記録処理を迅速に行うことができる
。
【０３７９】
　　〔付記６〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、ユーザ
の操作に応じて撮像光学系を調節して被写体像のフォーカスを変更するマニュアルフォー
カス手段と、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データ
をリアルタイムで動画像として表示部に表示するよう制御するライブビューモードを有す
る制御部と、を備え、可動ミラーが光学撮像系の光路から退避している状態において、マ
ニュアルフォーカス手段が操作されている場合、制御部は、撮像素子で生成した画像デー
タのコントラスト値、またはこのコントラスト値に基づく情報を表示部に表示させるよう
制御する。
【０３８０】
　これにより、ユーザは、マニュアルフォーカス操作時に、画像だけでなく、表示部に表
示される情報にも基づいて、フォーカスが合っているかどうかを確認できる。そのため、
マニュアルフォーカス操作であっても確実にフォーカスを調整できる。
【０３８１】
　　〔付記７〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、撮像光
学系で形成する被写体像の光量を調節する絞りと、
　可動ミラーが光路内に進入した状態において、被写体像を受光して被写体から自装置ま
での距離に関する情報を測定する測距部と、測距部による測定結果に応じて撮像光学系を
調節して被写体像のフォーカスを合わせるオートフォーカス部と、測距部による測定の後
、オートフォーカス部が被写体像のフォーカス合わせを完了する前に、絞りの開口量を調
整し始めるよう制御する制御部と、を備える。
【０３８２】
　これにより、オートフォーカス動作の終了を待つことなく絞りを駆動するので、絞りの
設定に要する時間を短縮できる。
【０３８３】
　　〔付記８〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、可動ミ
ラーが光路内に進入した状態において、被写体像を受光して被写体から自装置までの距離
に関する情報を測定する測距部と、測距部による測定結果に応じて撮像光学系を調節して



(51) JP 4437131 B2 2010.3.24

10

20

30

40

50

被写体像のフォーカスを合わせるオートフォーカス部と、オートフォーカス部の起動につ
いてユーザからの指示を受け付けるＡＦ開始指示受付部と、生成された画像データ又はそ
の画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表
示するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、ライブビ
ューモード中にＡＦ開始指示受付部がオートフォーカス動作の開始指示を受け付けると、
可動ミラーを光路内に進入させて測距部で測定した後可動ミラーを光路内から退避させて
ライブビューモードに戻るよう制御する。
【０３８４】
　これにより、ＡＦ開始指示受付部を操作するという簡単な操作で、測距部を用いたオー
トフォーカス動作からライブビュー表示までを容易に行うことができる。そのため、ユー
ザは、簡単な操作で、被写体にフォーカスを合わせた状態でのライブビュー表示による構
図合わせを行うことができる。
【０３８５】
　　〔付記９〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、撮像素
子による記録用画像の撮像開始についてユーザからの指示を受け付けるレリーズ部と、可
動ミラーが光路内に進入した状態において、被写体像を受光して被写体から自装置までの
距離に関する情報を測定する測距部と、測距部による測定結果に応じて撮像光学系を調節
して被写体像のフォーカスを合わせるオートフォーカス部と、オートフォーカス部の起動
についてユーザからの指示を受け付けるＡＦ開始指示受付部と、生成された画像データ又
はその画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部
に表示するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、ＡＦ
開始指示受付部の操作に応じてオートフォーカス部にオートフォーカス動作を開始させた
後、レリーズ部が撮像開始の指示を受け付けるタイミングに応じて、直接記録用画像の撮
像動作に移行するよう制御するか、一旦ライブビューモードに移行し、その後でレリーズ
部が撮像開始の指示を受け付けたとき記録用画像の撮像動作に移行するよう制御するかを
決定する。
【０３８６】
　　〔付記１０〕
　デジタルカメラは、付記９に記載のデジタルカメラにおいて、前記制御部は、前記ＡＦ
開始指示受付部の操作に応じて前記オートフォーカス部にオートフォーカス動作を開始さ
せた後、所定時間内に前記レリーズ部が撮像開始の指示を受け付けた場合、直接記録用画
像の撮像動作に移行するよう制御する一方、所定時間内に前記レリーズ部が撮像開始の指
示を受け付けなかった場合、一旦ライブビューモードに移行し、その後で前記レリーズ部
が撮像開始の指示を受け付けたとき記録用画像の撮像動作に移行するよう制御する。
【０３８７】
　これにより、ＡＦ開始指示受付部を操作してから直ぐにレリーズ部を操作した場合には
、ライブビュー表示をすることなく撮像を開始するので、ＡＦ開始指示受付部の操作から
撮像開始までの時間を短縮できる。可動ミラーを不必要にアップダウンさせることがない
からである。そのため、ユーザは、シャッタタイミングを逃すことなく、好みの画像を撮
像できる。一方、フォーカス状態を決めてから表示部を見ながら構図を変えたい場合は、
ＡＦ開始指示受付部を操作してから所定時間が経過するまで待てばよい。
【０３８８】
　　〔付記１１〕
　デジタルカメラは、付記９に記載のデジタルカメラにおいて、制御部は、ＡＦ開始指示
受付部の操作に応じてオートフォーカス部にオートフォーカス動作を開始させた後、オー
トフォーカス動作が完了する前にレリーズ部が撮像開始の指示を受け付けた場合、直接記
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録用画像の撮像動作に移行するよう制御する一方、オートフォーカス動作が完了する前に
レリーズ部が撮像開始の指示を受け付けなかった場合、一旦ライブビューモードに移行し
、その後でレリーズ部が撮像開始の指示を受け付けたとき記録用画像の撮像動作に移行す
るよう制御する。
【０３８９】
　　〔付記１２〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、可動ミ
ラーが光路内に進入した状態において、被写体像を受光して被写体から自装置までの距離
に関する情報を測定する測距部と、測距部による測定結果に応じて撮像光学系を調節して
被写体像のフォーカスを合わせるオートフォーカス部と、生成された画像データ又はその
画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示
するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、オートフォ
ーカス部にオートフォーカス動作をさせるために可動ミラーを光路内に進入させるときと
、撮像素子で記録用の記録用画像を撮像する準備のために可動ミラーを光路内に進入させ
るときとで、表示部で画像を表示させる方法または表示させない方法を異なるものとする
よう制御する。
【０３９０】
　これにより、表示部の表示が異なるため、オートフォーカス動作中なのか撮像動作中な
のかを認識しやすくなるからである。そのため、ユーザが両動作を混同しやすいという問
題を解決できる。ユーザが両動作を混同しやすいのは、両動作における可動ミラーから発
生する音のパターンが似ているためである（オートフォーカス動作のときと撮像動作のと
きとは、共に、可動ミラーがダウンしアップするからである）。
【０３９１】
　　〔付記１３〕
　デジタルカメラは、付記１２に記載のデジタルカメラにおいて、撮像素子で生成された
画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを記憶する記憶手段をさ
らに備え、制御部は、オートフォーカス部にオートフォーカス動作をさせるために可動ミ
ラーを光路内に進入させるとき、記憶手段に記憶された画像データまたはその画像データ
について所定の処理を施した画像データを表示部に表示させる一方、撮像素子で記録用の
記録用画像を撮像する準備のために可動ミラーを光路内に進入させるとき、記憶手段に記
憶された画像データおよびその画像データについて所定の処理を施した画像データを表示
部に表示させないよう制御する。
【０３９２】
　これにより、オートフォーカス動作中なのか撮像動作中なのかをより明確に認識しやす
くなる。
【０３９３】
　　〔付記１４〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、可動ミ
ラーが光路内に進入した状態において、被写体像を受光して被写体から自装置までの距離
に関する情報を測定する測距部と、測距部による測定結果又は撮像素子で生成された画像
データ若しくはその画像データに所定の処理を施した画像データのコントラストを利用し
て撮像光学系を調節して被写体像のフォーカスを合わせるオートフォーカス部と、生成さ
れた画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動
画像として表示部に表示するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え
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、制御部は、可動ミラーが光路内から退避しているときは、コントラストを利用してオー
トフォーカス動作を行うようオートフォーカス部を制御する一方、可動ミラーが光路内に
進入しているときは、測距部による測定結果を利用してオートフォーカス動作を行うよう
オートフォーカス部を制御する。
【０３９４】
　これにより、可動ミラーが光路内から退避しているときも光路内に進入しているときも
ともに、オートフォーカス動作を行うことができる。
【０３９５】
　　〔付記１５〕
　デジタルカメラは、付記１４に記載のデジタルカメラにおいて、制御部は、コントラス
トを利用してオートフォーカス動作を継続的に行うようオートフォーカス部を制御してい
る場合において、撮像素子での記録用画像の撮像動作に移行する際には、その撮像動作に
移行する前に、可動ミラーを光路内に進入させ、測距部による測定結果を利用してオート
フォーカス動作を行うよう制御する。
【０３９６】
　これにより、レリーズ部が撮像開始の指示を受け付ける前は、撮像素子で生成された画
像データに基づくオートフォーカスをすることにより、コンティニュアスフォーカス動作
をしつつライブビューを継続的に表示部に表示できる。一方、レリーズ部が撮像開始の指
示を受け付けると、測距部の測定結果に基づくオートフォーカス動作を行うので、撮像直
前により正確にフォーカスを合わせることができる。特に、動きの速い被写体を撮像する
場合、最後のオートフォーカス動作から撮像動作までの時間を短くできるので、フォーカ
スを合わせやすい。
【０３９７】
　　〔付記１６〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、可動ミ
ラーが光路内に進入した状態において、被写体像を受光して被写体から自装置までの距離
に関する情報を測定する測距部と、測距部による測定結果に応じて撮像光学系を調節して
被写体像のフォーカスを合わせるオートフォーカス部と、生成された画像データ又はその
画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示
するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、制御部をライブビューモードに
設定するための設定部と、を備え、制御部は、設定部によりライブビューモードが設定さ
れるのに応じて、一旦オートフォーカス動作をするようオートフォーカス部を制御した後
、ライブビューモードに移行するよう制御する。
【０３９８】
　これにより、ライブビューモードへの切り替え時に、オートフォーカス動作を行うため
、ライブビュー開始直後からフォーカスが被写体に合った状態で表示部を用いた被写体像
の観察を開始できる。そのため、ライブビュー切り替え時から構図の設定までに要する時
間を短縮できるので、ユーザにとって操作性がよい。
【０３９９】
　　〔付記１７〕
　デジタルカメラは、付記１６に記載のデジタルカメラにおいて、制御部は、設定部によ
りライブビューモードが設定されるのに応じて、測距部での測定を行った後、ライブビュ
ーモードに移行し、オートフォーカス部によるオートフォーカス動作の少なくとも一部は
ライブビューモードと並行して行うよう制御する。
【０４００】
　これにより、オートフォーカス動作が完了する前にライブビューモードに移行できるの
で、設定部による設定からライブビューモードへの突入までの時間を短くできる。そのた
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め、ユーザにとって操作性がよくなる。
【０４０１】
　　〔付記１８〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、撮像素
子で生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データのコント
ラストを利用して撮像光学系を調節して被写体像のフォーカスを合わせるオートフォーカ
ス部と、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データをリ
アルタイムで動画像として表示部に表示するよう制御するライブビューモードを有する制
御部と、制御部をライブビューモードに設定するための設定部と、を備え、制御部は、設
定部によりライブビューモードが設定されるのに応じて、一旦オートフォーカス動作をす
るようオートフォーカス部を制御した後、ライブビューモードに移行するよう制御する。
【０４０２】
　　〔付記１９〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、可動ミ
ラーが光路内に進入した状態において、被写体像を受光して被写体から自装置までの距離
に関する情報を測定する測距部と、測距部による測定結果に応じて撮像光学系を調節して
被写体像のフォーカスを合わせるオートフォーカス部と、生成された画像データ又はその
画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示
するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、可動ミラー
を光路内に進入させているとき、オートフォーカス部でフォーカスを合わせたポイントを
表示部に表示させるよう制御する。
【０４０３】
　これにより、可動ミラーを光路内に進入させているときにオートフォーカス動作をした
場合、そのフォーカスを合わせたポイントを表示部の画面上に表示するとしたため、表示
部にライブビュー表示していなくても、どの被写体にフォーカスが合っているのかを把握
できる。
【０４０４】
　　〔付記２０〕
　デジタルカメラは、付記１９に記載のデジタルカメラにおいて、撮像素子で生成された
画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを記憶する記憶手段をさ
らに備え、制御部は、可動ミラーを光路内に進入させているとき、記憶手段に記憶された
画像データまたはその画像データについて所定の処理を施した画像データを表示部に表示
させると共に、オートフォーカス部でフォーカスを合わせたポイントを表示部に表示させ
るよう制御する。
【０４０５】
　これにより、どの被写体にフォーカスが合っているのかをより容易に把握できる。
【０４０６】
　　〔付記２１〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、撮像光
学系の光路内に存在する異物を除去する異物除去部と、生成された画像データ又はその画
像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示す



(55) JP 4437131 B2 2010.3.24

10

20

30

40

50

るよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、ライブビュー
モード時に生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データに
基づいて、撮像光学系の光路内に異物が存在するかどうかを判断し、異物が存在すると判
断した場合異物除去部を起動するよう制御する。
【０４０７】
　これにより、簡単な操作で光路内の異物を容易に除去できる。
【０４０８】
　　〔付記２２〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、可動ミ
ラーが撮像光学系の光路内に進入しているとき、被写体からの光量を測定する測光部と、
被写体に対して光を照射する照明部と、撮像光学系で形成する被写体像の光量を調節する
絞りと、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データをリ
アルタイムで動画像として表示部に表示するよう制御するライブビューモードを有する制
御部と、を備え、制御部は、撮像素子で生成した画像データに基づいて被写体からの光量
を取得した後、可動ミラーを撮像光学系の光路内に進入させ、照明部を発光させ、測光部
による測定結果を取得するよう制御する。
【０４０９】
　以上のように、定常光の測光は撮像素子で行う一方、プリ発光の測光は測光部で行うよ
うにしたため、全押し突入後直ぐに定常光の測光が行える一方、プリ発光の測光を正確に
行うことができる。
【０４１０】
　　〔付記２３〕
　デジタルカメラは、付記２２に記載のデジタルカメラにおいて、制御部は、撮像素子で
生成した画像データに基づいて取得した被写体からの光量および測光部による測定結果に
基づいて、絞りの開口量および／または撮像素子の露光時間を設定する。
【０４１１】
　　〔付記２４〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、自装置
に加わる衝撃を検知する衝撃検知部と、生成された画像データ又はその画像データに所定
の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示するよう制御する
ライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、ライブビューモードが設定さ
れている場合において、衝撃検知部の検知結果に応じて、一旦ライブビューモードから抜
けて、再びライブビューモードに移行するよう制御する。
【０４１２】
　以上のように、衝撃を検知して、ライブビューモードをリセットするようにしたので、
衝撃によりライブビュー表示が中断された状態を自動的に回復することができる。そのた
め、デジタルカメラが故障したものとユーザが勘違いしてしまうことを防止できる。また
、ライブビュー表示が中断した際に、手動でライブビュー表示に回復させる操作をする必
要がないので、操作性がよい。
【０４１３】
　　〔付記２５〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
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データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、撮像光
学系で形成する被写体像の光量を調節する絞りと、撮像素子に入射される被写体像の明る
さが記録用画像の撮像時と同等の明るさになるように絞りの開放サイズを調節することに
ついてユーザの指示を受け付ける絞り調整指示受付部と、生成された画像データ又はその
画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示
するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、可動ミラー
が被写体像を光学式ビューファインダへと導いている状態において、絞り調整指示受付部
が操作されると、撮像素子に入射される被写体像の明るさが記録用画像の撮像時と同等の
明るさになるように絞りの開放サイズを調節するとともに、ライブビューモードに移行す
るよう制御する。
【０４１４】
　これにより、絞り調整指示受付部の操作という簡単な操作により、ＯＶＦ動作中であっ
ても、ライブビューモードに移行して、記録用画像の被写界深度を撮像前にライブビュー
表示にて容易に確認できる。
【０４１５】
　　〔付記２６〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、リモー
トコントローラからの制御信号を受信する受信部と、生成された画像データ又はその画像
データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示する
よう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、受信部がリモー
トコントローラからの制御信号を受信すると、ライブビューモードに移行するよう制御す
る。
【０４１６】
　これにより、リモートコントローラからオートフォーカス動作を指示する信号や撮像開
始信号、セルフタイマー設定信号等を受信した場合、自動的にライブビューモードに移行
する。リモートコントローラを使用した撮影をする場合は、デジタルカメラを三脚に固定
した撮像や机の上に置いた撮像等、手から離れた状態での撮像の場合が多い。このような
場合には、光学式ビューファインダを用いて撮像をするより、画面の大きい電子ビューフ
ァインダを用いて撮像した方が画像を把握しやすい。そこで、上記のようにリモートコン
トローラからの信号を受信した場合には自動的にライブビューモードに移行するようにす
ることで、ライブビューモードに手動で切り替える手間が省け、操作性が向上する。
【０４１７】
　　〔付記２７〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、三脚に
固定するための三脚固定部と、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を
施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示するよう制御するライブビ
ューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、三脚固定部により三脚に固定されると
、ライブビューモードに移行するよう制御する。
【０４１８】
　これにより、デジタルカメラが三脚に固定された場合、自動的にライブビューモードに
移行する。三脚に固定した撮影をする場合は、光学式ビューファインダを用いて撮像をす
るより、画面の大きい電子ビューファインダを用いて撮像した方が画像を把握しやすい。
そこで、上記のようにデジタルカメラが三脚に固定された場合には自動的にライブビュー
モードに移行するようにすることで、ライブビューモードに手動で切り替える手間が省け
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、操作性が向上する。
【０４１９】
　　〔付記２８〕
　デジタルカメラは、付記２７に記載のデジタルカメラにおいて、可動ミラーが光路内に
進入した状態において、被写体像を受光して被写体から自装置までの距離に関する情報を
測定する測距部と、測距部による測定結果に応じて撮像光学系を調節して被写体像のフォ
ーカスを合わせるオートフォーカス部と、をさらに備え、制御部は、三脚固定部により三
脚に固定されると、固定された直後又は固定されてから所定時間経過後に、一旦オートフ
ォーカス動作をするようオートフォーカス部を制御した後、ライブビューモードに移行す
るよう制御する。
【０４２０】
　　〔付記２９〕
　デジタルカメラは、付記２８に記載のデジタルカメラにおいて、制御部をライブビュー
モードに設定するための設定部をさらに備え、
　制御部は、三脚固定部により三脚に固定されている状態において、設定部によりライブ
ビューモードが設定されるのに応じて、一旦オートフォーカス動作をするようオートフォ
ーカス部を制御した後、ライブビューモードに移行するよう制御する。
【０４２１】
　　〔付記３０〕
　デジタルカメラは、付記２７に記載のデジタルカメラにおいて、前記撮像素子で生成さ
れた画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データのコントラストを利
用して前記撮像光学系を調節して被写体像のフォーカスを合わせるオートフォーカス部を
さらに備え、前記制御部は、前記三脚固定部により前記三脚に固定されると、固定された
直後又は固定されてから所定時間経過後に、オートフォーカス動作をするよう前記オート
フォーカス部を制御する。
【０４２２】
　　〔付記３１〕
　デジタルカメラは、付記３０に記載のデジタルカメラにおいて、前記制御部をライブビ
ューモードに設定するための設定部をさらに備え、
　前記制御部は、前記三脚固定部により前記三脚に固定されている状態において、前記設
定部によりライブビューモードが設定されるのに応じて、ライブビューモードに移行する
よう制御し、オートフォーカス動作をするよう前記オートフォーカス部を制御する。
【０４２３】
　　〔付記３２〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、自装置
のぶれを検出するぶれ検出部と、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理
を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示するよう制御するライブ
ビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、ぶれ検出部の検出結果に応じて、ラ
イブビューモードに移行するよう制御する。
【０４２４】
　　〔付記３３〕
　デジタルカメラは、付記３２に記載のデジタルカメラにおいて、前記可動ミラーが前記
光路内に進入した状態において、被写体像を受光して被写体から自装置までの距離に関す
る情報を測定する測距部と、
　前記測距部による測定結果に応じて前記撮像光学系を調節して被写体像のフォーカスを
合わせるオートフォーカス部と、をさらに備え、前記制御部は、前記ぶれ検出部の検出結
果に応じて、一旦オートフォーカス動作をするよう前記オートフォーカス部を制御した後
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、ライブビューモードに移行するよう制御する。
【０４２５】
　　〔付記３４〕
　デジタルカメラは、付記３３に記載のデジタルカメラにおいて、前記制御部をライブビ
ューモードに設定するための設定部をさらに備え、
　前記制御部は、前記ぶれ検出部の検出結果及び前記設定部によりライブビューモードが
設定されるのに応じて、一旦オートフォーカス動作をするよう前記オートフォーカス部を
制御した後、ライブビューモードに移行するよう制御する。
【０４２６】
　　〔付記３５〕
　デジタルカメラは、付記３２に記載のデジタルカメラにおいて、前記撮像素子で生成さ
れた画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データのコントラストを利
用して前記撮像光学系を調節して被写体像のフォーカスを合わせるオートフォーカス部を
さらに備え、
　前記制御部は、前記ぶれ検出部の検出結果に応じて、オートフォーカス動作をするよう
前記オートフォーカス部を制御する。
【０４２７】
　　〔付記３６〕
　デジタルカメラは、付記３５に記載のデジタルカメラにおいて、前記制御部をライブビ
ューモードに設定するための設定部をさらに備え、
　前記制御部は、前記ぶれ検出部の検出結果及び前記設定部によりライブビューモードが
設定されるのに応じて、ライブビューモードに移行するよう制御し、オートフォーカス動
作をするよう前記オートフォーカス部を制御する。
【０４２８】
　　〔付記３７〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示し、自装置に対して回
転可能に保持された表示部と、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を
施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示するよう制御するライブビ
ューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、表示部が回転操作されると、ライブビ
ューモードに移行するよう制御する。
【０４２９】
　これにより、表示部が回転操作された場合、自動的にライブビューモードに移行する。
表示部を回転操作する場合は、ユーザは表示部（電子ビューファインダ）を用いて撮像す
る意図を有している場合が多い。そこで、表示部が回転操作された場合には自動的にライ
ブビューモードに移行するようにすることで、ライブビューモードに手動で切り替える手
間が省け、操作性が向上する。
【０４３０】
　　〔付記３８〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを外部装置に出力するための
出力端子と、出力端子に外部装置からの端子が接続されると、可動ミラーを撮像光学系の
光路内から退避させて、撮像素子に撮像光学系で形成された被写体像を撮像して画像デー
タを生成させ、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像デー
タを出力端子を介して外部装置に出力させるよう制御する制御部と、を備える。
【０４３１】
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　これにより、デジタルカメラに外部装置からの端子が接続されると、撮像素子で生成し
た画像データを外部装置に自動的に出力できる。デジタルカメラに外部装置からの端子が
接続された場合、ユーザは、リアルタイムで撮像している画像を外部装置に表示させよう
としている場合が多い。そこで、デジタルカメラに外部装置からの端子が接続された場合
には自動的にライブビューモードに移行するようにすることで、ライブビューモードに手
動で切り替える手間が省け、操作性が向上する。
【０４３２】
　　〔付記３９〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを、光学式ビューファインダ
のアスペクト比を含む複数のアスペクト比の中から選択して表示可能な表示部と、生成さ
れた画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動
画像として表示部に表示するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え
、制御部は、表示アスペクト比が光学式ビューファインダのアスペクト比以外になるよう
に設定されると、ライブビューモードに移行するよう制御する。
【０４３３】
　光学式ビューファインダのアスペクト比は固定的に設定されているので、その設定アス
ペクト比以外の構図を有する画像は全体を表示できなかったり、表示できたとしても画像
が小さくなって見えにくかったりする。したがって、光学式ビューファインダのアスペク
ト比以外の構図を有する画像は、電子ビューファインダで観察する方が見やすい。そこで
、表示アスペクト比が光学式ビューファインダのアスペクト比以外になるように設定され
た場合には自動的にライブビューモードに移行するようにすることで、ライブビューモー
ドに手動で切り替える手間が省け、操作性が向上する。
【０４３４】
　　〔付記４０〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、撮像光
学系で形成する被写体像の光量を調節する絞りと、ユーザの操作に応じて、絞りの開口サ
イズを変更する絞り操作部と、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を
施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示するよう制御するライブビ
ューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、絞り操作部が操作されると、ライブビ
ューモードに移行するとともに生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を
施した画像データの一部を拡大して表示部に表示するよう制御する。
【０４３５】
　これにより、絞り操作部の操作に応じて、ＯＶＦ動作中であっても、ライブビューモー
ドに移行することができる。これにより、ライブビューモードに手動で切り替える手間が
省け、操作性が向上する。また、被写界深度の確認が必要な場所を瞬時に拡大できるので
、被写界深度の確認を容易にすることができる。
【０４３６】
　　〔付記４１〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、自装置の設定情
報を表示することについてユーザの指示を受け付ける設定操作部と、生成された画像デー
タ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示するとともに、設定操作部
の操作に応じて自装置の設定情報を表示する表示部と、生成された画像データ又はその画
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像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示す
るよう制御するライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、ライブビュー
モードが設定されている状態において、設定操作部が操作されるのに応じて、ライブビュ
ーモードから抜けるとともに表示部に自装置の設定情報を表示させるよう制御する。
【０４３７】
　ライブビュー画面に設定情報表示画面を重畳して表示すると、ライブビュー画面が見え
にくい。このような場合には、設定情報表示画面は表示部で観察し、ライブビュー画面は
光学式ビューファインダで観察できるように、両者を別々に表示するのが便利である。し
かし、このような場合に、設定部の操作と光学式ビューファインダモードへの手動切り替
えの両方の操作を要するのでは不便である。そこで、設定操作部が操作されるのに応じて
、ライブビューモードから抜けるとともに表示部に自装置の設定情報を表示させることで
、操作性が向上する。
【０４３８】
　　〔付記４２〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、生成さ
れた画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動
画像として表示部に表示するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、自装置
の電源を入り切りするための電源操作部と、を備え、制御部は、ライブビューモードが設
定されている状態において、電源操作部が自装置の電源を切る方向に操作されると、ライ
ブビューモードから抜けて可動ミラーを撮像光学系の光路内に進入させるよう制御する。
【０４３９】
　これにより、電源を切る前にＯＶＦモードに移行して可動ミラーをダウンさせるので、
その後、電源ＯＦＦ状態になっても、光学式ビューファインダを用いて被写体像を観察で
きる。また、手動でＯＶＦモードに切り替える必要がないので、操作性がよくなる。
【０４４０】
　　〔付記４３〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、電池を収納する
電池収納部を開閉する電池蓋と、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理
を施した画像データを表示する表示部と、生成された画像データ又はその画像データに所
定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示するよう制御す
るライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、ライブビューモードが設定
されている状態において、電池蓋が開状態になると、ライブビューモードから抜けて可動
ミラーを撮像光学系の光路内に進入させるよう制御する。
【０４４１】
　これにより、電池を抜き取る前にＯＶＦモードに移行して可動ミラーをダウンさせるの
で、その後、電源ＯＦＦ状態になっても、光学式ビューファインダを用いて被写体像を観
察できる。また、手動でＯＶＦモードに切り替える必要がないので、操作性がよくなる。
【０４４２】
　　〔付記４４〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、生成さ
れた画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動
画像として表示部に表示するよう制御するライブビューモードを有する制御部と、電池を
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収納する電池収納部と、を備え、制御部は、ライブビューモードが設定されている状態に
おいて、電池収納部に収納された電池の電圧が低くなると、ライブビューモードから抜け
て可動ミラーを撮像光学系の光路内に進入させるよう制御する。
【０４４３】
　これにより、電池の電圧低下により電源が切れる前に可動ミラーをダウンさせることが
できるので、その後、電源ＯＦＦ状態になっても、光学式ビューファインダを用いて被写
体像を観察できる。また、手動でＯＶＦモードに切り替える必要がないので、操作性がよ
くなる。
【０４４４】
　　〔付記４５〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有し、撮像光学系に含まれる交換レンズ
を着脱可能なデジタルカメラであって、撮像光学系で形成された被写体像を撮像して画像
データを生成する撮像素子と、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を
施した画像データを表示する表示部と、生成された画像データ又はその画像データに所定
の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表示するよう制御する
ライブビューモードを有する制御部と、を備え、制御部は、ライブビューモードが設定さ
れている状態において、装着されている交換レンズを取り外すと、ライブビューモードか
ら抜けて可動ミラーを撮像光学系の光路内に進入させるよう制御する。
【０４４５】
　ライブビューモードで交換レンズが取り外されると、撮像素子がむき出しになり、ほこ
り等が付着しやすくなる。そのため、交換レンズを取り外す前に、ライブビューモードか
らＯＶＦモードに移行しておく必要があるが、手動でＯＶＦモードに切り替えるのは手間
である。そこで、上記のように、ライブビューモードが設定されている状態において、装
着されている交換レンズを取り外すと、ライブビューモードから抜けて可動ミラーを撮像
光学系の光路内に進入させる。これにより、交換レンズを取り外すと自動的に可動ミラー
をダウンさせることができるので、操作性がよくなる。また、ユーザが交換レンズを取り
外した時に可動ミラーをダウンさせる操作をしなくても、確実にダウンさせることができ
るので、可動ミラーにほこり等が付着しにくくなる。
【０４４６】
　　〔付記４６〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、撮像素
子で生成された画像データに所定の処理を施した画像データを記憶する記憶手段と、記憶
手段に記憶された画像データを外部装置に出力するための出力端子と、表示部が撮像素子
で生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタ
イムで動画像として表示している状態において、出力端子に外部装置からの端子が接続さ
れると、可動ミラーを撮像光学系の光路内に進入させるとともに、記憶手段に記憶されて
いる画像データを出力端子を介して外部装置に出力させるよう制御する制御部と、を備え
る。
【０４４７】
　デジタルカメラに外部装置からの端子が接続された場合、ユーザは、デジタルカメラ内
又はデジタルカメラに装着されたメモリカードに保存された画像データを外部装置に表示
させようとしている場合が多い。このような場合に、外部装置に画像データを送りつつ、
表示部にライブビュー表示をするとしたのでは、制御部の負担が大きくなってしまう。そ
のため、外部装置に画像データを送る場合、ライブビューモードを抜けるのが好ましいが
、外部装置に接続する際、手動でライブビューモードから抜けるのでは手間がかかる。そ
こで、上記のように、出力端子に外部装置からの端子が接続されると、可動ミラーを撮像
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光学系の光路内に進入させるとともに、記憶手段に記憶されている画像データを出力端子
を介して外部装置に出力させるよう制御する。これにより、外部装置に接続する際に自動
的にライブビューモードから抜けることができるので操作性がよい。また、同時にＯＶＦ
モードに突入するので、光学式ビューファインダを用いてリアルタイム画像を観察するこ
とも可能である。
【０４４８】
　　〔付記４７〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部と、可動ミ
ラーが光路内に進入した状態において、被写体像を受光して被写体から自装置までの距離
に関する情報を測定する測距部と、測距部による測定結果に応じて撮像光学系を調節して
被写体像のフォーカスを合わせるオートフォーカス部と、オートフォーカス部の起動につ
いてユーザからの指示を受け付けるＡＦ開始指示受付部と、生成された画像データ又はそ
の画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタイムで動画像として表示部に表
示するよう制御するライブビューモード、及びＡＦ開始指示受付部で指示を受け付けると
オートフォーカス部により継続的に被写体像のフォーカス状態を更新するコンティニュア
スフォーカスモードを有する制御部と、を備え、制御部は、可動ミラーが被写体像を光学
式ビューファインダへと導いているとき、コンティニュアスフォーカスモードでオートフ
ォーカス部を制御可能である一方、ライブビューモードのとき、コンティニュアスフォー
カスモードでオートフォーカス部の制御をしない。
【０４４９】
　これにより、測距部を用いたオートフォーカス動作のみでコンティニュアスオートフォ
ーカス動作を含むオートフォーカス動作を実現できる。
【０４５０】
　　〔付記４８〕
　デジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光
路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、撮像光
学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、生成された画像
データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを保存する記憶手段と、生成
された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データを表示する表示部
と、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データをリアル
タイムで動画像として表示部に表示するよう制御するライブビューモードを有する制御部
と、を備え、制御部は、記憶手段に記憶された画像データに基づいて、複数の縮小画像を
生成し、それぞれ異なる画像処理を施し、その複数の縮小画像を並べて表示部に動画像と
して表示するよう制御する。
【０４５１】
　複数の縮小画像をライブビュー画面として表示したので、各縮小画像の比較が容易にで
きる。特に、撮像条件の違いを電子的に実現することにより、記録用画像を撮像した際の
画像を容易に把握できる。
【産業上の利用可能性】
【０４５２】
　本発明は、可動ミラーを含むとともに被写体像を電子ビューファインダで観察できるデ
ジタルカメラに適用可能である。例えば、デジタル一眼レフカメラ等に適用可能である。
また、静止画撮像用のカメラのみならず動画撮像可能なカメラにも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０４５３】
【図１】実施の形態１～５にかかるカメラの概要を説明するための模式図
【図２】実施の形態１～５にかかるカメラボディの構成を示すブロック図
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【図３】実施の形態１～５にかかるカメラボディの背面図
【図４】実施の形態１～５にかかる交換レンズの構成を示すブロック図
【図５】実施の形態１～５にかかるカメラのミラーボックスの内部が状態Ｂのときの模式
図
【図６】実施の形態１～５にかかるカメラのミラーボックスの内部が状態Ｃのときの模式
図
【図７】ＯＶＦモード時にＡＶ釦を押下したときの動作を説明するためのフローチャート
【図８】ライブビューモード時に絞り込み釦を押下したときの動作を説明するためのフロ
ーチャート
【図９】ライブビューモード時にライブビュープレビュー釦を押下したときの動作を説明
するためのフローチャート
【図１０】液晶モニタに部分拡大表示する際の例を示す模式図
【図１１】マニュアルフォーカスモードにおいて、光学式ビューファインダを用いた撮像
の際の動作を説明するためのフローチャート
【図１２】記録用画像を格納する画像ファイルの構造を示す模式図
【図１３】マニュアルフォーカスモードにおいて、液晶モニタ１５０を用いた撮像の際の
動作を説明するためのフローチャート
【図１４】シングルフォーカスモードにおいて、光学式ビューファインダを用いた撮像の
際の動作を説明するためのフローチャート
【図１５】シングルフォーカスモードにおいて、液晶モニタ１５０を用いた撮像の際の動
作を説明するためのフローチャート
【図１６】コンティニュアスフォーカスモードにおいて、光学式ビューファインダを用い
た撮像の際の動作を説明するためのフローチャート
【図１７】コンティニュアスフォーカスモードにおいて、液晶モニタを用いた撮像の際の
動作を説明するためのフローチャート
【図１８】ＯＶＦモードからライブビューモードへ切り換えたときのオートフォーカス動
作を説明するためのフローチャート
【図１９】フォーカスを合わせたポイントを表示した表示画面を示す模式図
【図２０】ＡＦセンサに含まれるラインセンサの配置を示す模式図
【図２１】保護材に付着したほこり等の異物を超音波振動発生器を用いて除去するときの
動作を説明するためのフローチャート
【図２２】ＡＥセンサのみを用いた場合のストロボ撮像動作を説明するためのフローチャ
ート
【図２３】ＡＥセンサとＣＭＯＳセンサとを用いた場合のストロボ撮像動作を説明するた
めのフローチャート
【図２４】衝撃によりライブビューモードをリセットする際の動作を説明するためのフロ
ーチャート
【図２５】ＯＶＦモード時にＬＶプレビュー釦を押下したときの動作を説明するためのフ
ローチャート
【図２６】リモコン操作によりライブビューモードに移行する際の動作を説明するための
フローチャート
【図２７】三脚の固定によりライブビューモードに移行する際の動作を説明するためのフ
ローチャート
【図２８】液晶モニタの回転操作によりライブビューモードに移行する際の動作を説明す
るためのフローチャート
【図２９】外部端子の接続によりライブビューモードに移行する際の動作を説明するため
のフローチャート
【図３０】アスペクト比の設定によりライブビューモードに移行する際の動作を説明する
ためのフローチャート
【図３１】絞りリングの操作によりライブビューモードに移行する際の動作を説明するた
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めのフローチャート
【図３２】メニュー釦の操作によりライブビューモードを解除する際の動作を説明するた
めのフローチャート
【図３３】電源ＯＦＦ操作によりライブビューモードを解除する際の動作を説明するため
のフローチャート
【図３４】電池蓋の開放操作によりライブビューモードを解除する際の動作を説明するた
めのフローチャート
【図３５】電源電圧の低下によりライブビューモードを解除する際の動作を説明するため
のフローチャート
【図３６】電源電圧の低下によりライブビューモードを解除する際の動作を説明するため
のフローチャート
【図３７】外部端子の接続によりライブビューモードを解除する際の動作を説明するため
のフローチャート
【図３８】ライブビューモードの移行に伴うシングルフォーカスモードへの移行動作を説
明するためのフローチャート
【図３９】コンティニュアスフォーカスモードの移行に伴うＯＶＦモードへの移行動作を
説明するためのフローチャート
【図４０】複数枚のリアルタイム画像を液晶モニタに表示した際の表示画面を示す模式図
【図４１】ライブビューのマルチ表示動作を説明するためのフローチャート
【符号の説明】
【０４５４】
１０　カメラ
１００　カメラボディ
１１０　マイコン
１１１　バッファ
１２１ａ、１２１ｂ　可動ミラー
１２５　焦点板
１２６　プリズム
１３０　ＣＭＯＳセンサ
１３２　ＡＦセンサ
１３４　超音波振動発生器
１３６　接眼レンズ
１４０ａ　メニュー釦
１４０ｊ　ＬＶプレビュー釦
１４１　レリーズ釦
１４２　電源スイッチ
１４３　電池ボックス
１５０　液晶モニタ
１５２　外部端子
１５５　リモコン受信部
２００　交換レンズ
２１０　ＣＰＵ
２２０　対物レンズ
２３０　ズームレンズ
２４２　絞りリング
２５１　補正レンズ
２５２　ジャイロセンサ
２６０　フォーカスレンズ
２６１　フォーカスモータ
２６２　フォーカスリング
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【図１３】 【図１４】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】
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【図２４】 【図２５】

【図２６】 【図２７】
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【図２８】 【図２９】

【図３０】 【図３１】
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【図３２】 【図３３】

【図３４】

【図３５】

【図３６】
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【図３７】 【図３８】

【図３９】 【図４０】
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